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第 １ 号 平成２４年度徳島県一般会計補正予算（第５号）

平成２４年度徳島県一般会計の補正予算（第５号）は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，１０９，３５８千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７４，２７９，４７７千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は，「第１表歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為の補正）

第２条 債務負担行為の追加は，「第２表債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）

第３条 地方債の変更は，「第３表地方債補正」による。

平 成２４年１１月２６日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算補正

歳 入

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

７ 分 担 金 及 び 負 担 金 １，１１９，４８８ ４５，４２６ １，１６４，９１４

１ 分 担 金 ３０６，９１７ ３５，８１５ ３４２，７３２

２ 負 担 金 ８１２，５７１ ９，６１１ ８２２，１８２

９ 国 庫 支 出 金 ５４，４８０，０７９ ９４３，５６３ ５５，４２３，６４２

１ 国 庫 負 担 金 ２８，５３９，２１７ １５８，５００ ２８，６９７，７１７

千円 千円 千円
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２ 国 庫 補 助 金 ２４，３４９，６８３ ７８５，０６３ ２５，１３４，７４６

１２ 繰 入 金 ８５，９９１，４０７ １，００４，０００ ８６，９９５，４０７

２ 基 金 繰 入 金 ２９，００７，３４３ １，００４，０００ ３０，０１１，３４３

１３ 繰 越 金 ６，１６９，７６９ １７８，３６９ ６，３４８，１３８

１ 繰 越 金 ６，１６９，７６９ １７８，３６９ ６，３４８，１３８

１５ 県 債 ６９，２７１，０００ ９３８，０００ ７０，２０９，０００

１ 県 債 ６９，２７１，０００ ９３８，０００ ７０，２０９，０００

歳 入 合 計 ４７１，１７０，１１９ ３，１０９，３５８ ４７４，２７９，４７７

歳 出

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

２ 総 務 費 ２８，２１０，３７９ １，００７，５００ ２９，２１７，８７９

１ 総 務 管 理 費 １６，６６１，２８６ １，０００，０００ １７，６６１，２８６

６ 防 災 費 １，４１６，７７６ ７，５００ １，４２４，２７６

４ 衛 生 費 ２３，０２８，９２５ ４，０００ ２３，０３２，９２５

３ 保 健 所 費 １，５５３，２７６ ４，０００ １，５５７，２７６

６ 農 林 水 産 業 費 ３１，２４０，４１０ ７７６，３８５ ３２，０１６，７９５

再校
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４ 農 地 費 ８，８１２，１５６ ２７２，８５７ ９，０８５，０１３

５ 林 業 費 １２，９０９，４３５ ４３１，５４８ １３，３４０，９８３

６ 水 産 業 費 ２，１０３，８０５ ７１，９８０ ２，１７５，７８５

８ 土 木 費 ４１，９７６，４３９ １，３２１，４７３ ４３，２９７，９１２

２ 道 路 橋 り ょ う 費 １７，９２２，１４２ ７０８，９７３ １８，６３１，１１５

３ 河 川 海 岸 費 １０，７５６，８６３ ４９５，５００ １１，２５２，３６３

４ 港 湾 費 ３，２２１，１８３ ８０，０００ ３，３０１，１８３

５ 都 市 計 画 費 ４，６５２，１７５ ３７，０００ ４，６８９，１７５

歳 出 合 計 ４７１，１７０，１１９ ３，１０９，３５８ ４７４，２７９，４７７

第２表 債務負担行為補正

１ 追 加

事 項 期 間 限 度 額

徳島県立南部防災館の管理運営協定 自 平成２５年度
至 平成２７年度 ３５，７５６千円

医療施設耐震化整備事業に係る補助金交付指令 自 平成２５年度
至 平成２６年度 ８６３，０００千円

徳島県月見が丘海浜公園の管理運営協定 自 平成２５年度
至 平成２７年度 １６２，１６３千円
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第３表 地 方 債 補 正

１ 変 更

起 債 の 目 的
限 度 額

補 正 前 補 正 後

農 地 事 業 １，３５３，０００ １，４５４，０００

林 業 治 山 事 業 ２，１５７，０００ ２，３８５，０００

水 産 事 業 ３５９，０００ ３９０，０００

道 路 橋 り ょ う 事 業 ５，６５６，０００ ５，９３７，０００

河 川 海 岸 事 業 ４，９４５，０００ ５，１９８，０００

港 湾 事 業 １，０３１，０００ １，０５６，０００

都 市 計 画 事 業 １，６２６，０００ １，６４５，０００

計 ６９，２７１，０００ ７０，２０９，０００
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第 ２ 号 平成２４年度徳島県流域下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成２４年度徳島県流域下水道事業特別会計の補正予算（第１号）は，次に定めるところによる。

（債務負担行為）

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第１表債務負担行為」に

よる。

平 成２４年１１月２６日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 債務負担行為

事 項 期 間 限 度 額

旧吉野川流域下水道の管理運営協定 自 平成２５年度
至 平成２７年度 ６２１，２８５千円

再校
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第 ３ 号 平成２４年度徳島県工業用水道事業会計補正予算（第２号）

（総則）

第１条 平成２４年度徳島県工業用水道事業会計の補正予算（第２号）は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 平成２４年度徳島県工業用水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正する。

（補正前） （補正後）

�４ 建設改良工事 阿南工業用水道改良工事 １６３，９７０千円 １８３，９７０千円

（収益的収入及び支出）

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

（科 目） （既決予定額） （補正予定額） （計）

支 出

第１款 事 業 費 用 ９３６，３９６千円 １１，０００千円 ９４７，３９６千円

第１項 営 業 費 用 ８５１，６５７千円 １１，０００千円 ８６２，６５７千円

（資本的収入及び支出）

第４条 予算第４条本文括弧書中「不足する額８７７，３５３千円」を「不足する額８９７，３５３千円」に，「当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３５，２７７千円

及び過年度分損益勘定留保資金８４２，０７６千円」を「当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３６，２３０千円及び過年度分損益勘定留保資金８６１，１２３千円」

に改め，資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

（科 目） （既決予定額） （補正予定額） （計）

支 出

第１款 資 本 的 支 出 １，０２１，１８３千円 ２０，０００千円 １，０４１，１８３千円

第１項 建 設 改 良 費 ７７１，１６０千円 ２０，０００千円 ７９１，１６０千円

平 成２４年１１月２６日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
再校
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徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会 づ く り 条 例
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徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会 づ く り 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会 づ く り 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門
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第 五 節 県 に よ る 応 急 対 策 及 び 市 町 村 等 と の 連 携 （ 第 七 十 二 条 ― 第 七 十 七 条 ）

第 四 章 復 旧 及 び 復 興 対 策

第 一 節 県 民 に よ る 復 旧 及 び 復 興 対 策 （ 第 七 十 八 条 ）

第 二 節 自 主 防 災 組 織 に よ る 復 旧 及 び 復 興 対 策 （ 第 七 十 九 条 ）

第 三 節 学 校 等 に よ る 復 旧 及 び 復 興 対 策 （ 第 八 十 条 ）

第 四 節 事 業 者 に よ る 復 旧 及 び 復 興 対 策 （ 第 八 十 一 条 ・ 第 八 十 二 条 ）

第 五 節 県 に よ る 復 旧 及 び 復 興 対 策 並 び に 市 町 村 等 と の 連 携 （ 第 八 十 三 条 ）

附 則
平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発 生 し た 東 日 本 大 震 災 は 、 地 震 が 頻 発 す る 日 本 に 住 む 私 た ち に 、 平 穏 な 生 活 を 一 瞬 に し て 破 壊 す る 地 震 及 び 津 波 の す さ ま じ さ を 改

め て 知 ら し め た と こ ろ で あ る 。

こ の 大 震 災 を 教 訓 と し て 、 こ れ か ら の 震 災 対 策 に つ い て 、 地 震 及 び 津 波 に よ る 被 害 の 発 生 を 防 ぐ だ け で は な く 、 助 か る 命 を 助 け る こ と を は じ め と し て 被 害 を

最 小 化 す る と い う 減 災 の 考 え 方 を 基 本 に 、 あ ら ゆ る 方 策 を 複 合 的 に 講 じ る 必 要 性 が 認 識 さ れ る よ う に な っ た 。

ま た 、 震 災 の 規 模 が 大 き い ほ ど 、 県 民 が 自 ら の 安 全 を 自 ら 守 る 自 助 、 自 主 防 災 組 織 、 ボ ラ ン テ ィ ア 等 が 地 域 の 安 全 を 確 保 す る 共 助 及 び 県 、 市 町 村 等 が 県 民 を

保 護 す る 公 助 の そ れ ぞ れ の 主 体 が 責 務 と 役 割 を 認 識 し 、 よ り 密 接 に 連 携 す る こ と が 欠 か せ な い 。

本 県 で は 、 広 い 範 囲 で 甚 大 な 被 害 が 想 定 さ れ て い る 南 海 ト ラ フ を 震 源 と す る 巨 大 地 震 の 切 迫 性 が 高 ま っ て お り 、 更 に 、 本 県 を 東 西 に 貫 く 中 央 構 造 線 活 断 層 帯

を 震 源 と す る 直 下 型 地 震 の 発 生 も 危 惧 さ れ て い る 。

こ の た め 、 震 災 に よ る 死 者 を 一 人 も 出 さ な い こ と を 目 指 し 、 県 政 の 最 重 要 課 題 と し て 積 極 的 に 展 開 し て き た 震 災 対 策 を 、 よ り 一 層 加 速 さ せ て い く 必 要 が あ る 。

こ こ に 、 私 た ち は 、 い か な る 大 震 災 に も 正 面 か ら 立 ち 向 か い 、 県 民 の 尊 い 生 命 を 守 る た め 、 共 に 力 を 合 わ せ 、 県 民 一 丸 と な っ て 震 災 対 策 に 取 り 組 む こ と を 決

意 す る と と も に 、 将 来 の 世 代 に 対 す る 責 務 と し て 、 真 に 震 災 に 強 い 社 会 づ く り を 推 進 す る た め 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 。

第 一 章 総 則

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 南 海 ト ラ フ を 震 源 と す る 巨 大 地 震 、 中 央 構 造 線 活 断 層 帯 を 震 源 と す る 直 下 型 地 震 等 に よ る 震 災 か ら 、 県 民 の 生 命 、 身 体 及 び 財 産 を 保 護 す

る た め 、 震 災 対 策 に 関 し 、 基 本 理 念 を 定 め 、 県 民 、 自 主 防 災 組 織 、 学 校 等 及 び 事 業 者 の 役 割 並 び に 県 の 責 務 を 明 ら か に し 、 関 係 者 相 互 の 緊 密 な 連 携 及 び 協 働

を 促 進 す る と と も に 、 よ り 実 効 性 の あ る 具 体 的 な 施 策 を 定 め る こ と に よ り 、 震 災 対 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 震 災 に 強 い 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る

こ と を 目 的 と す る 。
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（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 震 災 地 震 及 び 津 波 に よ り 生 ず る 被 害 を い う 。

二 震 災 対 策 震 災 を 未 然 に 防 止 し 、 震 災 が 発 生 し た 場 合 に お け る 被 害 の 拡 大 を 防 ぎ 、 並 び に 震 災 か ら の 復 旧 及 び 復 興 を 図 る た め の 対 策 を い う 。

三 自 主 防 災 組 織 災 害 対 策 基 本 法 （ 昭 和 三 十 六 年 法 律 第 二 百 二 十 三 号 。 以 下 「 災 対 法 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 二 項 に 規 定 す る 自 主 防 災 組 織 を い う 。

四 震 災 時 要 援 護 者 高 齢 者 、 障 害 者 、 乳 幼 児 等 震 災 が 発 生 し た 場 合 に お い て 特 別 な 援 護 を 要 す る 者 を い う 。

五 学 校 等 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 一 条 に 規 定 す る 学 校 及 び 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 三 十 九 条 第 一 項 に 規 定

す る 保 育 所 を い う 。

（ 基 本 理 念 ）

第 三 条 震 災 対 策 は 、 減 災 （ 震 災 を 最 小 化 す る こ と を い う 。 ） を 基 本 と し て 、 県 民 の 生 命 が 失 わ れ な い こ と を 最 も 重 視 す る と と も に 、 被 災 後 の 速 や か な 復 興 を

目 指 し て 、 実 施 さ れ な け れ ば な ら な い 。

２ 震 災 対 策 は 、 自 助 （ 県 民 が 自 ら の 安 全 を 自 ら 守 る こ と を い う 。 ） 、 共 助 （ 地 域 の 住 民 等 が 互 い に 助 け 合 い 、 地 域 の 安 全 を 確 保 す る こ と を い う 。 ） 及 び 公 助 （ 県 、

市 町 村 そ の 他 の 行 政 機 関 が 県 民 の 生 命 、 身 体 及 び 財 産 を 保 護 す る こ と を い う 。 ） を 基 本 と し て 実 施 さ れ な け れ ば な ら な い 。

３ 震 災 対 策 は 、 県 民 、 自 主 防 災 組 織 、 学 校 等 、 事 業 者 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 が 、 震 災 対 策 に 関 す る 男 女 共 同 参 画 等 の 様 々 な 視 点 及 び 震

災 時 要 援 護 者 を は じ め と す る あ ら ゆ る 者 の 人 権 に 配 慮 し な が ら 、 そ れ ぞ れ の 役 割 を 果 た す と と も に 、 相 互 に 緊 密 に 連 携 し 、 及 び 協 働 す る こ と に よ り 着 実 に 実

施 さ れ な け れ ば な ら な い 。

（ 県 民 の 役 割 ）

第 四 条 県 民 は 、 前 条 に 定 め る 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 平 常 時 か ら 震 災 に 対 す る 危 機 意 識 を 持 っ て 、 自 ら の 安 全 を 自 ら 守 る た め 、

積 極 的 に 震 災 対 策 を 実 施 す る よ う 努 め る も の と す る 。

２ 県 民 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 が 実 施 す る 震 災 対 策 に 積 極 的 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 自 主 防 災 組 織 の 役 割 ）

第 五 条 自 主 防 災 組 織 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 地 域 の 安 全 を 確 保 す る た め 、 積 極 的 に 震 災 対 策 を 実 施 す る よ う 努 め る も の と す る 。

２ 自 主 防 災 組 織 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 が 実 施 す る 震 災 対 策 に 積 極 的 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 学 校 等 の 役 割 ）

第 六 条 学 校 等 の 設 置 者 又 は 管 理 者 （ 以 下 「 学 校 等 の 設 置 者 等 」 と い う 。 ） は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 幼 児 、 児 童 、 生 徒 等 の 安 全 を 確 保 す る た め 、 積 極 的 に 震
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災 対 策 を 実 施 す る よ う 努 め る も の と す る 。

２ 学 校 等 の 設 置 者 等 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 が 実 施 す る 震 災 対 策 に 積 極 的 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 事 業 者 の 役 割 ）

第 七 条 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 来 所 者 、 従 業 員 等 の 安 全 を 確 保 す る た め 、 及 び 自 ら の 事 業 を 継 続 す る た め 、 積 極 的 に 震 災 対 策 を 実 施 す る よ う 努 め る

も の と す る 。

２ 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 が 実 施 す る 震 災 対 策 に 積 極 的 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 県 の 責 務 ）

第 八 条 県 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 民 の 生 命 、 身 体 及 び 財 産 を 保 護 す る た め 、 震 災 対 策 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る と と も に 、 県 民 、 自 主

防 災 組 織 、 学 校 等 、 事 業 者 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 が 実 施 す る 震 災 対 策 の 支 援 及 び 総 合 調 整 を 行 う も の と す る 。

２ 県 は 、 震 災 に 関 す る 調 査 及 び 研 究 を 行 い 、 そ の 成 果 を 公 表 す る と と も に 、 必 要 に 応 じ て 、 震 災 対 策 に 反 映 さ せ る も の と す る 。

（ 市 町 村 と の 連 携 ）

第 九 条 県 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 地 域 住 民 の 生 命 、 身 体 及 び 財 産 を 保 護 す る 基 礎 的 な 地 方 公 共 団 体 で あ る 市 町 村 と 連 携 を 図 り な が ら 協 力 し て 震 災 対 策 に 取

り 組 む も の と す る 。

（ 震 災 対 策 に 関 す る 計 画 の 作 成 等 ）

第 十 条 県 は 、 震 災 対 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る た め 、 県 が 実 施 す る 震 災 対 策 に 関 す る 施 策 を 取 り ま と め た 計 画 を 作 成 す る と と も に 、 当 該 施 策 の 進 捗 状

況 を 管 理 す る も の と す る 。

２ 県 は 、 災 対 法 第 四 十 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 作 成 さ れ た 徳 島 県 地 域 防 災 計 画 に 掲 げ ら れ た 震 災 対 策 を 効 果 的 か つ 迅 速 に 実 施 で き る よ う 、 当 該 震 災 対 策 の 実

施 の 手 順 を 定 め た 要 領 を 作 成 す る も の と す る 。

３ 県 は 、 市 町 村 が 行 う 当 該 市 町 村 が 実 施 す る 震 災 対 策 に 関 す る 施 策 を 取 り ま と め た 計 画 の 作 成 に つ い て 、 情 報 の 提 供 、 技 術 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 支 援 に 努

め る も の と す る 。

（ 震 災 対 策 に 関 す る 憲 章 ）

第 十 一 条 県 は 、 県 民 、 自 主 防 災 組 織 、 事 業 者 等 の 震 災 対 策 に 関 す る 意 識 の 高 揚 を 図 り 、 自 発 的 な 震 災 対 策 へ の 取 組 の 促 進 に 資 す る た め 、 震 災 対 策 に 関 す る 憲

章 を 定 め る も の と す る 。

（ 徳 島 県 震 災 を 考 え る 日 等 ）

第 十 二 条 県 民 一 人 一 人 が 、 震 災 に つ い て の 認 識 を 深 め 、 震 災 対 策 の 一 層 の 充 実 を 図 る た め 、 徳 島 県 震 災 を 考 え る 日 及 び 徳 島 県 震 災 を 考 え る 週 間 を 設 け る 。
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２ 徳 島 県 震 災 を 考 え る 日 は 九 月 一 日 と し 、 徳 島 県 震 災 を 考 え る 週 間 は 八 月 三 十 日 か ら 九 月 五 日 ま で と す る 。

３ 県 は 、 徳 島 県 震 災 を 考 え る 日 及 び 徳 島 県 震 災 を 考 え る 週 間 の 趣 旨 に ふ さ わ し い 事 業 が 実 施 さ れ る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 顕 彰 ）

第 十 三 条 県 は 、 震 災 対 策 の 推 進 に 関 し 、 功 績 の 顕 著 な 者 の 顕 彰 に 努 め る も の と す る 。

（ 震 災 対 策 へ の 県 民 等 の 意 見 の 反 映 ）

第 十 四 条 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 県 民 、 自 主 防 災 組 織 、 事 業 者 等 か ら 震 災 対 策 に 関 す る 意 見 を 聴 取 し 、 必 要 に 応 じ て 、 そ の 意 見 を 震 災 対 策 に 反 映 さ せ る も

の と す る 。

（ 財 政 上 の 措 置 ）

第 十 五 条 県 は 、 震 災 対 策 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る た め 、 必 要 な 財 政 上 の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

第 二 章 予 防 対 策

第 一 節 県 民 に よ る 予 防 対 策

（ 震 災 対 策 等 に 関 す る 知 識 の 習 得 等 ）

第 十 六 条 県 民 は 、 平 常 時 か ら 、 震 災 及 び 震 災 対 策 に 関 す る 研 修 （ 以 下 「 防 災 研 修 」 と い う 。 ） 並 び に 震 災 の 発 生 を 想 定 し た 訓 練 （ 以 下 「 防 災 訓 練 」 と い う 。 ）

に 積 極 的 に 参 加 し 、 震 災 及 び 震 災 対 策 に 関 す る 知 識 及 び 技 能 の 習 得 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 民 は 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 が 提 供 す る 地 域 に お け る 震 災 及 び 震 災 対 策 に 関 す る 情 報 （ 以 下 「 地 域 震 災 関 連 情 報 」 と い う 。 ） を 活 用 し て 、 震 災 が 発

生 し 、 又 は 発 生 す る お そ れ が あ る 場 合 （ 以 下 「 震 災 発 生 時 等 」 と い う 。 ） に 備 え 、 自 ら が 生 活 す る 地 域 に お け る 危 険 な 場 所 、 避 難 場 所 、 避 難 経 路 、 避 難 方 法

及 び 家 族 と の 連 絡 方 法 の 確 認 に 努 め る も の と す る 。

３ 震 災 発 生 時 等 に お い て 、 通 常 用 い る 方 法 に よ る 帰 宅 が 困 難 で あ る と 予 想 さ れ る 者 は 、 徒 歩 等 に よ り 帰 宅 す る 場 合 の 経 路 並 び に 家 族 及 び 隣 人 等 と の 連 絡 方 法

の 確 認 そ の 他 の 円 滑 な 帰 宅 の た め に 必 要 な 準 備 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。

（ 避 難 の 心 構 え ）

第 十 七 条 県 民 は 、 地 震 に よ る 崖 崩 れ 、 地 滑 り 等 の 危 険 を 察 知 し た 場 合 は 、 直 ち に 安 全 な 場 所 に 避 難 す る よ う 心 が け る も の と す る 。

２ 県 民 は 、 強 い 又 は 継 続 時 間 の 長 い 地 震 の 揺 れ を 感 知 し た 場 合 は 、 津 波 に 関 す る 予 報 又 は 警 報 の 発 表 及 び 避 難 の 勧 告 又 は 指 示 を 待 た ず に 、 直 ち に 近 く の 高 台

等 の 安 全 な 場 所 に 避 難 す る よ う 心 が け る も の と す る 。

（ 建 築 物 等 の 安 全 性 の 確 保 ）

第 十 八 条 県 民 は 、 そ の 所 有 す る 建 築 物 の 地 震 に よ る 倒 壊 等 か ら 自 ら を 含 む 利 用 者 の 安 全 並 び に 津 波 等 か ら の 安 全 な 避 難 及 び 円 滑 な 救 援 に 必 要 な 経 路 を 確 保 す
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る た め 、 当 該 建 築 物 の 耐 震 診 断 （ 地 震 に 対 す る 安 全 性 を 評 価 す る こ と を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 耐 震 改 修 （ 地 震 に 対 す る 安 全 性 の 向 上 を 目 的 と し て 、 増 築 、

改 築 、 修 繕 若 し く は 模 様 替 又 は 敷 地 の 整 備 を す る こ と を い う 。 以 下 同 じ 。 ） そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

２ 県 民 は 、 震 災 の 発 生 に 備 え 、 家 具 等 の 転 倒 、 窓 ガ ラ ス の 飛 散 等 に よ る 被 害 を 防 止 す る た め の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

３ 県 民 は 、 そ の 設 置 す る ブ ロ ッ ク 塀 、 広 告 板 そ の 他 の 工 作 物 及 び 自 動 販 売 機 （ 以 下 「 工 作 物 等 」 と い う 。 ） を 定 期 的 に 点 検 し 、 耐 震 性 を 確 保 す る た め に 必 要

な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 物 資 の 備 蓄 等 ）

第 十 九 条 県 民 は 、 食 糧 、 飲 料 水 、 医 薬 品 そ の 他 の 震 災 発 生 時 等 に 必 要 と な る 物 資 の 備 蓄 及 び 点 検 並 び に ラ ジ オ 等 の 情 報 収 集 手 段 の 確 保 に 努 め る と と も に 、 避

難 の 際 に 必 要 と な る 物 資 を 直 ち に 持 ち 出 す こ と が で き る よ う 準 備 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 民 は 、 震 災 を 未 然 に 防 止 し 、 及 び 震 災 が 発 生 し た 場 合 に お け る 被 害 の 拡 大 を 防 止 す る た め に 必 要 な 消 火 器 等 の 資 機 材 の 整 備 に 努 め る も の と す る 。

（ 自 主 防 災 組 織 及 び 消 防 団 等 へ の 参 加 ）

第 二 十 条 県 民 は 、 地 域 に お け る 震 災 対 策 を 円 滑 に 行 う た め 、 自 主 防 災 組 織 の 結 成 及 び そ の 活 動 へ の 積 極 的 な 参 加 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 民 は 、 地 域 に お け る 震 災 対 策 を 円 滑 に 行 う た め 、 地 域 の 消 防 団 等 の 活 動 へ の 積 極 的 な 参 加 に 努 め る も の と す る 。

（ 震 災 時 要 援 護 者 等 か ら の 情 報 提 供 ）

第 二 十 一 条 震 災 時 要 援 護 者 又 は そ の 保 護 者 （ 配 偶 者 、 親 権 を 行 う 者 、 後 見 人 そ の 他 の 者 で 、 震 災 時 要 援 護 者 を 現 に 保 護 す る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） は 、 震

災 時 要 援 護 者 が 震 災 発 生 時 等 に 自 主 防 災 組 織 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 か ら 避 難 等 に つ い て 支 援 を 受 け る 際 に 必 要 と な る 当 該 震 災 時 要 援 護 者 に 関 す る 情 報 を 、

当 該 関 係 者 に 提 供 す る よ う 努 め る も の と す る 。

２ 法 令 又 は 他 の 条 例 若 し く は 市 町 村 の 条 例 （ 以 下 「 法 令 等 」 と い う 。 ） に 定 め が あ る も の を 除 く ほ か 、 前 項 の 規 定 に よ り 震 災 時 要 援 護 者 又 は そ の 保 護 者 か ら

情 報 の 提 供 を 受 け た 者 は 、 当 該 情 報 に つ い て 、 漏 え い 及 び 提 供 を 受 け た 目 的 以 外 の 目 的 の た め の 利 用 を 防 止 し 、 適 正 に 管 理 し な け れ ば な ら な い 。

第 二 節 自 主 防 災 組 織 に よ る 予 防 対 策

（ 震 災 対 策 等 に 関 す る 意 識 の 啓 発 等 ）

第 二 十 二 条 自 主 防 災 組 織 は 、 地 域 住 民 等 に 対 し 、 震 災 及 び 震 災 対 策 に 関 す る 意 識 の 啓 発 及 び 高 揚 を 図 る た め 、 自 ら 防 災 研 修 及 び 防 災 訓 練 を 実 施 す る よ う 努 め

る と と も に 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 が 実 施 す る 防 災 研 修 及 び 防 災 訓 練 へ の 積 極 的 な 参 加 に 努 め る も の と す る 。

２ 自 主 防 災 組 織 は 、 地 域 震 災 関 連 情 報 を 活 用 し て 、 震 災 発 生 時 等 に 備 え 、 当 該 自 主 防 災 組 織 が 活 動 す る 地 域 に お け る 危 険 な 場 所 、 避 難 場 所 、 避 難 経 路 及 び 避

難 方 法 の 情 報 を 掲 載 し た 地 図 の 作 成 及 び 当 該 地 域 の 住 民 等 へ の 周 知 に 努 め る も の と す る 。

（ 円 滑 か つ 効 果 的 な 避 難 の た め の 体 制 の 整 備 ）
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第 二 十 三 条 自 主 防 災 組 織 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 率 先 避 難 （ 地 域 住 民 等 の 避 難 を 促 進 す る た め 率 先 し て 行 う 避 難 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 行 う

役 割 を 担 う 者 の 確 保 、 震 災 時 要 援 護 者 の 特 性 に 応 じ た 避 難 の 支 援 の 体 制 の 整 備 そ の 他 の 地 域 住 民 等 の 避 難 が 円 滑 か つ 効 果 的 に 行 わ れ る た め の 体 制 の 整 備 に 努

め る も の と す る 。

（ 資 機 材 の 備 蓄 等 ）

第 二 十 四 条 自 主 防 災 組 織 は 、 初 期 消 火 、 負 傷 者 の 救 出 及 び 救 護 そ の 他 の 震 災 発 生 時 等 の 応 急 的 な 措 置 に 必 要 な 資 機 材 の 備 蓄 、 整 備 及 び 点 検 に 努 め る も の と す

る 。

第 三 節 学 校 等 に よ る 予 防 対 策

（ 防 災 教 育 の 実 施 等 ）

第 二 十 五 条 学 校 等 の 設 置 者 等 は 、 幼 児 、 児 童 、 生 徒 等 が 、 震 災 発 生 時 等 に お い て 自 ら の 安 全 を 確 保 す る こ と が で き る と と も に 、 将 来 に お い て 震 災 対 策 の 担 い

手 と な る よ う 、 震 災 及 び 震 災 対 策 に 関 す る 教 育 （ 以 下 「 防 災 教 育 」 と い う 。 ） 並 び に 防 災 訓 練 の 実 施 に 努 め る も の と す る 。

（ 地 域 と の 連 携 ）

第 二 十 六 条 学 校 等 の 設 置 者 等 は 、 そ の 設 置 し 、 又 は 管 理 す る 学 校 等 の 施 設 に つ い て 、 市 町 村 が 行 う 地 域 の 避 難 場 所 及 び 津 波 か ら の 一 時 的 な 避 難 場 所 と し て の

指 定 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

２ 学 校 等 の 設 置 者 等 は 、 そ の 設 置 し 、 又 は 管 理 す る 学 校 等 の 施 設 が 前 項 の 避 難 場 所 と し て 指 定 さ れ た 場 合 に は 、 当 該 避 難 場 所 と し て の 目 的 を 達 成 す る た め に

必 要 な 機 能 の 強 化 に 努 め る も の と す る 。

３ 学 校 等 の 設 置 者 等 は 、 市 町 村 、 自 主 防 災 組 織 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 防 災 訓 練 を 実 施 す る 等 、 地 域 と 一 体 と な っ て 、 幼 児 、 児 童 、 生 徒 等 を 震 災 か ら 守 る

た め の 環 境 の 整 備 に 努 め る も の と す る 。

（ 学 校 等 の 施 設 等 の 安 全 性 の 確 保 ）

第 二 十 七 条 学 校 等 の 設 置 者 等 は 、 そ の 設 置 し 、 又 は 管 理 す る 学 校 等 の 施 設 並 び に 設 備 及 び 備 品 の 地 震 に よ る 倒 壊 等 か ら 幼 児 、 児 童 、 生 徒 等 の 安 全 並 び に 津 波

等 か ら の 安 全 な 避 難 及 び 円 滑 な 救 援 に 必 要 な 経 路 を 確 保 す る た め 、 当 該 施 設 の 計 画 的 な 耐 震 診 断 及 び 耐 震 改 修 並 び に 当 該 設 備 及 び 備 品 の 転 倒 を 防 止 す る た め

の 対 策 等 に 努 め る も の と す る 。

第 四 節 事 業 者 に よ る 予 防 対 策

（ 防 災 研 修 の 実 施 等 ）

第 二 十 八 条 事 業 者 は 、 震 災 発 生 時 等 に お け る 来 所 者 、 従 業 員 等 の 安 全 を 確 保 す る た め 、 防 災 研 修 及 び 防 災 訓 練 の 実 施 に 努 め る も の と す る 。

２ 法 令 等 に 定 め が あ る も の を 除 く ほ か 、 震 災 時 要 援 護 者 が 入 所 し 、 又 は 通 所 す る 施 設 （ 以 下 「 要 援 護 者 関 連 施 設 」 と い う 。 ） の 設 置 者 又 は 管 理 者 は 、 震 災 時

再校
１５

平成24年11月議案



要 援 護 者 に 関 す る 避 難 計 画 の 作 成 及 び 防 災 訓 練 の 実 施 に 努 め る も の と す る 。

（ 事 業 活 動 を 継 続 す る た め の 計 画 の 作 成 等 ）

第 二 十 九 条 事 業 者 は 、 震 災 に よ る 事 業 活 動 へ の 影 響 を 最 小 限 度 に と ど め る た め 、 事 業 活 動 を 継 続 す る た め の 計 画 の 作 成 に 努 め る も の と す る 。

２ 事 業 者 は 、 事 業 活 動 を 継 続 す る た め に 必 要 な 物 資 、 燃 料 及 び 資 機 材 の 備 蓄 、 整 備 及 び 点 検 に 努 め る も の と す る 。

（ 地 域 と の 連 携 ）

第 三 十 条 事 業 者 は 、 そ の 所 有 し 、 又 は 管 理 す る 施 設 に つ い て 、 市 町 村 が 行 う 地 域 の 避 難 場 所 及 び 津 波 か ら の 一 時 的 な 避 難 場 所 と し て の 指 定 に 協 力 す る よ う 努

め る も の と す る 。

２ 事 業 者 は 、 市 町 村 、 自 主 防 災 組 織 等 が 実 施 す る 防 災 研 修 及 び 防 災 訓 練 へ の 従 業 員 の 参 加 の 機 会 を 確 保 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 事 業 者 の 施 設 等 の 安 全 性 の 確 保 ）

第 三 十 一 条 事 業 者 は 、 そ の 所 有 す る 施 設 並 び に 設 備 及 び 備 品 の 地 震 に よ る 倒 壊 等 か ら 来 所 者 、 従 業 員 等 の 安 全 並 び に 津 波 等 か ら の 安 全 な 避 難 及 び 円 滑 な 救 援

に 必 要 な 経 路 を 確 保 す る た め 、 当 該 施 設 の 耐 震 診 断 及 び 耐 震 改 修 並 び に 当 該 設 備 及 び 備 品 の 転 倒 を 防 止 す る た め の 対 策 等 に 努 め る も の と す る 。

２ 上 下 水 道 、 電 気 供 給 施 設 、 ガ ス 供 給 施 設 又 は 電 気 通 信 事 業 の 用 に 供 す る 施 設 及 び こ れ ら に 附 帯 す る 設 備 （ 以 下 「 ラ イ フ ラ イ ン 関 連 施 設 等 」 と い う 。 ） の 設

置 者 又 は 管 理 者 は 、 ラ イ フ ラ イ ン 関 連 施 設 等 に つ い て 、 地 震 及 び 津 波 に 対 す る 安 全 性 を 確 保 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

３ 事 業 者 は 、 そ の 設 置 す る 工 作 物 等 を 定 期 的 に 点 検 し 、 耐 震 性 を 確 保 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

第 五 節 県 に よ る 予 防 対 策 及 び 市 町 村 等 と の 連 携

（ 震 災 対 策 等 に 関 す る 知 識 の 普 及 等 ）

第 三 十 二 条 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 県 民 、 自 主 防 災 組 織 等 が 平 常 時 か ら 震 災 に 備 え 、 適 切 な 震 災 対 策 を 講 ず る こ と が で き る よ う 、 震 災 及 び

震 災 対 策 に 関 す る 知 識 の 普 及 を 図 る も の と す る 。

２ 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 家 庭 及 び 地 域 に お け る 震 災 対 策 が 自 主 的 に 行 わ れ る よ う 学 校 教 育 及 び 社 会 教 育 を 通 じ て 、 全 て の 世 代 を 対 象 と し

た 防 災 教 育 の 充 実 を 図 る も の と す る 。

３ 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 県 民 、 自 主 防 災 組 織 等 の 震 災 に 適 切 に 対 応 す る 能 力 を 向 上 さ せ る た め 、 様 々 な 震 災 を 想 定 し た 防 災 訓 練 を 行 う も

の と す る 。

４ 県 は 、 徳 島 県 立 防 災 セ ン タ ー 等 の 機 能 を 十 分 に 活 用 し 、 震 災 及 び 震 災 対 策 に 関 す る 知 識 の 普 及 及 び 人 材 の 育 成 を 図 る も の と す る 。

（ 情 報 伝 達 体 制 の 整 備 ）

第 三 十 三 条 県 は 、 震 災 発 生 時 等 に お け る 気 象 状 況 、 被 害 の 発 生 状 況 、 避 難 の 状 況 そ の 他 の 震 災 対 策 に 必 要 な 情 報 を 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 相 互 に 伝 達 す る た
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め 、 通 信 機 能 の 強 化 及 び 複 数 の 通 信 手 段 の 確 保 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 市 町 村 、 報 道 機 関 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 震 災 発 生 時 等 に お い て 必 要 と な る 情 報 を 県 民 等 に 提 供 す る た め の 体 制 を 整 備 す る も の と す る 。

３ 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 震 災 発 生 時 等 に お い て 帰 宅 が 困 難 と な っ た 者 及 び 移 動 の 途 中 で 目 的 地 に 到 達 す る こ と が 困 難 と な っ た 者 （ 以 下 「 帰 宅 困 難 者 等 」

と い う 。 ） に 対 し て 必 要 な 情 報 を 提 供 す る た め の 体 制 を 整 備 す る も の と す る 。

（ 行 政 機 能 の 低 下 へ の 対 応 ）

第 三 十 四 条 県 は 、 地 震 又 は 津 波 に よ り 庁 舎 等 が 被 害 を 受 け た 場 合 等 に お け る 行 政 機 能 の 低 下 を 最 小 限 度 に と ど め る た め 、 震 災 発 生 時 等 に お い て 必 要 と な る 応

急 対 策 業 務 及 び 継 続 の 必 要 性 の 高 い 通 常 の 業 務 を 継 続 す る た め の 計 画 （ 以 下 「 業 務 継 続 計 画 」 と い う 。 ） を 作 成 す る も の と す る 。

２ 県 は 、 全 て の 市 町 村 に お い て 行 政 機 能 の 低 下 を 最 小 限 度 に と ど め る た め の 業 務 継 続 計 画 が 作 成 さ れ る よ う 、 情 報 の 提 供 、 技 術 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 支 援

に 努 め る も の と す る 。

（ 自 主 防 災 組 織 の 結 成 の 促 進 に 対 す る 支 援 等 ）

第 三 十 五 条 県 は 、 市 町 村 が 行 う 自 主 防 災 組 織 の 結 成 の 促 進 並 び に 防 災 研 修 及 び 防 災 訓 練 を 行 う 自 主 防 災 組 織 に 対 す る 支 援 に つ い て 、 情 報 の 提 供 、 技 術 的 な 助

言 そ の 他 の 必 要 な 支 援 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 地 域 の 震 災 対 策 に お い て 重 要 な 役 割 を 担 う 消 防 団 等 の 組 織 の 充 実 及 び 機 能 の 強 化 に 努 め る 市 町 村 に 対 し 、 積 極 的 に 協 力 す る も の と す る 。

３ 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 自 主 防 災 組 織 が 実 施 す る 震 災 対 策 に お い て 指 導 的 な 役 割 を 担 う 者 の 育 成 及 び 確 保 を 図 る も の と す る 。

４ 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 自 主 防 災 組 織 相 互 の 広 域 的 な 連 携 の 促 進 に 努 め る も の と す る 。

（ 避 難 計 画 の 作 成 に つ い て の 支 援 等 ）

第 三 十 六 条 県 は 、 市 町 村 が 自 主 防 災 組 織 及 び 要 援 護 者 関 連 施 設 と 連 携 し て 行 う 避 難 場 所 、 避 難 経 路 、 避 難 方 法 そ の 他 の 避 難 の た め に 必 要 な 事 項 を 定 め た 避 難

計 画 の 作 成 に つ い て 、 情 報 の 提 供 、 技 術 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 支 援 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 広 域 的 な 避 難 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う 市 町 村 を 支 援 す る も の と す る 。

（ 避 難 所 の 運 営 体 制 の 整 備 ）

第 三 十 七 条 県 は 、 市 町 村 が 避 難 所 と し て 使 用 さ れ る 建 築 物 の 所 有 者 又 は 管 理 者 及 び 自 主 防 災 組 織 と 連 携 し て 行 う 避 難 所 の 運 営 基 準 の 作 成 に つ い て 、 当 該 運 営

基 準 が プ ラ イ バ シ ー の 確 保 を は じ め と す る 避 難 者 の 生 活 の 質 に 配 慮 し た も の と な る よ う 、 情 報 の 提 供 、 技 術 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 支 援 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 避 難 所 の 効 果 的 か つ 効 率 的 な 運 営 を 図 る た め 、 避 難 所 の 運 営 に 関 す る 連 絡 調 整 を 行 う 者 の 育 成 及 び 確 保 を 図 る も

の と す る 。

（ 応 急 仮 設 住 宅 の 確 保 ）
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第 三 十 八 条 県 は 、 応 急 仮 設 住 宅 の 確 保 に つ い て 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 地 域 の 特 性 及 び 実 情 等 を 踏 ま え た 対 策 に つ い て 検 討 を 行 う と と も に 、 応

急 仮 設 住 宅 の 建 設 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う 、 そ の 標 準 的 な 仕 様 を 定 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 応 急 仮 設 住 宅 と し て 活 用 で き る 公 営 住 宅 、 民 間 賃 貸 住 宅 等 の 把 握 に 努 め る も の と す る 。

３ 県 は 、 応 急 仮 設 住 宅 の 確 保 に 係 る 関 係 団 体 と の 協 定 の 締 結 に 努 め る も の と す る 。

４ 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 応 急 仮 設 住 宅 の 建 設 の 候 補 地 を 選 定 す る も の と す る 。

（ 震 災 時 要 援 護 者 の 支 援 体 制 の 整 備 等 に 対 す る 支 援 ）

第 三 十 九 条 県 は 、 市 町 村 が 行 う 震 災 時 要 援 護 者 に 関 す る 情 報 の 把 握 及 び 自 主 防 災 組 織 等 と 連 携 し た 支 援 体 制 の 整 備 に つ い て 、 情 報 の 提 供 、 技 術 的 な 助 言 そ の

他 の 必 要 な 支 援 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 市 町 村 が 行 う 福 祉 避 難 所 （ 避 難 所 で あ っ て 、 震 災 時 要 援 護 者 の う ち 避 難 所 で の 生 活 に お い て 特 別 な 配 慮 が 必 要 な 者 を 受 け 入 れ る た め に 必 要 な 設 備 等

を 有 す る も の を い う 。 ） の 指 定 に つ い て 、 情 報 の 提 供 、 技 術 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 支 援 に 努 め る も の と す る 。

（ 医 療 救 護 体 制 の 整 備 等 ）

第 四 十 条 県 は 、 震 災 に よ る 重 篤 な 救 急 患 者 の 救 命 医 療 の 拠 点 と な る 医 療 機 関 並 び に 当 該 医 療 機 関 を 支 援 し 、 及 び 補 完 す る 役 割 を 担 う 医 療 機 関 を 指 定 す る と と

も に 、 本 県 に お け る 医 療 機 能 の 充 実 及 び 強 化 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 震 災 の 発 生 後 直 ち に 救 命 活 動 が 開 始 で き る 機 動 性 を 持 っ た 医 療 チ ー ム 及 び 被 災 地 の 医 療 体 制 の 支 援 を 行 う 医 療 救 護 班 を 派 遣 す る 医 療 機 関 等 の 指 定 等

の 広 域 的 な 医 療 救 護 体 制 を 整 備 す る も の と す る 。

３ 県 は 、 計 画 的 な 医 薬 品 の 備 蓄 及 び 関 係 事 業 者 と の 協 定 の 締 結 に よ り 、 震 災 発 生 時 等 に 必 要 と な る 医 薬 品 の 調 達 体 制 を 整 備 す る も の と す る 。

４ 県 は 、 市 町 村 が 行 う 震 災 発 生 時 等 に お け る 医 療 救 護 体 制 の 整 備 に つ い て 、 情 報 の 提 供 、 技 術 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 支 援 に 努 め る も の と す る 。

（ 物 資 等 の 調 達 体 制 の 整 備 ）

第 四 十 一 条 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 物 資 、 燃 料 及 び 資 機 材 （ 以 下 「 物 資 等 」 と い う 。 ） の 計 画 的 な 備 蓄 、 整 備 及 び 点 検 並 び に 関 係 事 業 者 と の 協 定 の 締 結 に

よ り 、 震 災 発 生 時 等 に 必 要 と な る 物 資 等 の 調 達 体 制 を 整 備 す る も の と す る 。

（ 救 援 物 資 の 輸 送 体 制 の 整 備 等 ）

第 四 十 二 条 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 震 災 発 生 時 等 に お い て 、 救 援 物 資 を 迅 速 か つ 的 確 に 避 難 所 等 に 輸 送 で き る 体 制 を 整 備 す る も の と す る 。

２ 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 救 援 物 資 の 受 入 れ 及 び 配 分 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る よ う 連 絡 調 整 を 行 う 者 の 育 成 及 び 確 保 を 図 る も の と す る 。

（ 他 の 都 道 府 県 等 と の 協 定 の 締 結 ）

第 四 十 三 条 県 は 、 震 災 発 生 時 等 に お い て 、 被 災 者 の 救 援 及 び 救 護 を は じ め と す る 応 急 対 策 に 必 要 な 支 援 等 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う 、 他 の 都 道 府 県 等 と の 広 域 的
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な 連 携 に 関 す る 協 定 の 締 結 に 努 め る も の と す る 。

（ 公 衆 衛 生 の 確 保 の た め の 体 制 の 整 備 ）

第 四 十 四 条 県 は 、 市 町 村 、 医 療 機 関 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 震 災 が 発 生 し た 場 合 に お け る 感 染 症 の 発 生 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 、 県 民 の 心 身 の 健 康 管 理

そ の 他 の 公 衆 衛 生 の 確 保 の た め の 体 制 を 整 備 す る も の と す る 。

（ 防 火 及 び 防 犯 の 体 制 の 強 化 ）

第 四 十 五 条 県 は 、 市 町 村 、 自 主 防 災 組 織 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 震 災 発 生 時 等 に お け る 火 災 及 び 犯 罪 の 防 止 の た め 、 防 火 及 び 防 犯 に 関 す る 意 識 の 啓 発 を

行 う と と も に 、 消 火 器 の 普 及 、 防 犯 灯 の 設 置 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 実 施 し 、 防 火 及 び 防 犯 の 体 制 の 強 化 に 努 め る も の と す る 。

（ 緊 急 輸 送 体 制 の 整 備 ）

第 四 十 六 条 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 負 傷 者 の 搬 送 並 び に 応 急 対 策 に 必 要 な 人 員 及 び 物 資 等 の 輸 送 （ 以 下 「 緊 急 輸 送 」 と い う 。 ） の 体 制 を 整

備 す る も の と す る 。

２ 県 は 、 そ の 管 理 す る 緊 急 輸 送 路 （ 緊 急 輸 送 の た め に 必 要 と な る 道 路 、 港 湾 、 漁 港 及 び 飛 行 場 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 整 備 並 び に 緊 急 輸 送 の た め に 必 要 と な

る 物 資 等 の 集 積 を 行 う 場 所 及 び ヘ リ ポ ー ト の 確 保 等 に 努 め る も の と す る 。

３ 県 は 、 緊 急 輸 送 を 確 保 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 緊 急 輸 送 路 を 管 理 す る 者 に 対 し 、 当 該 緊 急 輸 送 路 の 整 備 を 求 め る も の と す る 。

４ 県 は 、 緊 急 輸 送 を 確 保 す る た め 、 耐 震 性 を 強 化 し た 岸 壁 等 の 整 備 の 促 進 に 努 め る も の と す る 。

（ 孤 立 地 区 対 策 に 対 す る 支 援 ）

第 四 十 七 条 県 は 、 市 町 村 が 孤 立 地 区 （ 震 災 が 発 生 し た 場 合 に 、 外 部 と の 交 通 が 途 絶 し 、 人 の 移 動 及 び 物 資 の 輸 送 が 困 難 又 は 不 可 能 と な る 地 区 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） に お け る 通 信 の 途 絶 に 備 え る た め 行 う 情 報 の 収 集 及 び 伝 達 の 手 段 の 確 保 に つ い て 、 情 報 の 提 供 、 技 術 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 支 援 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 市 町 村 が 行 う 地 域 の 特 性 に 応 じ た 孤 立 地 区 の 発 生 に 備 え た 対 策 に つ い て 、 情 報 の 提 供 、 技 術 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 支 援 に 努 め る も の と す る 。

（ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 環 境 整 備 等 ）

第 四 十 八 条 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 震 災 が 発 生 し た 場 合 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が 安 全 か つ 円 滑 に 実 施 さ れ る よ う 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 受 入

体 制 の 整 備 、 物 資 及 び 資 機 材 の 提 供 そ の 他 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 環 境 を 整 備 す る も の と す る 。

２ 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の 県 民 の 積 極 的 な 参 加 を 促 す た め 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の 理 解 を 深 め る 啓 発 の 実 施 及 び ボ ラ

ン テ ィ ア 活 動 を 行 う た め に 必 要 な 知 識 の 普 及 を 図 る も の と す る 。

３ 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 円 滑 に 実 施 す る た め の 連 絡 調 整 を 行 う 者 の 育 成 及 び 確 保 を 図 る も の と す る 。

（ 震 災 対 策 の 拠 点 と な る 建 築 物 の 安 全 性 の 確 保 等 ）
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第 四 十 九 条 県 は 、 そ の 管 理 す る 震 災 対 策 の 拠 点 と な る 建 築 物 並 び に 情 報 の 収 集 及 び 伝 達 、 医 療 救 護 等 に 関 す る 震 災 対 策 上 重 要 な 設 備 に つ い て 、 地 震 及 び 津 波

に 対 す る 安 全 性 を 確 保 す る た め 、 計 画 的 な 耐 震 性 の 向 上 、 浸 水 を 防 止 す る た め の 対 策 等 に 努 め る と と も に 、 当 該 建 築 物 が 被 害 を 受 け た 場 合 に 備 え る た め 、 そ

の 機 能 を 代 替 す る 建 築 物 の 選 定 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 そ の 管 理 す る 建 築 物 内 に お い て 来 庁 者 等 の 安 全 を 確 保 す る た め の 対 策 に 努 め る も の と す る 。

（ 建 築 物 等 へ の 避 難 機 能 の 付 与 等 ）

第 五 十 条 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 各 地 域 に お い て 想 定 さ れ る 被 害 の 状 況 に 基 づ き 、 県 の 管 理 す る 建 築 物 等 へ の 避 難 上 必 要 な 機 能 の 付 与 、 避 難 路 及 び 避 難 施

設 の 整 備 そ の 他 の 地 域 住 民 等 の 安 全 を 確 保 す る た め の 対 策 に 努 め る も の と す る 。

（ 公 共 土 木 施 設 の 整 備 等 に よ る 被 害 の 軽 減 対 策 ）

第 五 十 一 条 県 は 、 そ の 管 理 す る 河 川 、 海 岸 、 砂 防 設 備 、 道 路 、 港 湾 、 漁 港 、 公 園 等 の 公 共 土 木 施 設 に つ い て 、 震 災 対 策 の 観 点 か ら 、 計 画 的 な 整 備 及 び 適 正 な

維 持 管 理 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 地 震 に よ る 地 盤 沈 下 等 に よ る 長 期 間 に わ た る 浸 水 に 対 応 す る た め 、 早 期 の 排 水 を 可 能 に す る た め の 体 制 の 確 保 及 び 設 備 の 整 備 に 努 め る も の と す る 。

３ 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 津 波 に よ る 被 害 の 発 生 が 予 想 さ れ る 地 域 に お い て 、 放 置 さ れ た 船 舶 等 に よ り 当 該 被 害 を 拡 大 さ せ な い た め 、 当 該 船 舶 等 の 除 却 等

の 対 策 の 実 施 に 努 め る も の と す る 。

（ 津 波 防 災 地 域 づ く り の 推 進 ）

第 五 十 二 条 県 は 、 市 町 村 が 行 う 津 波 防 災 地 域 づ く り に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 三 年 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 「 津 波 防 災 法 」 と い う 。 ） 第 一 条 に 規 定 す る 津 波 防

災 地 域 づ く り を 支 援 す る た め 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 津 波 防 災 法 第 五 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 津 波 災 害 警 戒 区 域 及 び 津 波 防 災 法 第 七 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 津

波 災 害 特 別 警 戒 区 域 （ 以 下 「 津 波 災 害 特 別 警 戒 区 域 」 と い う 。 ） を 速 や か に 指 定 す る と と も に 、 そ の 効 果 を 検 証 し 、 必 要 に 応 じ て 指 定 の 変 更 等 を 行 う も の と

す る 。

２ 県 は 、 市 町 村 に よ る 津 波 防 災 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 推 進 計 画 （ 以 下 「 推 進 計 画 」 と い う 。 ） の 作 成 及 び 津 波 防 災 法 第 七 十 三 条 第 二 項 第 二 号 に 規 定 す る

条 例 の 制 定 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う 、 こ れ ら に 係 る 指 針 を 作 成 す る と と も に 、 情 報 の 提 供 、 技 術 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 支 援 に 努 め る も の と す る 。

３ 県 は 、 市 町 村 が 推 進 計 画 に 基 づ き 建 築 物 等 の 移 転 が 可 能 な 地 域 を 定 め る 場 合 に は 、 当 該 地 域 へ の 移 転 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う 、 土 地 の 利 用 に 関 す る 規 制 の 緩

和 等 に つ い て 配 慮 す る も の と す る 。

４ 県 は 、 津 波 災 害 特 別 警 戒 区 域 に 建 築 物 を 所 有 す る 者 が 、 当 該 建 築 物 を 津 波 災 害 特 別 警 戒 区 域 以 外 の 区 域 に 移 転 す る 場 合 に は 、 当 該 区 域 へ の 移 転 が 円 滑 に 行

わ れ る よ う 、 土 地 の 利 用 に 関 す る 規 制 の 緩 和 等 に つ い て 配 慮 す る も の と す る 。

（ 建 築 物 等 の 耐 震 診 断 等 の 促 進 ）
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第 五 十 三 条 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 建 築 物 及 び 家 具 等 の 地 震 に よ る 倒 壊 等 か ら 県 民 の 安 全 並 び に 津 波 等 か ら の 安 全 な 避 難 及 び 円 滑 な 救 援 に 必 要 な 経 路 を 確

保 す る た め 、 当 該 建 築 物 の 耐 震 診 断 及 び 耐 震 改 修 並 び に 当 該 家 具 等 の 転 倒 を 防 止 す る た め の 対 策 等 の 促 進 に 努 め る も の と す る 。

（ 事 業 活 動 を 継 続 す る た め の 計 画 の 作 成 の 促 進 等 ）

第 五 十 四 条 県 は 、 事 業 者 に よ る 事 業 活 動 を 継 続 す る た め の 計 画 の 作 成 の 促 進 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 津 波 に よ る 海 水 の 浸 入 の た め に 農 用 地 （ 土 地 改 良 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 百 九 十 五 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 農 用 地 を い う 。 ） が 受 け た 塩 害 を 除

去 す る た め の 対 策 等 を 検 討 し 、 農 業 生 産 活 動 を 早 期 に 復 旧 さ せ る た め の 計 画 を 作 成 す る も の と す る 。

第 六 節 特 定 活 断 層 調 査 区 域 に お け る 土 地 利 用 の 適 正 化 等

（ 特 定 活 断 層 調 査 区 域 の 指 定 等 ）

第 五 十 五 条 知 事 は 、 特 定 活 断 層 （ 地 震 防 災 対 策 特 別 措 置 法 （ 平 成 七 年 法 律 第 百 十 一 号 ） 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 地 震 調 査 委 員 会 に お い て 長 期 評 価 が 行 わ れ て

い る 中 央 構 造 線 断 層 帯 の う ち 讃 岐 山 脈 南 縁 に 係 る 部 分 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 変 位 に よ る 被 害 を 防 止 す る た め 、 特 定 活 断 層 の 位 置 に 関 す る 調 査 が 必 要 な 土 地

の 区 域 を 、 特 定 活 断 層 調 査 区 域 と し て 指 定 す る こ と が で き る 。

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 特 定 活 断 層 調 査 区 域 を 指 定 す る と き は 、 あ ら か じ め 、 関 係 す る 市 町 村 の 長 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。

３ 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 特 定 活 断 層 調 査 区 域 を 指 定 す る と き は 、 そ の 旨 及 び 指 定 の 区 域 を 徳 島 県 報 で 公 示 し な け れ ば な ら な い 。

４ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 公 示 を し た と き は 、 速 や か に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 関 係 す る 市 町 村 の 長 に 、 当 該 公 示 さ れ た 事 項 を 記 載 し た 図 書 を 送 付

し な け れ ば な ら な い 。

５ 特 定 活 断 層 調 査 区 域 の 指 定 は 、 第 三 項 の 規 定 に よ る 公 示 に よ っ て そ の 効 力 を 生 ず る 。

６ 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 特 定 活 断 層 調 査 区 域 の 指 定 の 理 由 が な く な っ た と 認 め る と き は 、 当 該 特 定 活 断 層 調 査 区 域 の 全 部 又 は 一 部 に つ い て 当 該 指 定 を

解 除 す る も の と す る 。

７ 第 二 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 特 定 活 断 層 調 査 区 域 の 指 定 の 解 除 に つ い て 準 用 す る 。

８ 県 は 、 最 新 の 活 断 層 の 位 置 に 関 す る 情 報 の 把 握 に 努 め る と と も に 、 把 握 し た 当 該 情 報 を 公 表 す る も の と す る 。

（ 特 定 活 断 層 調 査 区 域 に お け る 土 地 利 用 の 適 正 化 等 ）

第 五 十 六 条 特 定 活 断 層 調 査 区 域 に お い て 次 に 掲 げ る 建 築 物 又 は 施 設 （ 以 下 「 特 定 施 設 」 と い う 。 ） の 新 築 、 改 築 又 は 移 転 （ 以 下 「 新 築 等 」 と い う 。 ） を し よ う

と す る 者 は 、 特 定 活 断 層 の 直 上 へ の 当 該 特 定 施 設 の 新 築 等 を 避 け な け れ ば な ら な い 。

一 学 校 、 病 院 そ の 他 の 多 数 の 者 が 利 用 す る 建 築 物 で あ っ て 規 則 で 定 め る も の

二 火 薬 類 、 石 油 類 そ の 他 の 危 険 物 で あ っ て 規 則 で 定 め る も の を 貯 蔵 す る 施 設
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２ 特 定 活 断 層 調 査 区 域 に お い て 特 定 施 設 の 新 築 等 を し よ う と す る 者 は 、 当 該 新 築 等 に 係 る 工 事 （ 開 発 行 為 （ 都 市 計 画 法 （ 昭 和 四 十 三 年 法 律 第 百 号 ） 第 四 条 第

十 二 項 に 規 定 す る 開 発 行 為 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 伴 う 場 合 に あ っ て は 、 当 該 開 発 行 為 ） を し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、

次 に 掲 げ る 事 項 を 知 事 に 届 け 出 て 、 知 事 と 協 議 し な け れ ば な ら な い 。

一 氏 名 又 は 名 称 及 び 住 所 並 び に 法 人 に あ っ て は そ の 代 表 者 の 氏 名

二 特 定 施 設 の 名 称 及 び 所 在 地

三 特 定 施 設 の 用 途

四 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項

３ 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 に は 、 特 定 施 設 の 位 置 図 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 書 類 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。

４ 第 二 項 の 規 定 に よ る 協 議 を し た 者 は 、 当 該 協 議 に 基 づ い て 特 定 活 断 層 に 関 す る 調 査 を 実 施 し 、 そ の 調 査 報 告 書 並 び に 特 定 活 断 層 の 位 置 図 、 特 定 施 設 の 配 置

計 画 図 及 び 規 則 で 定 め る 書 類 （ 以 下 「 調 査 報 告 書 等 」 と い う 。 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

５ 第 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 若 し く は 協 議 又 は 前 項 の 規 定 に よ る 調 査 報 告 書 等 の 提 出 （ 以 下 「 届 出 等 」 と い う 。 ） を し た 者 は 、 当 該 届 出 等 に 係 る 事 項 を 変 更 し

よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 て 、 知 事 と 協 議 し な け れ ば な ら な い 。

６ 宅 地 建 物 取 引 業 者 は 、 そ の 取 り 扱 う 宅 地 又 は 建 物 が 特 定 活 断 層 調 査 区 域 に あ る 場 合 は 、 当 該 宅 地 又 は 建 物 を 取 得 し 、 又 は 借 り よ う と し て い る 者 に 対 し て 、

そ の 売 買 、 交 換 又 は 貸 借 の 契 約 が 成 立 す る ま で の 間 に 、 当 該 宅 地 又 は 建 物 が 特 定 活 断 層 調 査 区 域 に あ る 旨 及 び 前 各 項 に 規 定 す る 内 容 を 説 明 す る よ う 努 め る も

の と す る 。

第 五 十 七 条 県 は 、 特 定 活 断 層 調 査 区 域 に お い て 建 築 物 の 新 築 等 を し よ う と す る 場 合 は 、 特 定 活 断 層 の 直 上 へ の 当 該 建 築 物 の 新 築 等 を 避 け な け れ ば な ら な い 。

２ 県 は 、 特 定 活 断 層 調 査 区 域 の 不 動 産 の 譲 渡 、 交 換 、 貸 付 等 （ 以 下 「 譲 渡 等 」 と い う 。 ） を し よ う と す る と き は 、 当 該 譲 渡 等 に 係 る 契 約 の 締 結 ま で に 当 該 不

動 産 の 譲 渡 等 の 相 手 方 に 対 し て 、 当 該 不 動 産 が 特 定 活 断 層 調 査 区 域 に あ る 旨 及 び 前 条 第 一 項 か ら 第 五 項 ま で に 規 定 す る 内 容 を 説 明 し な け れ ば な ら な い 。

３ 県 は 、 特 定 活 断 層 調 査 区 域 に 建 築 物 を 所 有 す る 者 が 、 当 該 建 築 物 を 特 定 活 断 層 調 査 区 域 以 外 の 区 域 に 移 転 す る 場 合 に は 、 当 該 区 域 へ の 移 転 が 円 滑 に 行 わ れ

る よ う 、 土 地 の 利 用 に 関 す る 規 制 の 緩 和 等 に つ い て 配 慮 す る も の と す る 。

（ 工 事 又 は 開 発 行 為 の 着 手 又 は 完 了 の 届 出 ）

第 五 十 八 条 第 五 十 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 協 議 を し た 者 は 、 当 該 協 議 に 係 る 新 築 等 の 工 事 若 し く は 開 発 行 為 に 着 手 し 、 又 は こ れ ら を 完 了 し た と き は 、 遅 滞 な

く 、 そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

（ 報 告 の 徴 収 及 び 立 入 調 査 ）

第 五 十 九 条 知 事 は 、 第 五 十 六 条 、 前 条 、 次 条 及 び 第 六 十 一 条 の 規 定 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 特 定 施 設 の 新 築 等 を す る 者 に 対 し 、 報 告 若 し く は 資 料 の 提
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出 を 求 め 、 又 は そ の 職 員 に 、 当 該 特 定 施 設 若 し く は 当 該 特 定 施 設 に 係 る 新 築 等 の 工 事 若 し く は 開 発 行 為 が 行 わ れ て い る 場 所 に 立 ち 入 り 、 当 該 特 定 施 設 に 係 る

新 築 等 の 工 事 若 し く は 開 発 行 為 の 状 況 若 し く は 書 類 そ の 他 の 物 件 を 調 査 さ せ 、 若 し く は 関 係 者 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 立 入 調 査 を す る 職 員 は 、 そ の 身 分 を 示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係 人 に 提 示 し な け れ ば な ら な い 。

３ 第 一 項 の 規 定 に よ る 権 限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も の と 解 釈 し て は な ら な い 。

（ 勧 告 ）

第 六 十 条 知 事 は 、 第 五 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 特 定 活 断 層 の 直 上 へ の 特 定 施 設 の 新 築 等 の 回 避 を し な か っ た 者 、 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 又 は 協 議 を し

な か っ た 者 、 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 調 査 報 告 書 等 の 提 出 を し な か っ た 者 及 び 同 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 届 出 又 は 協 議 を し な か っ た 者 に 対 し 、 必 要 な 措 置 を と

る べ き こ と を 勧 告 す る こ と が で き る 。

２ 知 事 は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 若 し く は 資 料 の 提 出 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 報 告 若 し く は 資 料 の 提 出 を し 、 又 は 同 項 の 規 定 に よ る 立 入 調 査 を 拒 み 、

妨 げ 、 若 し く は 忌 避 し 、 若 し く は 質 問 に 対 し て 陳 述 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 陳 述 を し た 者 に 対 し 、 必 要 な 措 置 を と る べ き こ と を 勧 告 す る こ と が で き る 。

（ 公 表 ）

第 六 十 一 条 知 事 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 者 が 正 当 な 理 由 が な く 当 該 勧 告 に 従 わ な い 場 合 は 、 そ の 旨 、 当 該 勧 告 の 内 容 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 を 公

表 す る こ と が で き る 。

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 を し よ う と す る 場 合 は 、 あ ら か じ め 当 該 公 表 の 対 象 と な る 者 に 対 し 、 証 拠 を 提 出 し 、 及 び 意 見 を 述 べ る 機 会 を 与 え な け れ ば

な ら な い 。

第 三 章 応 急 対 策

第 一 節 県 民 に よ る 応 急 対 策

（ 避 難 等 ）

第 六 十 二 条 県 民 は 、 地 震 の 揺 れ を 感 知 し た と き は 、 震 災 に 関 す る 情 報 に 留 意 し 、 自 主 的 な 避 難 に 努 め る と と も に 、 津 波 、 崖 崩 れ 等 の 発 生 が 予 測 さ れ る 場 合 に

は 、 自 ら の 安 全 を 確 保 す る た め 、 直 ち に 安 全 な 場 所 に 避 難 す る も の と す る 。

２ 県 民 は 、 避 難 の 勧 告 又 は 指 示 が 行 わ れ た 場 合 に は 、 円 滑 に 避 難 す る と と も に 、 当 該 勧 告 又 は 指 示 が 解 除 さ れ る ま で の 間 は 、 避 難 を 継 続 す る も の と す る 。

３ 避 難 所 を 利 用 す る 者 は 、 第 三 十 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 運 営 基 準 を 遵 守 し 、 互 い に 協 力 し て 共 同 生 活 を 営 む よ う 努 め る も の と す る 。

（ 緊 急 通 行 車 両 等 の 通 行 の 確 保 ）

第 六 十 三 条 県 民 は 、 災 対 法 又 は 道 路 交 通 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 五 号 ） に 基 づ き 公 安 委 員 会 又 は 警 察 官 が 行 う 車 両 の 通 行 規 制 そ の 他 の 交 通 規 制 を 遵 守 す る

と と も に 、 当 該 交 通 規 制 が 行 わ れ て い な い 道 路 に お い て も 、 車 両 の 使 用 を 自 粛 す る こ と に よ り 、 災 対 法 第 七 十 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 緊 急 通 行 車 両 （ 以 下 「 緊
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急 通 行 車 両 」 と い う 。 ） 及 び 震 災 時 要 援 護 者 等 の 避 難 の た め の 車 両 の 通 行 の 確 保 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 危 険 建 築 物 等 か ら の 避 難 等 ）

第 六 十 四 条 県 民 は 、 地 震 に よ り 倒 壊 等 、 火 災 又 は 附 属 物 の 落 下 の お そ れ が 生 じ た 建 築 物 そ の 他 の 工 作 物 （ 以 下 「 危 険 建 築 物 等 」 と い う 。 ） に よ る 被 害 の 発 生

又 は 拡 大 を 防 ぐ た め 、 速 や か に 危 険 建 築 物 等 か ら 避 難 す る も の と す る 。

２ 危 険 建 築 物 等 の 所 有 者 又 は 管 理 者 は 、 当 該 危 険 建 築 物 等 が 危 険 で あ る 旨 の 表 示 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。

３ 建 築 物 の 所 有 者 又 は 管 理 者 は 、 市 町 村 が 実 施 す る 被 災 建 築 物 応 急 危 険 度 判 定 （ 地 震 に よ り 被 害 を 受 け た 建 築 物 に つ い て 、 余 震 等 に よ る 倒 壊 等 の 危 険 性 及 び

建 築 物 の 一 部 等 の 落 下 又 は 転 倒 の 危 険 性 を 判 定 す る こ と を い う 。 ） に 協 力 す る も の と す る 。

第 二 節 自 主 防 災 組 織 に よ る 応 急 対 策

第 六 十 五 条 自 主 防 災 組 織 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 率 先 避 難 、 地 域 住 民 の 安 否 に 関 す る 情 報 の 収 集 及 び 伝 達 、 地 域 住 民 及 び 震 災 時 要 援 護 者 の 避

難 に つ い て の 支 援 、 初 期 消 火 、 負 傷 者 の 救 出 及 び 救 護 、 避 難 所 の 運 営 そ の 他 の 地 域 に お け る 応 急 対 策 を 実 施 す る よ う 努 め る も の と す る 。

第 三 節 学 校 等 に よ る 応 急 対 策

（ 生 徒 等 の 安 全 の 確 保 ）

第 六 十 六 条 学 校 等 の 設 置 者 等 は 、 震 災 発 生 時 等 に お い て 、 幼 児 、 児 童 、 生 徒 等 の 安 全 の 確 保 に 努 め る も の と す る 。

（ 避 難 所 の 運 営 に つ い て の 支 援 ）

第 六 十 七 条 学 校 等 の 設 置 者 等 は 、 そ の 所 有 し 、 又 は 管 理 す る 学 校 等 の 施 設 が 避 難 所 と し て 使 用 さ れ る 場 合 に は 、 市 町 村 、 自 主 防 災 組 織 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携

し て 、 当 該 避 難 所 の 円 滑 な 運 営 に つ い て 必 要 な 支 援 に 努 め る も の と す る 。

（ 学 校 等 に お け る 教 育 活 動 等 の 再 開 準 備 ）

第 六 十 八 条 学 校 等 の 設 置 者 等 は 、 避 難 者 及 び 地 域 住 民 の 十 分 な 理 解 及 び 協 力 の 下 、 学 校 等 に お け る 教 育 活 動 等 の 再 開 に 向 け た 準 備 に 努 め る も の と す る 。

第 四 節 事 業 者 に よ る 応 急 対 策

（ 来 所 者 等 の 安 全 の 確 保 ）

第 六 十 九 条 事 業 者 は 、 震 災 発 生 時 等 に お い て 、 来 所 者 及 び 従 業 員 の 安 全 を 確 保 す る よ う 努 め る と と も に 、 地 域 住 民 の 安 全 を 確 保 す る た め 、 自 主 防 災 組 織 そ の

他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 避 難 及 び 震 災 に 関 す る 情 報 の 収 集 及 び 提 供 、 初 期 消 火 、 率 先 避 難 、 地 域 住 民 の 避 難 誘 導 及 び 救 助 そ の 他 の 応 急 対 策 を 実 施 す る よ う 努

め る も の と す る 。

（ 帰 宅 困 難 者 等 へ の 支 援 ）

第 七 十 条 事 業 者 は 、 事 業 所 の 周 辺 地 域 に お い て 帰 宅 困 難 者 等 が 発 生 し て い る と き は 、 当 該 帰 宅 困 難 者 等 に 対 し て 、 避 難 及 び 震 災 に 関 す る 情 報 、 連 絡 手 段 及 び
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一 時 的 な 避 難 場 所 の 提 供 そ の 他 の 必 要 な 支 援 に 努 め る も の と す る 。

（ 二 次 的 な 被 害 の 防 止 ）

第 七 十 一 条 危 険 物 等 （ 消 防 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 八 十 六 号 ） 第 二 条 第 七 号 に 規 定 す る 危 険 物 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 四 号 ） 第 二 条 に

規 定 す る 高 圧 ガ ス 、 火 薬 類 取 締 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 四 十 九 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 火 薬 類 、 毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 三 百 三 号 ）

第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 毒 物 及 び 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 劇 物 並 び に 原 子 力 基 本 法 （ 昭 和 三 十 年 法 律 第 百 八 十 六 号 ） 第 三 条 第 二 号 に 規 定 す る 核 燃 料 物 質 、 同 条

第 三 号 に 規 定 す る 核 原 料 物 質 及 び 同 条 第 五 号 に 規 定 す る 放 射 線 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 取 り 扱 う 事 業 者 は 、 震 災 発 生 時 等 に お い て 、 爆 発 等 の 二 次 的 な 被 害 を

防 止 す る た め 、 危 険 物 等 を 取 り 扱 う 施 設 の 点 検 及 び 応 急 措 置 を 行 い 、 そ の 安 全 の 確 保 に 努 め る と と も に 、 爆 発 等 の お そ れ が あ る 場 合 に は 、 速 や か に 関 係 者 及

び 周 辺 住 民 へ の 連 絡 、 立 入 制 限 等 の 対 策 を 講 ず る も の と す る 。

第 五 節 県 に よ る 応 急 対 策 及 び 市 町 村 等 と の 連 携

（ 応 急 対 策 の た め の 体 制 の 確 立 等 ）

第 七 十 二 条 県 は 、 迅 速 か つ 的 確 に 避 難 、 救 助 、 医 療 等 の 応 急 対 策 が 講 じ ら れ る よ う 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 必 要 な 体 制 を 速 や か に 確 立 す る も の

と す る 。

２ 県 は 、 地 震 又 は 津 波 に よ り 庁 舎 等 が 被 害 を 受 け た 場 合 等 に お い て 、 行 政 機 能 の 低 下 を 最 小 限 度 に と ど め る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 情 報 伝 達 体 制 の 確 立 等 ）

第 七 十 三 条 県 は 、 震 災 及 び 震 災 対 策 に 関 す る 情 報 を 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 相 互 に 伝 達 す る た め に 必 要 な 体 制 を 速 や か に 確 立 す る も の と す る 。

２ 県 は 、 収 集 し た 震 災 及 び 震 災 対 策 に 関 す る 情 報 を 総 合 的 に 分 析 し た 上 で 、 県 民 等 へ の 周 知 を 図 る た め 、 市 町 村 、 報 道 機 関 そ の 他 の 関 係 者 に 必 要 な 情 報 を 速

や か に 提 供 す る も の と す る 。

（ 緊 急 輸 送 の 確 保 等 ）

第 七 十 四 条 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 応 急 対 策 に 必 要 な 緊 急 輸 送 を 確 保 す る も の と す る 。

２ 県 は 、 応 急 対 策 が 的 確 に 実 施 さ れ る よ う 緊 急 通 行 車 両 の 円 滑 な 通 行 を 確 保 す る た め 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 必 要 な 調 整 を 図 る も の と す る 。

（ 応 急 対 策 の 実 施 に 係 る 応 援 等 ）

第 七 十 五 条 県 は 、 災 対 法 第 六 十 八 条 の 規 定 に 基 づ く 市 町 村 長 等 か ら の 応 援 の 要 求 等 に 対 し て 、 あ ら ゆ る 手 段 を 検 討 し 、 速 や か に そ の 求 め に 応 ず る も の と す る 。

（ 自 主 防 災 組 織 等 へ の 支 援 体 制 の 確 立 ）

第 七 十 六 条 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 自 主 防 災 組 織 及 び ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 震 災 対 策 が 円 滑 に 実 施 さ れ る よ う 支 援 す る た め に 必 要 な 体 制 を 確

立 す る も の と す る 。

初校
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（ 心 の ケ ア の 体 制 の 確 立 ）

第 七 十 七 条 県 は 、 市 町 村 、 医 療 機 関 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 被 災 者 並 び に 被 災 者 の 捜 索 及 び 救 助 の 活 動 を 行 う 者 の 心 の ケ ア （ 被 災 し た こ と 又 は 被 災 者 の

捜 索 及 び 救 助 の 活 動 に 従 事 し た こ と に よ り 精 神 的 健 康 が 損 な わ れ た 状 態 か ら の 回 復 及 び 当 該 状 態 の 予 防 を い う 。 ） を 行 う た め 、 相 談 窓 口 を 設 置 す る 等 の 必 要

な 体 制 を 確 立 す る も の と す る 。

第 四 章 復 旧 及 び 復 興 対 策

第 一 節 県 民 に よ る 復 旧 及 び 復 興 対 策

第 七 十 八 条 県 民 は 、 自 ら が 震 災 か ら の 復 旧 及 び 復 興 の 主 体 で あ る こ と を 認 識 し 、 自 主 防 災 組 織 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 学 校 等 、 事 業 者 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者

と 連 携 し て 、 自 ら の 生 活 を 再 建 す る と と も に 、 地 域 社 会 の 再 生 に 努 め る も の と す る 。

第 二 節 自 主 防 災 組 織 に よ る 復 旧 及 び 復 興 対 策

第 七 十 九 条 自 主 防 災 組 織 は 、 震 災 か ら の 復 旧 及 び 復 興 に 際 し て 、 地 域 社 会 の 再 生 に 貢 献 す る よ う 努 め る と と も に 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 が 実 施 す る 当 該

復 旧 及 び 復 興 に 関 す る 対 策 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

第 三 節 学 校 等 に よ る 復 旧 及 び 復 興 対 策

第 八 十 条 学 校 等 の 設 置 者 等 は 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 学 校 等 の 機 能 の 早 期 回 復 を 図 り 、 学 校 等 に お け る 教 育 活 動 等 の 再 開 に 努 め る も の と す

る 。

第 四 節 事 業 者 に よ る 復 旧 及 び 復 興 対 策

（ ラ イ フ ラ イ ン 関 連 施 設 等 の 復 旧 ）

第 八 十 一 条 ラ イ フ ラ イ ン 関 連 施 設 等 の 設 置 者 又 は 管 理 者 は 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 速 や か に 当 該 ラ イ フ ラ イ ン 関 連 施 設 等 の 復 旧 対 策 を 実 施

す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 雇 用 の 場 の 確 保 等 ）

第 八 十 二 条 事 業 者 は 、 震 災 か ら の 復 旧 及 び 復 興 に 際 し て 、 事 業 活 動 の 継 続 又 は 再 開 に よ り 雇 用 の 場 を 確 保 す る よ う 努 め る と と も に 、 県 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係

者 と 連 携 し て 、 地 域 経 済 の 復 旧 及 び 復 興 に 貢 献 す る よ う 努 め る も の と す る 。

第 五 節 県 に よ る 復 旧 及 び 復 興 対 策 並 び に 市 町 村 等 と の 連 携

第 八 十 三 条 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 県 民 及 び 事 業 者 等 の 参 画 を 図 り な が ら 、 震 災 か ら の 復 旧 及 び 復 興 を 計 画 的 か つ 円 滑 に 推 進 す る た め 、 当 該 復 旧 及 び 復 興

に 関 す る 計 画 を 早 期 に 作 成 す る も の と す る 。

２ 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 者 と 連 携 し て 、 前 項 の 復 旧 及 び 復 興 に 関 す る 計 画 の 円 滑 な 実 施 に 努 め る も の と す る 。
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附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 章 第 六 節 の 規 定 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

南 海 ト ラ フ を 震 源 と す る 巨 大 地 震 、 中 央 構 造 線 活 断 層 帯 を 震 源 と す る 直 下 型 地 震 等 に よ る 震 災 か ら 、 県 民 の 生 命 、 身 体 及 び 財 産 を 保 護 す る た め 、 震 災 対 策 に

関 し 、 基 本 理 念 を 定 め 、 県 民 、 自 主 防 災 組 織 、 学 校 等 及 び 事 業 者 の 役 割 並 び に 県 の 責 務 を 明 ら か に し 、 関 係 者 相 互 の 緊 密 な 連 携 及 び 協 働 を 促 進 す る と と も に 、

よ り 実 効 性 の あ る 具 体 的 な 施 策 を 定 め る こ と に よ り 、 震 災 対 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 震 災 に 強 い 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ

の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
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公 聴 会 参 加 者 等 の 実 費 弁 償 支 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 公 聴 会 参 加 者 等 の 実 費 弁 償 支 給 条 例 （ 昭 和 二 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 第 一 項 第 一 号 中 「 第 百 条 第 一 項 」 を 「 第 百 条 第 一 項 後 段 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 第 百 九 条 第 五 項 」 の 下 に 「 （ 同 法 第 百 九 条 の 二 第 五 項 及 び 第 百 十

条 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 同 法 第 百 十 五 条 の 二 第 一 項 」 を 加 え 、 同 項 中 第 十 三 号 を 第 十 五 号 と し 、 第 十 二 号 を 第 十 四 号 と し 、 第 十 一 号 を

第 十 三 号 と し 、 同 項 第 十 号 中 「 に よ り 、 」 を 「 に よ り 」 に 、 「 求 め に よ り 」 を 「 求 め に 応 じ て 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 十 二 号 と し 、 同 項 第 九 号 を 削 り 、 同 項 第

八 号 中 「 求 め に よ り 」 を 「 求 め に 応 じ て 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 十 一 号 と し 、 同 項 中 第 七 号 を 第 十 号 と し 、 第 三 号 か ら 第 六 号 ま で を 三 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 二

号 の 次 に 次 の 三 号 を 加 え る 。

三 地 方 自 治 法 第 百 九 条 第 六 項 （ 同 法 第 百 九 条 の 二 第 五 項 及 び 第 百 十 条 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 同 法 第 百 十 五 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に よ

り 出 頭 し た 参 考 人

四 地 方 自 治 法 第 百 九 十 九 条 第 八 項 の 規 定 に よ り 監 査 委 員 の 求 め に 応 じ て 出 頭 し た 関 係 人

五 地 方 自 治 法 第 二 百 五 十 一 条 の 二 第 九 項 の 規 定 に よ り 自 治 紛 争 処 理 委 員 の 求 め に 応 じ て 出 頭 し た 当 事 者 及 び 関 係 人

第 一 条 第 二 項 中 「 前 項 第 七 号 又 は 第 十 二 号 」 を 「 前 項 第 十 号 又 は 第 十 四 号 」 に 、 「 あ た り 」 を 「 当 た り 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 第 一 項 第 八 号 」 を 「 第 一

項 第 十 一 号 」 に 、 「 若 し く は 」 を 「 又 は 」 に 改 め る 。

第 二 条 第 一 項 中 「 第 十 二 号 」 を 「 第 十 四 号 」 に 、 「 同 項 第 十 三 号 」 を 「 同 項 第 十 五 号 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 前 条 第 一 項 第 十 三 号 」 を 「 前 条 第 一 項 第 十

五 号 」 に 改 め る 。

第 二 条 公 聴 会 参 加 者 等 の 実 費 弁 償 支 給 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 号

公 聴 会 参 加 者 等 の 実 費 弁 償 支 給 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

公 聴 会 参 加 者 等 の 実 費 弁 償 支 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校
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第 一 条 第 一 項 第 一 号 中 「 第 百 条 第 一 項 後 段 」 の 下 に 「 （ 同 法 第 二 百 八 十 七 条 の 二 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 第 二 号 及 び 第 三 号 を

次 の よ う に 改 め る 。

二 地 方 自 治 法 第 百 十 五 条 の 二 第 一 項 （ 同 法 第 百 九 条 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 公 聴 会 に 参 加 し た 者

三 地 方 自 治 法 第 百 十 五 条 の 二 第 二 項 （ 同 法 第 百 九 条 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 出 頭 し た 参 考 人

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 の 規 定 は 、 地 方 自 治 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 七 十 二 号 ） 附 則 第 一 条 た だ し 書 に 規

定 す る 規 定 の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 方 自 治 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 議 会 の 会 議 に お け る 公 聴 会 に 参 加 し た 者 等 に 対 し て 実 費 弁 償 と し て 旅 費 を 支 給 す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ

の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
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徳 島 県 震 災 対 策 基 金 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 南 海 ト ラ フ を 震 源 と す る 巨 大 地 震 又 は 中 央 構 造 線 活 断 層 帯 を 震 源 と す る 直 下 型 地 震 に よ り 生 ず る 被 害 を は じ め と す る 震 災 （ 地 震 及 び 津 波 に よ り 生 ず る

被 害 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 対 す る 予 防 対 策 、 震 災 が 発 生 し た 場 合 の 応 急 対 策 並 び に 震 災 か ら の 復 旧 及 び 復 興 に 関 す る 対 策 に 係 る 事 業 に 要 す る 経 費 に 充 て る

た め 、 徳 島 県 震 災 対 策 基 金 （ 以 下 「 基 金 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。

（ 積 立 額 ）

第 二 条 基 金 と し て 積 み 立 て る 額 は 、 予 算 で 定 め る 額 と す る 。

（ 管 理 ）

第 三 条 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 確 実 か つ 有 利 な 方 法 に よ り 保 管 し な け れ ば な ら な い 。

２ 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 必 要 に 応 じ 、 確 実 か つ 有 利 な 有 価 証 券 に 代 え る こ と が で き る 。

（ 運 用 益 金 の 処 理 ）

第 四 条 基 金 の 運 用 か ら 生 ず る 収 益 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 し て 、 こ の 基 金 に 編 入 す る も の と す る 。

（ 繰 替 運 用 ）

第 五 条 知 事 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率 を 定 め て 基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え て 運 用 す る こ と が で

き る 。

（ 処 分 ）

第 六 号

徳 島 県 震 災 対 策 基 金 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 震 災 対 策 基 金 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校
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第 六 条 基 金 は 、 第 一 条 に 規 定 す る 事 業 の 財 源 に 充 て る 場 合 に 限 り 、 処 分 す る こ と が で き る 。

（ 委 任 ）

第 七 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 基 金 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

南 海 ト ラ フ を 震 源 と す る 巨 大 地 震 又 は 中 央 構 造 線 活 断 層 帯 を 震 源 と す る 直 下 型 地 震 に よ り 生 ず る 被 害 を は じ め と す る 震 災 に 対 す る 予 防 対 策 、 震 災 が 発 生 し た

場 合 の 応 急 対 策 並 び に 震 災 か ら の 復 旧 及 び 復 興 に 関 す る 対 策 に 係 る 事 業 に 要 す る 経 費 に 充 て る た め 、 徳 島 県 震 災 対 策 基 金 を 設 置 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の

条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 し 、 県 及 び 県 民 の 責 務 を 明 ら か に す る と と も に 、 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 基 本 的 な 施 策 、 薬 物 の 濫 用 を 防 止 す る

た め の 規 制 等 を 定 め る こ と に よ り 、 薬 物 の 濫 用 に よ る 危 害 か ら 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 守 り 、 も っ て 県 民 が 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る

こ と を 目 的 と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 薬 物 」 と は 、 次 に 掲 げ る 物 を い う 。

一 大 麻 取 締 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 二 十 四 号 ） 第 一 条 に 規 定 す る 大 麻

二 覚 せ
�

い
�

剤 取 締 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 五 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 覚 せ
�

い
�

剤 及 び 同 条 第 五 項 に 規 定 す る 覚 せ
�

い
�

剤 原 料

三 麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 八 年 法 律 第 十 四 号 ） 第 二 条 第 一 号 に 規 定 す る 麻 薬 、 同 条 第 四 号 に 規 定 す る 麻 薬 原 料 植 物 及 び 同 条 第 六 号 に 規 定 す る 向

精 神 薬

四 あ へ ん 法 （ 昭 和 二 十 九 年 法 律 第 七 十 一 号 ） 第 三 条 第 一 号 に 規 定 す る け し 、 同 条 第 二 号 に 規 定 す る あ へ ん 及 び 同 条 第 三 号 に 規 定 す る け し が ら

五 毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 年 政 令 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 三 十 二 条 の 二 に 規 定 す る ト ル エ ン 並 び に 酢 酸 エ チ ル 、 ト ル エ ン 又 は メ タ ノ ー ル を 含 有 す

る シ ン ナ ー （ 塗 料 の 粘 度 を 減 少 さ せ る た め に 使 用 さ れ る 有 機 溶 剤 を い う 。 ） 、 接 着 剤 、 塗 料 及 び 閉 塞 用 又 は シ ー リ ン グ 用 の 充 � 料

六 薬 事 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 四 十 五 号 ） 第 二 条 第 十 四 項 に 規 定 す る 指 定 薬 物 （ 以 下 「 大 臣 指 定 薬 物 」 と い う 。 ）

七 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 こ れ ら と 同 等 に 、 興 奮 、 幻 覚 、 陶 酔 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 作 用 を 人 の 精 神 に 及 ぼ す 物 で あ っ て 、 そ れ を 濫 用 す る こ と に よ り

第 七 号

徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校
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人 の 健 康 に 危 害 が 生 じ る と 認 め ら れ る も の

（ 県 の 責 務 ）

第 三 条 県 は 、 薬 物 の 濫 用 に よ る 危 害 か ら 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 守 る こ と を 基 本 と し て 、 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 に 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。

２ 県 は 、 前 項 の 施 策 の 実 施 に 当 た っ て は 、 薬 物 の 濫 用 に よ る 危 害 が も た ら す 全 国 的 な 影 響 に 鑑 み 、 国 、 他 の 地 方 公 共 団 体 、 薬 物 の 濫 用 の 防 止 を 目 的 と す る 団

体 等 と の 連 携 及 び 協 力 を 図 る も の と す る 。

（ 県 民 の 責 務 ）

第 四 条 県 民 は 、 薬 物 の 危 険 性 に 関 す る 知 識 及 び 理 解 を 深 め 、 薬 物 の 濫 用 を 防 止 す る と と も に 、 県 が 実 施 す る 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努

め る も の と す る 。

（ 調 査 研 究 ）

第 五 条 県 は 、 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 施 策 を 最 新 の 科 学 的 知 見 に 基 づ き 適 切 に 実 施 す る た め 、 薬 物 の 危 険 性 に 関 す る 調 査 研 究 を 行 う も の と す る 。

（ 情 報 の 提 供 等 ）

第 六 条 県 は 、 県 民 が 薬 物 に 関 す る 正 し い 知 識 に 基 づ き 行 動 す る こ と が で き る よ う 県 民 に 対 し 、 薬 物 の 危 険 性 、 薬 物 に 関 す る 相 談 窓 口 そ の 他 薬 物 の 濫 用 の 防 止

に 関 し 必 要 な 情 報 を 提 供 す る と と も に 、 啓 発 を 行 う も の と す る 。

（ 監 視 及 び 指 導 ）

第 七 条 県 は 、 薬 物 の 濫 用 に よ る 危 害 の 発 生 を 防 止 す る た め 、 薬 物 の 流 通 の 態 様 に 応 じ 、 適 切 か つ 効 果 的 な 監 視 及 び 指 導 を 実 施 す る も の と す る 。

（ 指 定 ）

第 八 条 知 事 は 、 第 二 条 第 七 号 に 掲 げ る 薬 物 の う ち 、 現 に 県 の 区 域 内 に お い て 濫 用 さ れ 、 又 は 濫 用 さ れ る お そ れ が あ る と 認 め る も の を 指 定 す る こ と が で き る 。

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 指 定 を し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 徳 島 県 薬 事 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 守

る た め 緊 急 を 要 す る 場 合 で 、 あ ら か じ め 徳 島 県 薬 事 審 議 会 の 意 見 を 聴 く い と ま が な い と き は 、 こ の 限 り で な い 。

３ 前 項 た だ し 書 の 場 合 に お い て は 、 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 を 行 っ た 後 、 速 や か に 、 そ の 旨 を 徳 島 県 薬 事 審 議 会 に 報 告 す る も の と す る 。

４ 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 は 、 同 項 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た 薬 物 （ 以 下 「 知 事 指 定 薬 物 」 と い う 。 ） の 名 称 、 指 定 の 理 由 、 指 定 の 効 力 発 生 の 日 そ の 他 必 要 な

事 項 を 公 示 す る こ と に よ っ て 行 う も の と す る 。

（ 指 定 の 失 効 ）

第 九 条 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 は 、 知 事 指 定 薬 物 が 第 二 条 第 一 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 薬 物 に 該 当 す る に 至 っ た と き は 、 そ の 効 力 を 失 う も の と す る 。

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 知 事 指 定 薬 物 の 指 定 の 効 力 が 失 わ れ た と き は 、 当 該 知 事 指 定 薬 物 の 名 称 、 効 力 が 失 わ れ た 理 由 そ の 他 必 要 な 事 項 を 公 示 す る も の
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と す る 。

３ 第 十 七 条 か ら 第 二 十 条 ま で の 規 定 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 知 事 指 定 薬 物 の 指 定 の 効 力 が 失 わ れ る 前 に し た 行 為 に つ い て も 、 適 用 す る 。

（ 指 定 の 解 除 ）

第 十 条 知 事 は 、 前 条 第 一 項 に 規 定 す る 場 合 の ほ か 、 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 の 必 要 が な く な っ た と 認 め る と き 又 は 当 該 指 定 を 継 続 す る こ と が 適 当 で な

い と 認 め る と き は 、 当 該 指 定 を 解 除 し な け れ ば な ら な い 。

２ 第 八 条 第 二 項 本 文 及 び 第 四 項 の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 指 定 の 解 除 に つ い て 準 用 す る 。

（ 製 造 等 の 禁 止 ）

第 十 一 条 何 人 も 、 次 に 掲 げ る 行 為 を し て は な ら な い 。 た だ し 、 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 及 び 第 六 号 に 掲 げ る 行 為 に つ い て は 、 正 当 な 理 由 が あ る 場 合 と し て 規 則

で 定 め る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

一 知 事 指 定 薬 物 （ 知 事 指 定 薬 物 を 含 有 す る 物 を 含 む 。 以 下 「 知 事 指 定 薬 物 等 」 と い う 。 ） を 製 造 し 、 又 は 栽 培 す る こ と 。

二 知 事 指 定 薬 物 等 を 販 売 し 、 授 与 し 、 又 は 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で 所 持 す る こ と （ 県 の 区 域 外 に お け る 販 売 又 は 授 与 の 目 的 で 所 持 す る 場 合 を 含 む 。 ） 。

三 知 事 指 定 薬 物 等 を 販 売 又 は 授 与 の 目 的 で 広 告 す る こ と 。

四 知 事 指 定 薬 物 等 を み だ り に 使 用 し 、 又 は み だ り に 使 用 す る 目 的 で 所 持 す る こ と 。

五 多 数 の 者 が 集 ま っ て 知 事 指 定 薬 物 等 を み だ り に 使 用 す る こ と を 知 っ て 、 そ の た め の 場 所 を 提 供 し 、 又 は あ っ せ ん す る こ と 。

六 大 臣 指 定 薬 物 を 販 売 又 は 授 与 の 目 的 で 所 持 す る こ と （ 県 の 区 域 外 に お け る 販 売 又 は 授 与 の 目 的 で 所 持 す る 場 合 を 含 む 。 ） （ 薬 事 法 第 七 十 六 条 の 四 の 規 定 に

違 反 し て 貯 蔵 し 、 又 は 陳 列 す る 場 合 を 除 く 。 ） 。

七 大 臣 指 定 薬 物 を み だ り に 使 用 し 、 又 は み だ り に 使 用 す る 目 的 で 所 持 す る こ と 。

八 多 数 の 者 が 集 ま っ て 大 臣 指 定 薬 物 を み だ り に 使 用 す る こ と を 知 っ て 、 そ の た め の 場 所 を 提 供 し 、 又 は あ っ せ ん す る こ と 。

（ 立 入 調 査 等 ）

第 十 二 条 知 事 は 、 こ の 条 例 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 知 事 指 定 薬 物 等 若 し く は こ れ に 該 当 す る 疑 い の あ る 物 を 製 造 し 、 栽 培 し 、 販 売 し 、 授 与 し 、 販 売 若

し く は 授 与 の 目 的 で 所 持 し 、 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で 広 告 し 、 み だ り に 使 用 し 、 若 し く は み だ り に 使 用 す る 目 的 で 所 持 し た 者 若 し く は 多 数 の 者 が 集 ま っ て

こ れ ら の 物 を み だ り に 使 用 す る こ と を 知 っ て 、 そ の た め の 場 所 を 提 供 し 、 若 し く は あ っ せ ん し た 者 に 対 し て 、 必 要 な 報 告 を さ せ 、 又 は そ の 職 員 に 、 こ れ ら の

物 を 業 務 上 取 り 扱 う 場 所 そ の 他 こ れ ら の 行 為 に 関 係 の あ る 場 所 に 立 ち 入 り 、 帳 簿 書 類 そ の 他 の 物 件 を 調 査 さ せ 、 若 し く は 関 係 者 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。

２ 知 事 は 、 こ の 条 例 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 大 臣 指 定 薬 物 若 し く は こ れ に 該 当 す る 疑 い の あ る 物 を 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で 所 持 し 、 み だ り に 使 用 し 、

若 し く は み だ り に 使 用 す る 目 的 で 所 持 し た 者 若 し く は 多 数 の 者 が 集 ま っ て こ れ ら の 物 を み だ り に 使 用 す る こ と を 知 っ て 、 そ の た め の 場 所 を 提 供 し 、 若 し く は
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あ っ せ ん し た 者 に 対 し て 、 必 要 な 報 告 を さ せ 、 又 は そ の 職 員 に 、 こ れ ら の 物 を 業 務 上 取 り 扱 う 場 所 そ の 他 こ れ ら の 行 為 に 関 係 の あ る 場 所 に 立 ち 入 り 、 帳 簿 書

類 そ の 他 の 物 件 を 調 査 さ せ 、 若 し く は 関 係 者 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。

３ 前 二 項 の 規 定 に よ り 立 入 調 査 又 は 質 問 を 行 う 職 員 は 、 そ の 身 分 を 示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係 者 の 請 求 が あ っ た と き は 、 こ れ を 提 示 し な け れ ば な ら な い 。

４ 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 権 限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も の と 解 釈 し て は な ら な い 。

（ 警 告 ）

第 十 三 条 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 に 対 し 、 警 告 を 発 す る こ と が で き る 。

一 第 十 一 条 第 一 号 の 規 定 に 違 反 し て 知 事 指 定 薬 物 等 を 製 造 し 、 又 は 栽 培 し た 者

二 第 十 一 条 第 二 号 の 規 定 に 違 反 し て 知 事 指 定 薬 物 等 を 販 売 し 、 授 与 し 、 又 は 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で 所 持 し た 者

三 第 十 一 条 第 三 号 の 規 定 に 違 反 し て 知 事 指 定 薬 物 等 を 販 売 又 は 授 与 の 目 的 で 広 告 し た 者

四 第 十 一 条 第 四 号 の 規 定 に 違 反 し て 知 事 指 定 薬 物 等 を み だ り に 使 用 し 、 又 は み だ り に 使 用 す る 目 的 で 所 持 し た 者

五 第 十 一 条 第 五 号 の 規 定 に 違 反 し て 場 所 を 提 供 し 、 又 は あ っ せ ん し た 者

六 第 十 一 条 第 六 号 の 規 定 に 違 反 し て 大 臣 指 定 薬 物 を 販 売 又 は 授 与 の 目 的 で 所 持 し た 者

七 第 十 一 条 第 七 号 の 規 定 に 違 反 し て 大 臣 指 定 薬 物 を み だ り に 使 用 し 、 又 は み だ り に 使 用 す る 目 的 で 所 持 し た 者

八 第 十 一 条 第 八 号 の 規 定 に 違 反 し て 場 所 を 提 供 し 、 又 は あ っ せ ん し た 者

２ 前 項 各 号 （ 第 四 号 及 び 第 七 号 を 除 く 。 ） の い ず れ か に 該 当 す る 者 が 、 法 人 の 代 表 者 又 は 法 人 若 し く は 人 の 代 理 人 、 使 用 人 そ の 他 の 従 業 者 で あ る と き は 、 そ

の 法 人 又 は 人 に 対 し て も 、 同 項 の 規 定 に よ る 警 告 を 発 す る こ と が で き る 。

３ 第 一 項 の 警 告 は 、 書 面 を 交 付 し て 行 う も の と す る 。

（ 製 造 等 の 中 止 等 の 命 令 ）

第 十 四 条 知 事 は 、 前 条 第 一 項 の 警 告 （ 同 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で に 係 る も の に 限 る 。 ） に 従 わ な い 者 に 対 し 、 知 事 指 定 薬 物 等 の 製 造 、 栽 培 、 販 売 、 授 与 、 販

売 若 し く は 授 与 の 目 的 で の 所 持 若 し く は 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で の 広 告 の 中 止 （ 以 下 「 知 事 指 定 薬 物 等 の 製 造 等 の 中 止 」 と い う 。 ） を 命 じ 、 又 は 知 事 指 定

薬 物 等 の 回 収 若 し く は 廃 棄 そ の 他 必 要 な 措 置 を 採 る べ き こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

２ 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 前 条 第 一 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で の い ず れ か に 該 当 す る 者 に 対 し 、 同 項 の 警 告 を 発 す る こ と な く 、 知 事 指

定 薬 物 等 の 製 造 等 の 中 止 を 命 じ 、 又 は 知 事 指 定 薬 物 等 の 回 収 若 し く は 廃 棄 そ の 他 必 要 な 措 置 を 採 る べ き こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

一 薬 物 の 濫 用 に よ る 危 害 か ら 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 守 る た め 緊 急 を 要 す る 場 合 で 、 前 条 第 一 項 の 警 告 を 発 す る い と ま が な い と き 。

二 前 条 第 一 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で の い ず れ か に 該 当 す る 者 が 、 過 去 に 同 項 の 警 告 （ 同 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で に 係 る も の に 限 る 。 ） を 受 け た こ と が あ る

初校
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と き 。

（ 緊 急 時 の 勧 告 ）

第 十 五 条 知 事 は 、 第 二 条 第 七 号 に 掲 げ る 薬 物 （ 知 事 指 定 薬 物 を 除 く 。 ） の 濫 用 に よ り 現 に 県 民 の 健 康 に 重 大 な 危 害 が 生 じ 、 又 は 生 じ る お そ れ が あ る と 認 め る

と き は 、 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当 該 薬 物 を 知 事 指 定 薬 物 と し て 指 定 す る 前 に 、 当 該 薬 物 を 製 造 し 、 栽 培 し 、 販 売 し 、 授 与 し 、 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で

所 持 し 、 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で 広 告 し 、 み だ り に 使 用 し 、 若 し く は み だ り に 使 用 す る 目 的 で 所 持 し た 者 又 は 多 数 の 者 が 集 ま っ て 当 該 薬 物 を み だ り に 使 用

す る こ と を 知 っ て 、 そ の た め の 場 所 を 提 供 し 、 若 し く は あ っ せ ん し た 者 に 対 し 、 こ れ ら の 行 為 を 中 止 し 、 又 は 当 該 薬 物 の 回 収 若 し く は 廃 棄 そ の 他 必 要 な 措 置

を 採 る べ き こ と を 勧 告 す る こ と が で き る 。

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 行 っ た と き は 、 県 民 に 対 し 当 該 勧 告 に 係 る 薬 物 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る も の と す る 。

（ 委 任 ）

第 十 六 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 罰 則 ）

第 十 七 条 第 十 四 条 の 規 定 に よ る 命 令 （ 第 十 三 条 第 一 項 第 一 号 又 は 第 二 号 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 違 反 し た 者 は 、 二 年 以 下 の 懲 役 又 は 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す

る 。

第 十 八 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 一 年 以 下 の 懲 役 又 は 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。

一 第 十 一 条 第 一 号 又 は 第 二 号 の 規 定 に 違 反 し た 者

二 第 十 四 条 の 規 定 に よ る 命 令 （ 第 十 三 条 第 一 項 第 三 号 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 違 反 し た 者

第 十 九 条 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 報 告 を し 、 又 は 同 項 の 規 定 に よ る 立 入 調 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 若 し く は 忌 避 し 、 若 し く は 同 項

の 規 定 に よ る 質 問 に 対 し 答 弁 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 答 弁 を し た 者 は 、 二 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。

第 二 十 条 法 人 の 代 表 者 又 は 法 人 若 し く は 人 の 代 理 人 、 使 用 人 そ の 他 の 従 業 者 が 、 そ の 法 人 又 は 人 の 業 務 に 関 し て 、 前 三 条 の 違 反 行 為 を し た と き は 、 行 為 者 を

罰 す る ほ か 、 そ の 法 人 又 は 人 に 対 し て も 、 各 本 条 の 罰 金 刑 を 科 す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 九 条 第 三 項 、 第 十 一 条 か ら 第 十 四 条 ま で 及 び 第 十 七 条 か ら 第 二 十 条 ま で の 規 定 は 、 平 成 二 十 五 年 二 月 一 日 か

ら 施 行 す る 。
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提 案 理 由

薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 し 、 県 及 び 県 民 の 責 務 を 明 ら か に す る と と も に 、 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 基 本 的 な 施 策 、 薬 物 の 濫 用 を 防 止 す る た め の 規 制 等 を 定 め

る こ と に よ り 、 薬 物 の 濫 用 に よ る 危 害 か ら 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 守 り 、 も っ て 県 民 が 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、

こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 国 民 健 康 保 険 広 域 化 等 支 援 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 国 民 健 康 保 険 広 域 化 等 支 援 基 金 条 例 （ 平 成 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 第 七 十 五 条 の 二 」 を 「 第 六 十 八 条 の 三 」 に 改 め 、 「 基 づ き 、 」 の 下 に 「 同 法 第 六 十 八 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 広 域 化 等 支 援 方 針 （ 以 下 「 広 域 化 等 支

援 方 針 」 と い う 。 ） の 作 成 、 広 域 化 等 支 援 方 針 に 定 め る 施 策 の 実 施 そ の 他 」 を 加 え る 。

第 六 条 中 「 基 金 は 、 」 の 下 に 「 広 域 化 等 支 援 方 針 の 作 成 及 び 広 域 化 等 支 援 方 針 に 定 め る 施 策 の 実 施 に 必 要 な 費 用 並 び に 」 を 加 え る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

国 民 健 康 保 険 法 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 平 成 二 十 七 年 度 か ら 保 険 財 政 共 同 安 定 化 事 業 の 対 象 が 全 て の 医 療 費 に 拡 大 さ れ る こ と 等 に 鑑 み 、 徳 島 県 国 民 健 康 保 険 広 域

化 等 支 援 基 金 に つ い て 、 広 域 化 等 支 援 方 針 を 作 成 し 、 及 び 広 域 化 等 支 援 方 針 に 定 め る 施 策 を 実 施 す る た め の 所 要 の 措 置 を 講 ず る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例

案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 八 号

徳 島 県 国 民 健 康 保 険 広 域 化 等 支 援 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 国 民 健 康 保 険 広 域 化 等 支 援 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

再校
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徳 島 県 国 民 健 康 保 険 調 整 交 付 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 国 民 健 康 保 険 調 整 交 付 金 条 例 （ 平 成 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 百 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 百 分 の 七 」 を 「 百 分 の 九 」 に 改 め る 。

第 三 条 第 四 項 中 「 七 分 の 六 」 を 「 九 分 の 六 」 に 改 め 、 同 条 第 五 項 中 「 七 分 の 一 」 を 「 九 分 の 三 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 徳 島 県 国 民 健 康 保 険 調 整 交 付 金 条 例 の 規 定 は 、 平 成 二 十 四 年 度 に お け る 徳 島 県 国 民 健 康 保 険 調 整 交 付 金 （ 以 下 「 調 整 交 付 金 」 と い う 。 ） か ら 適 用

す る 。

（ 経 過 措 置 ）

３ 平 成 二 十 四 年 度 に お け る 改 正 後 の 第 二 条 の 規 定 に よ る 調 整 交 付 金 の 総 額 に つ い て は 、 同 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 国 民 健 康 保 険 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平

成 二 十 四 年 法 律 第 二 十 八 号 。 以 下 「 改 正 法 」 と い う 。 ） 附 則 第 三 条 第 三 項 に 規 定 す る 額 と す る 。

４ 平 成 二 十 四 年 度 に お け る 納 付 市 町 村 （ 国 民 健 康 保 険 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 国 民 健 康 保 険 の 国 庫 負 担 金 等 の 算 定 に 関 す る 政 令 の 規 定 の 整 備 及

び 経 過 措 置 に 関 す る 政 令 （ 平 成 二 十 四 年 政 令 第 百 三 十 二 号 。 以 下 「 経 過 措 置 政 令 」 と い う 。 ） 第 三 条 に 規 定 す る 納 付 市 町 村 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が 存 す る 場 合

の 改 正 後 の 第 二 条 の 規 定 に よ る 調 整 交 付 金 の 総 額 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 経 過 措 置 政 令 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 額 と す る 。

５ 平 成 二 十 五 年 度 に お け る 改 正 後 の 第 二 条 の 規 定 に よ る 調 整 交 付 金 の 総 額 に つ い て は 、 同 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 改 正 法 附 則 第 四 条 第 三 項 に お い て 読 み 替 え

第 九 号

徳 島 県 国 民 健 康 保 険 調 整 交 付 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 国 民 健 康 保 険 調 整 交 付 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門
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て 準 用 す る 改 正 法 附 則 第 三 条 第 三 項 に 規 定 す る 額 と す る 。

６ 平 成 二 十 五 年 度 に お け る 納 付 市 町 村 が 存 す る 場 合 の 改 正 後 の 第 二 条 の 規 定 に よ る 調 整 交 付 金 の 総 額 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 経 過 措 置 政 令 第

五 条 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 経 過 措 置 政 令 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 額 と す る 。

提 案 理 由

国 民 健 康 保 険 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 徳 島 県 国 民 健 康 保 険 調 整 交 付 金 の 総 額 を 改 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 三 年 徳 島 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 普 及 」 の 下 に 「 及 び 適 正 な 計 量 の 実 施 の 確 保 」 を 加 え 、 「 食 品 加 工 の 進 展 」 を 「 経 済 の 発 展 」 に 改 め る 。

第 二 条 中 第 四 号 を 第 五 号 と し 、 第 三 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

四 計 量 に 関 す る 事 務 を 行 う こ と 。

第 九 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

９ 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で 及 び 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 第 二 条 第 四 号 に 規 定 す る 業 務 に 係 る 手 数 料 は 、 徳 島 県 商 工 労 働 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条

例 第 三 十 五 号 ） の 定 め る と こ ろ に よ る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 高 度 か つ 専 門 的 な 知 識 、 技 術 等 を 生 か し 、 適 正 な 計 量 業 務 の 確 保 及 び 充 実 を 図 る と と も に 、 環 境 計 量 に 関 す る 機 能 の 強 化 及 び 計

測 技 術 の 高 度 化 を 推 進 す る た め 、 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー に 徳 島 県 計 量 検 定 所 を 統 合 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 十 号

徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校

第 十 号 徳 島 県 立 工 業 技 術 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ４３
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初校

�
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職 業 能 力 開 発 促 進 法 施 行 条 例

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 職 業 能 力 開 発 促 進 法 （ 昭 和 四 十 四 年 法 律 第 六 十 四 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（ 職 業 能 力 開 発 校 以 外 の 施 設 に お い て 行 う こ と が で き る 職 業 訓 練 ）

第 二 条 法 第 十 五 条 の 六 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 業 訓 練 は 、 職 業 能 力 開 発 促 進 法 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 四 年 労 働 省 令 第 二 十 四 号 。 以 下 「 省 令 」

と い う 。 ） 第 三 条 の 二 に 定 め る 要 件 に 該 当 す る 職 業 訓 練 と す る 。

（ 職 業 能 力 開 発 校 の 行 う 職 業 訓 練 と み な す こ と が で き る 職 業 訓 練 ）

第 三 条 法 第 十 五 条 の 六 第 三 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 業 訓 練 は 、 省 令 第 三 条 の 四 に 定 め る 要 件 に 該 当 す る 職 業 訓 練 と す る 。

（ 普 通 職 業 訓 練 の 基 準 ）

第 四 条 省 令 第 九 条 に 規 定 す る 普 通 課 程 （ 以 下 「 普 通 課 程 」 と い う 。 ） の 普 通 職 業 訓 練 に 係 る 法 第 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 基 準 に つ い て は 、 次 の

各 号 に 掲 げ る 事 項 の 区 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る も の 及 び 次 項 に 定 め る も の の ほ か 、 省 令 第 十 条 第 一 項 （ 第 四 号 及 び 第 五 号 を 除 く 。 ） に 定 め る 基 準

の 例 に よ る 。

一 訓 練 期 間 二 年 で あ る こ と 。 た だ し 、 訓 練 の 対 象 と な る 技 能 及 び こ れ に 関 す る 知 識 の 内 容 、 訓 練 の 実 施 体 制 等 に よ り こ れ に よ り 難 い 場 合 に は 、 一 年 以 上

二 年 以 下 の 期 間 内 で 当 該 訓 練 を 適 切 に 行 う こ と が で き る と 認 め ら れ る 期 間 と す る こ と が で き る 。

二 訓 練 時 間 一 年 に つ き お お む ね 千 四 百 時 間 以 上 で あ り 、 か つ 、 教 科 の 科 目 ご と の 訓 練 時 間 を 合 計 し た 時 間 （ 以 下 「 総 訓 練 時 間 」 と い う 。 ） が 二 千 八 百 時

間 以 上 で あ る こ と 。 た だ し 、 訓 練 の 実 施 体 制 等 に よ り こ れ に よ り 難 い 場 合 に は 、 総 訓 練 時 間 を 千 四 百 時 間 以 上 と す る こ と が で き る 。

第 十 一 号

職 業 能 力 開 発 促 進 法 施 行 条 例 の 制 定 に つ い て

職 業 能 力 開 発 促 進 法 施 行 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校

第 十 一 号 職 業 能 力 開 発 促 進 法 施 行 条 例 の 制 定 に つ い て ４５
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２ 訓 練 科 ご と の 教 科 に つ い て 最 低 限 必 要 と す る 科 目 、 訓 練 科 ご と に 最 低 限 必 要 と す る 設 備 そ の 他 の 普 通 課 程 の 普 通 職 業 訓 練 に 係 る 基 準 に つ い て は 、 知 事 が 別

に 定 め る 。

第 五 条 省 令 第 九 条 に 規 定 す る 短 期 課 程 （ 以 下 「 短 期 課 程 」 と い う 。 ） の 普 通 職 業 訓 練 に 係 る 法 第 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 基 準 に つ い て は 、 次 項

に 定 め る も の の ほ か 、 省 令 第 十 一 条 第 一 項 及 び 別 表 第 四 第 六 号 に 定 め る 基 準 の 例 に よ る 。

２ 訓 練 科 ご と の 教 科 の 科 目 、 訓 練 科 ご と に 必 要 な 設 備 そ の 他 の 短 期 課 程 の 普 通 職 業 訓 練 に 係 る 基 準 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

（ 無 料 と す る 職 業 能 力 開 発 校 の 行 う 職 業 訓 練 ）

第 六 条 法 第 二 十 三 条 第 一 項 第 三 号 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 業 訓 練 は 、 職 業 能 力 開 発 校 に お い て 行 う 短 期 課 程 （ 職 業 に 必 要 な 相 当 程 度 の 技 能 及 び こ れ に 関 す

る 知 識 を 習 得 さ せ る た め の も の に 限 る 。 ） の 普 通 職 業 訓 練 と す る 。

（ 普 通 職 業 訓 練 に お け る 職 業 訓 練 指 導 員 の 資 格 ）

第 七 条 法 第 二 十 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 者 は 、 省 令 第 三 十 六 条 の 十 五 に 定 め る 基 準 に 該 当 す る 者 と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ り 職 業 能 力 開 発 促 進 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 普

通 職 業 訓 練 の 基 準 等 に つ い て 条 例 で 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
４６
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徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 の 次 に 次 の 四 条 を 加 え る 。

（ 入 校 ）

第 二 条 の 二 職 業 能 力 開 発 校 に 入 校 す る こ と が で き る 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 知 事 の 許 可 を 受 け た 者 と す る 。

（ 入 校 試 験 手 数 料 等 ）

第 二 条 の 三 職 業 能 力 開 発 校 の 入 校 試 験 を 受 け よ う と す る 者 は 、 二 千 二 百 円 の 入 校 試 験 手 数 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 修 了 証 明 書 、 成 績 証 明 書 そ の 他 の 証 明 書 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者 （ 訓 練 生 を 除 く 。 ） は 、 一 通 に つ き 四 百 円 の 証 明 手 数 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

３ 前 二 項 に 規 定 す る 手 数 料 は 、 出 願 の 際 、 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

４ 既 納 の 手 数 料 は 、 還 付 し な い 。

（ 入 校 料 ）

第 二 条 の 四 職 業 能 力 開 発 校 の 入 校 の 許 可 を 受 け よ う と す る 者 （ 職 業 能 力 開 発 促 進 法 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 四 年 労 働 省 令 第 二 十 四 号 ） 第 九 条 に 規 定 す る 普 通 課 程

の 普 通 職 業 訓 練 （ 以 下 「 普 通 課 程 の 普 通 職 業 訓 練 」 と い う 。 ） を 受 け よ う と す る 者 に 限 る 。 ） は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 五 千 六 百 五 十 円 の 入 校 料 を 納 付

し な け れ ば な ら な い 。

２ 既 納 の 入 校 料 は 、 還 付 し な い 。

（ 授 業 料 ）

第 十 二 号

徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校

第 十 二 号 徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ４７
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第 二 条 の 五 職 業 能 力 開 発 校 の 普 通 課 程 の 普 通 職 業 訓 練 の 訓 練 生 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 年 額 十 一 万 八 千 八 百 円 の 授 業 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 知 事 は 、 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 授 業 料 の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。

３ 既 納 の 授 業 料 は 、 還 付 し な い 。 た だ し 、 知 事 は 、 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 授 業 料 の 全 部 又 は 一 部 を 還 付 す る こ と が で き る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 の 次 に 四 条 を 加 え る 改 正 規 定 （ 第 二 条 の 五 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 及 び 次 項 の 規 定 は 、 平

成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 前 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 普 通 課 程 の 普 通 職 業 訓 練 （ 職 業 能 力 開 発 促 進 法 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 四

年 労 働 省 令 第 二 十 四 号 ） 第 九 条 に 規 定 す る 普 通 課 程 の 普 通 職 業 訓 練 を い う 。 ） を 受 け て い る 訓 練 生 に 係 る 授 業 料 に つ い て は 、 改 正 後 の 第 二 条 の 五 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 納 付 を 要 し な い 。

提 案 理 由

他 県 等 と の 均 衡 等 を 勘 案 し 、 訓 練 生 に 適 正 な 負 担 を 求 め る た め 、 徳 島 県 職 業 能 力 開 発 校 の 普 通 課 程 の 普 通 職 業 訓 練 に 係 る 授 業 料 等 を 徴 収 す る 必 要 が あ る 。 こ

れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
４８

平成24年11月議案



徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 十 七 の 項 の ホ 及 び 二 十 の 項 中 「 一 ほ う 群 」 を 「 一 蜂 群 」 に 改 め 、 同 表 の 二 十 一 の 項 中 「 養 ほ う 振 興 法 」 を 「 養 蜂 振 興 法 」 に 、 「 ほ う 群 数 」 を 「 蜂 群 数 」

に 改 め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

養 ほ う 振 興 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 十 三 号

徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校

第 十 三 号 徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ４９
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徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 徳 島 市 万 代 町 一 丁 目 」 を 「 名 西 郡 石 井 町 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 知 事 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 セ ン タ ー の 内 部 組 織 を 前 項 に 規 定 す る 位 置 以 外 の 位 置 に 置 く こ と が で き る 。

第 二 条 の 見 出 し を 「 （ 病 害 虫 防 除 所 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 を 削 り 、 同 条 第 二 項 の 表 中 「 吉 野 川 市 鴨 島 町 」 を 「 名 西 郡 石 井 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 一 項 と

し 、 同 条 中 第 三 項 を 第 二 項 と す る 。

第 三 条 中 「 第 一 条 」 を 「 第 一 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

第 四 条 中 「 研 究 所 」 を 「 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 「 研 修 」 の 下 に 「 の う ち 規 則 で 定 め る も の 」 を 加 え る 。

第 七 条 の 見 出 し を 「 （ 農 業 大 学 校 の 設 置 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 を 同 条 第 二 項 と し 、 同 条 に 第 一 項 と し て 次 の 一 項 を 加 え る 。

セ ン タ ー に 、 農 業 大 学 校 を 置 く 。

第 十 三 条 を 削 る 。

第 十 四 条 中 「 き 損 し 」 を 「 毀 損 し 」 に 、 「 そ の き 損 」 を 「 そ の 毀 損 」 に 改 め 、 同 条 を 第 十 三 条 と し 、 第 十 五 条 を 第 十 四 条 と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 第 二 項 の 表 の 改 正 規 定 は 、 同 年 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

第 十 四 号

徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め

る 。
平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校

第 十 四 号 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ５１
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提 案 理 由

徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 充 実 強 化 を 図 る た め の 再 編 に 伴 い 、 同 セ ン タ ー の 位 置 、 組 織 等 に つ い て 所 要 の 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ

の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
５２
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徳 島 県 県 産 材 利 用 促 進 条 例

目 次
前 文

第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ― 第 十 条 ）

第 二 章 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 指 針 （ 第 十 一 条 ）

第 三 章 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 （ 第 十 二 条 ― 第 十 七 条 ）

第 四 章 雑 則 （ 第 十 八 条 ― 第 二 十 一 条 ）

附 則
温 暖 な 気 候 の 下 、 県 土 の 約 八 割 を 山 地 が 占 め 、 そ の 山 々 を 縫 う よ う に 河 川 が 流 れ る 豊 か な 自 然 の 中 で 、 私 た ち は 、 森 林 か ら 木 材 、 清 ら か な 水 等 の 多 く の 恩 恵

を 受 け な が ら 生 活 し て い る 。

し か し な が ら 、 戦 後 に 植 林 さ れ た 森 林 の 多 く が 木 材 と し て 利 用 可 能 な 段 階 を 迎 え た に も か か わ ら ず 、 長 期 に わ た る 木 材 価 格 の 低 迷 が 林 業 の 衰 退 及 び 森 林 管 理

の 停 滞 を 招 き 、 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 低 下 が 懸 念 さ れ る 状 況 に あ る 。

こ の た め 、 県 で は 全 国 に 先 駆 け 、 林 業 の 再 生 か ら 飛 躍 、 そ し て 次 世 代 の 林 業 を 目 指 し 、 県 産 材 を 効 率 的 か つ 安 定 的 に 供 給 す る 体 制 を 構 築 す る と と も に 、 多 種

こ ず え

多 様 な 木 材 産 業 の 立 地 に よ り 木 の 根 元 か ら 梢 ま で を 総 合 的 に 利 用 す る 体 制 を 構 築 し て き た 。

一 方 で 、 県 民 等 に お い て は 、 地 球 温 暖 化 の 進 行 に 伴 い 、 森 林 及 び 林 業 の 重 要 性 に 対 す る 意 識 が 高 ま っ て き て お り 、 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 へ の 理 解 が 深 ま り

つ つ あ る 。

第 十 五 号

徳 島 県 県 産 材 利 用 促 進 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 県 産 材 利 用 促 進 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校

第 十 五 号 徳 島 県 県 産 材 利 用 促 進 条 例 の 制 定 に つ い て ５３
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こ こ に 、 私 た ち は 、 本 県 の 有 す る 豊 富 で 貴 重 な 森 林 と い う 資 源 の 重 要 性 を 認 識 し 、 そ こ か ら 生 産 さ れ る 県 産 材 を 積 極 的 に 利 用 す る こ と で 、 豊 か な 自 然 に 囲 ま

れ た 郷 土 を 維 持 し 、 森 林 が も た ら す 多 く の 恩 恵 を 将 来 の 県 民 に 継 承 し て い く こ と を 決 意 し 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 。

第 一 章 総 則

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 本 県 の 林 業 及 び 木 材 産 業 の 持 続 的 か つ 健 全 な 発 展 、 中 山 間 地 域 の 活 性 化 を は じ め と す る 本 県 の 経 済 の 振 興 並 び に 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能

の 向 上 を 図 る た め 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 し 、 基 本 理 念 を 定 め 、 県 の 責 務 並 び に 県 民 等 、 森 林 所 有 者 、 林 業 事 業 者 、 木 材 産 業 事 業 者 及 び 建 築 関 係 事 業 者 の

役 割 を 明 ら か に す る と と も に 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画

的 に 推 進 し 、 も っ て 現 在 及 び 将 来 の 県 民 の 豊 か な 自 然 に 囲 ま れ た ゆ と り の あ る 生 活 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 県 産 材 県 内 で 生 産 さ れ た 木 材 を い う 。

か ん

二 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 県 土 の 保 全 、 水 源 の 涵 養 、 自 然 環 境 の 保 全 、 公 衆 の 保 健 、 地 球 温 暖 化 の 防 止 、 林 産 物 の 供 給 等 の 森 林 の 有 す る 多 面 に わ た る 機

能 を い う 。

三 森 林 所 有 者 森 林 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 四 十 九 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 森 林 所 有 者 を い う 。

四 林 業 事 業 者 森 林 に お い て 森 林 施 業 （ 伐 採 、 造 林 、 保 育 そ の 他 の 森 林 に お け る 施 業 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 事 業 を 行 う 者 を い う 。

五 木 材 産 業 事 業 者 木 材 の 加 工 又 は 流 通 の 事 業 を 行 う 者 を い う 。

六 建 築 関 係 事 業 者 建 築 物 の 設 計 又 は 施 工 の 事 業 を 行 う 者 を い う 。

（ 基 本 理 念 ）

第 三 条 県 産 材 の 利 用 の 促 進 は 、 本 県 の 森 林 が 災 害 か ら 県 民 の 生 命 及 び 財 産 を 守 っ て い る こ と 、 県 民 の 生 活 に 必 要 な 豊 か な 水 を 供 給 し て い る こ と 、 多 様 な 生 物

の 生 息 の 場 に な っ て い る こ と 等 に 鑑 み 、 そ の 恩 恵 に 感 謝 す る と と も に 、 当 該 森 林 に 対 す る 愛 着 を 持 っ て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

２ 県 産 材 の 利 用 の 促 進 は 、 伐 採 、 造 林 及 び 保 育 を 繰 り 返 す こ と に よ り 本 県 に お い て 育 ま れ て き た 貴 重 な 森 林 資 源 が 枯 渇 す る こ と な く 次 世 代 に 引 き 継 が れ る よ

う 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

３ 県 産 材 の 利 用 の 促 進 は 、 木 材 が エ ネ ル ギ ー 源 と し て 利 用 す る こ と 及 び 再 生 産 す る こ と が 可 能 で あ っ て 、 大 気 中 の 二 酸 化 炭 素 の 量 の 増 減 に 影 響 を 与 え な い 資

源 で あ る こ と に 鑑 み 、 循 環 型 社 会 の 形 成 に 資 す る よ う 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

（ 県 の 責 務 ）

初校
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第 四 条 県 は 、 前 条 に 規 定 す る 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 策 定 し 、 及 び 実 施

す る も の と す る 。

（ 市 町 村 と の 連 携 等 ）

第 五 条 県 は 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 を 策 定 し 、 及 び 実 施 す る に 当 た っ て は 、 市 町 村 と の 緊 密 な 連 携 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 市 町 村 が 実 施 す る 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 を 支 援 す る た め 、 技 術 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 県 民 等 の 役 割 ）

第 六 条 県 民 及 び 事 業 者 （ 以 下 「 県 民 等 」 と い う 。 ） は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 地 域 経 済 の 活 性 化 、 森 林 の 整 備 の 推 進 等 の 県 産 材 を 利 用 す る 意 義 を 認 識 し 、 日

常 生 活 及 び 事 業 活 動 を 通 じ て 、 県 産 材 の 特 性 に 応 じ た 積 極 的 な 利 用 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 民 等 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 森 林 所 有 者 の 役 割 ）

第 七 条 森 林 所 有 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 重 要 性 を 認 識 し 、 県 産 材 を 安 定 的 に 供 給 で き る よ う 、 そ の 所 有 す る 森 林 の 適 切 な 管 理

及 び 整 備 に 努 め る も の と す る 。

２ 森 林 所 有 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 林 業 事 業 者 の 役 割 ）

第 八 条 林 業 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 自 ら の 事 業 活 動 を 通 じ て 、 本 県 の 有 す る 森 林 資 源 を 有 効 に 利 用 で き る よ う 樹 種 、 林 齢 等 の 森 林 の 現 況 の 把 握 を 図

り 、 効 率 的 な 生 産 に よ る 県 産 材 の 安 定 的 な 供 給 に 努 め る も の と す る 。

２ 林 業 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 木 材 産 業 事 業 者 の 役 割 ）

第 九 条 木 材 産 業 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 自 ら の 事 業 活 動 を 通 じ て 、 県 産 材 の 特 性 に 応 じ た 加 工 、 多 段 階 の 利 用 （ ま ず 製 品 の 原 材 料 と し て 利 用 し 、 再

使 用 し 、 及 び 再 生 利 用 し 、 最 終 的 に エ ネ ル ギ ー 源 と し て 利 用 す る こ と を い う 。 ） 等 の 有 効 利 用 に 努 め 、 そ の 加 工 品 を 安 定 的 に 供 給 す る と と も に 、 こ れ ま で 培

わ れ て き た 高 度 な 木 材 加 工 技 術 の 継 承 及 び 更 な る 向 上 に 努 め る も の と す る 。

２ 木 材 産 業 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 建 築 関 係 事 業 者 の 役 割 ）

第 十 条 建 築 関 係 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 自 ら の 事 業 活 動 を 通 じ て 、 県 産 材 に 係 る 知 識 の 習 得 及 び 県 産 材 の 積 極 的 な 利 用 に 努 め る も の と す る 。

２ 建 築 関 係 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 及 び 市 町 村 が 実 施 す る 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

初校
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第 二 章 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 指 針

第 十 一 条 知 事 は 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 指 針 （ 以 下 「 利 用 指 針 」 と い う 。 ）

を 策 定 す る も の と す る 。

２ 利 用 指 針 に お い て は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 定 め る も の と す る 。

一 県 産 材 の 利 用 の 促 進 の た め の 施 策 に 関 す る 基 本 的 事 項

二 県 産 材 の 利 用 の 目 標

三 県 産 材 の 適 切 な 供 給 の 確 保 に 関 す る 基 本 的 事 項

四 そ の 他 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 し 必 要 な 事 項

３ 知 事 は 、 利 用 指 針 を 定 め 、 又 は こ れ を 変 更 し た と き は 、 遅 滞 な く こ れ を 公 表 す る と と も に 、 市 町 村 長 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。

第 三 章 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策

（ 県 産 材 の 利 用 の 促 進 の た め の 措 置 ）

第 十 二 条 県 は 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 及 び そ の た め の 県 産 材 の 供 給 の 安 定 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

一 森 林 資 源 の 利 用 及 び 再 生 産 を 図 る た め の 森 林 の 整 備 に 関 す る こ と 。

二 県 産 材 の 生 産 に 係 る 基 盤 の 整 備 並 び に 森 林 施 業 の 集 約 化 及 び 人 材 の 育 成 に 関 す る こ と 。

三 県 産 材 の 加 工 及 び 流 通 の 体 制 の 整 備 に 関 す る こ と 。

四 建 築 物 、 公 共 土 木 施 設 そ の 他 の 工 作 物 （ 以 下 「 建 築 物 等 」 と い う 。 ） 及 び こ れ ら に 係 る 工 事 に お け る 県 産 材 及 び 県 産 材 を 利 用 し た 製 品 の 利 用 に 関 す る こ

と 。

五 合 板 、 木 質 ボ ー ド 等 へ の 加 工 、 エ ネ ル ギ ー 源 と し て の 利 用 等 の 県 産 材 の 有 効 利 用 に 関 す る こ と 。

六 県 産 材 の 利 用 の 促 進 を 担 う 技 術 者 等 の 育 成 に 関 す る こ と 。

七 県 産 材 の ブ ラ ン ド 化 （ 県 産 材 及 び 県 産 材 を 利 用 し た 製 品 に 対 し て 信 頼 感 等 を 与 え る 独 自 の 印 象 を 創 出 す る こ と を い う 。 ） 及 び 産 地 の 認 証 に 関 す る こ と 。

八 県 産 材 の 新 た な 用 途 の 開 発 及 び 国 内 外 へ の 販 路 の 拡 大 に 関 す る こ と 。

（ 県 の 建 築 物 等 に お け る 県 産 材 の 利 用 等 ）

第 十 三 条 県 は 、 自 ら 行 う 建 築 物 の 整 備 に 当 た っ て は 、 利 用 指 針 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 木 造 と す る こ と が 適 当 で な い も の 又 は 困 難 で あ る と 認 め ら れ る も の 以

外 の も の に つ い て は 、 原 則 と し て 木 造 と す る も の と す る 。

２ 県 は 、 県 民 等 に よ る 県 産 材 の 利 用 を 促 す た め 、 自 ら 整 備 す る 建 築 物 等 及 び こ れ ら に 係 る 工 事 に お い て 、 率 先 し て 県 産 材 及 び 県 産 材 を 利 用 し た 製 品 の 利 用 に
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努 め る も の と す る 。

（ 情 報 の 提 供 ）

第 十 四 条 県 は 、 林 業 事 業 者 に よ る 県 産 材 及 び 木 材 産 業 事 業 者 に よ る 県 産 材 の 加 工 品 の 安 定 的 な 供 給 並 び に 建 築 関 係 事 業 者 に よ る 県 産 材 の 利 用 の 推 進 が 図 ら れ

る よ う 、 県 産 材 そ の 他 の 木 材 の 流 通 及 び 消 費 の 動 向 を 把 握 す る と と も に 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 情 報 の 提 供 に 努 め る も の と す る 。

（ 普 及 啓 発 ）

第 十 五 条 県 は 、 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 及 び 断 熱 性 、 調 湿 性 、 紫 外 線 を 吸 収 す る 効 果 、 景 観 の 向 上 、 癒 や し の 醸 成 等 の 木 材 の 有 す る 機 能 を 研 究 し 、 そ の 成 果

及 び 県 産 材 を 利 用 す る 意 義 に 関 す る 知 識 の 普 及 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 県 民 等 が 県 産 材 に 親 し む た め の 催 し の 開 催 等 に 努 め る も の と す る 。

３ 県 は 、 木 育 （ 県 民 の 生 活 に 必 要 な 物 資 と し て の 木 の 良 さ 及 び そ の 利 用 の 意 義 を 学 ぶ 活 動 を い う 。 ） の 推 進 に 努 め る も の と す る 。

（ 県 産 材 利 用 推 進 月 間 ）

第 十 六 条 県 民 等 の 間 に 広 く 県 産 材 に つ い て の 関 心 と 理 解 を 深 め る と と も に 、 積 極 的 に 県 産 材 を 利 用 す る 意 欲 を 高 め る た め 、 県 産 材 利 用 推 進 月 間 を 設 け る 。

２ 県 産 材 利 用 推 進 月 間 は 、 十 月 と す る 。

３ 県 は 、 県 産 材 利 用 推 進 月 間 の 趣 旨 に ふ さ わ し い 事 業 が 実 施 さ れ る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 体 制 の 整 備 等 ）

第 十 七 条 県 は 、 県 産 材 の 利 用 を 促 進 す る た め の 拠 点 の 整 備 に 努 め る も の と す る 。

２ 県 は 、 県 、 市 町 村 、 県 民 等 、 森 林 所 有 者 、 林 業 事 業 者 、 木 材 産 業 事 業 者 、 建 築 関 係 事 業 者 、 大 学 等 が 協 働 し て 県 産 材 の 利 用 を 推 進 す る こ と が で き る 体 制 の

整 備 に 努 め る も の と す る 。

３ 県 は 、 木 材 産 業 事 業 者 、 学 校 等 と 連 携 し 、 県 産 材 を 利 用 し た 製 品 に 児 童 、 生 徒 、 学 生 等 の 発 想 を 活 用 す る こ と が で き る よ う 努 め る も の と す る 。

第 四 章 雑 則

（ 顕 彰 ）

第 十 八 条 県 は 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 し 特 に 優 れ た 取 組 を 行 っ た 者 の 顕 彰 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。

（ 財 政 上 の 措 置 ）

第 十 九 条 県 は 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る た め 、 必 要 な 財 政 上 の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 実 施 状 況 の 公 表 等 ）

第 二 十 条 知 事 は 、 毎 年 一 回 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 の 実 施 の 状 況 を 取 り ま と め 、 徳 島 県 森 林 審 議 会 に 報 告 す る と と も に 、 こ れ を 公 表 し な け れ ば な
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ら な い 。

（ 補 則 ）

第 二 十 一 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 策 定 さ れ て い る 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 県 の 指 針 で あ っ て 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図

る た め の も の は 、 第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 策 定 さ れ た 利 用 指 針 と み な す 。

提 案 理 由

本 県 の 林 業 及 び 木 材 産 業 の 持 続 的 か つ 健 全 な 発 展 、 中 山 間 地 域 の 活 性 化 を は じ め と す る 本 県 の 経 済 の 振 興 並 び に 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 向 上 を 図 る た め 、

県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 し 、 基 本 理 念 を 定 め 、 県 の 責 務 並 び に 県 民 等 、 森 林 所 有 者 、 林 業 事 業 者 、 木 材 産 業 事 業 者 及 び 建 築 関 係 事 業 者 の 役 割 を 明 ら か に す る と

と も に 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 県 産 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 現 在

及 び 将 来 の 県 民 の 豊 か な 自 然 に 囲 ま れ た ゆ と り の あ る 生 活 の 実 現 に 寄 与 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 三 十 三 の 二 の 項 中 「 第 三 条 第 一 項 」 を 「 第 三 条 の 二 第 一 項 」 に 改 め 、 「 登 録 住 宅 性 能 評 価 機 関 」 の 下 に 「 （ 三 十 三 の 五 の 項 に お い て 「 登 録 住 宅 性 能

評 価 機 関 」 と い う 。 ） 」 を 加 え 、 同 表 の 三 十 三 の 四 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

三 十 三 の 五 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 八 十 四 号 ） 第 五 十 三 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ く 低 炭 素 建 築 物 新 築 等 計 画 （ 三 十 三 の 七 の 項 に お い て 「 計 画 」 と い う 。 ） の 認 定 の 申 請 に

対 す る 審 査

１ 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 五 十

四 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 基 準 に つ い て 登 録

住 宅 性 能 評 価 機 関 又 は エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合

理 化 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 五 十 四 年 法 律 第 四 十

九 号 ） 第 七 十 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 登 録 建 築

物 調 査 機 関 が そ の 適 合 を 証 す る 書 類 （ 三 十 三

の 七 の 項 に お い て 「 適 合 証 」 と い う 。 ） の 添

付 が あ る 場 合 次 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め る 金 額 （ 次 に 掲 げ る 区 分 の い ず

れ に も 該 当 す る 場 合 に あ っ て は 、 イ に よ り 算

定 し た 額 と ロ に よ り 算 定 し た 額 と の 合 計 額 ）

イ 住 宅 部 分 （ 人 の 居 住 の 用 に 供 す る 建 築 物

第 十 六 号

徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門
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又 は 建 築 物 の 人 の 居 住 の 用 に 供 す る 部 分 を

い う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 申 請

に 係 る 住 宅 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 二 百 平 方

メ ー ト ル 以 下 の と き は 六 千 円 、 二 百 平 方 メ

ー ト ル を 超 え 五 百 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き

は 一 万 三 千 円 、 五 百 平 方 メ ー ト ル を 超 え 千

平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 一 万 九 千 円 、 千

平 方 メ ー ト ル を 超 え 二 千 平 方 メ ー ト ル 以 下

の と き は 二 万 九 千 円 、 二 千 平 方 メ ー ト ル を

超 え 五 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 五 万 六

千 円 、 五 千 平 方 メ ー ト ル を 超 え 一 万 平 方 メ

ー ト ル 以 下 の と き は 九 万 五 千 円 、 一 万 平 方

メ ー ト ル を 超 え 二 万 五 千 平 方 メ ー ト ル 以 下

の と き は 十 六 万 八 千 円 、 二 万 五 千 平 方 メ ー

ト ル を 超 え 五 万 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は

十 九 万 五 千 円 、 五 万 平 方 メ ー ト ル を 超 え る

と き は 二 十 一 万 四 千 円

ロ 非 住 宅 部 分 （ 住 宅 部 分 以 外 の 建 築 物 又 は

建 築 物 の 部 分 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い て

同 じ 。 ） 申 請 に 係 る 非 住 宅 部 分 の 床 面 積

の 合 計 が 二 百 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 八

千 円 、 二 百 平 方 メ ー ト ル を 超 え 五 百 平 方 メ

ー ト ル 以 下 の と き は 一 万 四 千 円 、 五 百 平 方

メ ー ト ル を 超 え 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き

は 一 万 九 千 円 、 千 平 方 メ ー ト ル を 超 え 二 千

平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 二 万 九 千 円 、 二
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千 平 方 メ ー ト ル を 超 え 五 千 平 方 メ ー ト ル 以

下 の と き は 八 万 四 千 円 、 五 千 平 方 メ ー ト ル

を 超 え 一 万 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 十 三

万 二 千 円 、 一 万 平 方 メ ー ト ル を 超 え 二 万 五

千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 十 六 万 七 千

円 、 二 万 五 千 平 方 メ ー ト ル を 超 え 五 万 平 方

メ ー ト ル 以 下 の と き は 二 十 万 九 千 円 、 五 万

平 方 メ ー ト ル を 超 え る と き は 二 十 四 万 三 千

円

２ そ の 他 の 場 合 次 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 、 そ

れ ぞ れ 次 に 定 め る 金 額 （ 次 に 掲 げ る 区 分 の い

ず れ に も 該 当 す る 場 合 に あ っ て は 、 イ に よ り

算 定 し た 額 と ロ に よ り 算 定 し た 額 と の 合 計

額 ）
イ 住 宅 部 分 申 請 に 係 る 住 宅 部 分 の 床 面 積

の 合 計 が 二 百 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 三

万 六 千 円 、 二 百 平 方 メ ー ト ル を 超 え 五 百 平

方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 七 万 八 千 円 、 五 百

平 方 メ ー ト ル を 超 え 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の

と き は 十 万 七 千 円 、 千 平 方 メ ー ト ル を 超 え

二 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 十 四 万 円 、

二 千 平 方 メ ー ト ル を 超 え 五 千 平 方 メ ー ト ル

以 下 の と き は 二 十 二 万 四 千 円 、 五 千 平 方 メ

ー ト ル を 超 え 一 万 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き

は 三 十 一 万 四 千 円 、 一 万 平 方 メ ー ト ル を 超

え 二 万 五 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 五 十
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三 十 三 の 六 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 五 十 四 条 第 二 項 （ 同 法 第 五 十 五 条 第 二 項 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に 基 づ く 申 出 に 伴 う 建 築 基 準 関 係 規 定 に 適 合 す る か ど う か の 審 査

三 十 三 の 七 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 五 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 計 画 の 変 更 の 認 定 の

申 請 に 対 す る 審 査

二 万 円 、 二 万 五 千 平 方 メ ー ト ル を 超 え 五 万

平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 七 十 一 万 千 円 、

五 万 平 方 メ ー ト ル を 超 え る と き は 八 十 三 万

二 千 円

ロ 非 住 宅 部 分 申 請 に 係 る 非 住 宅 部 分 の 床

面 積 の 合 計 が 二 百 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き

は 十 六 万 七 千 円 、 二 百 平 方 メ ー ト ル を 超 え

五 百 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 二 十 六 万 八

千 円 、 五 百 平 方 メ ー ト ル を 超 え 千 平 方 メ ー

ト ル 以 下 の と き は 三 十 一 万 千 円 、 千 平 方 メ

ー ト ル を 超 え 二 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き

は 三 十 九 万 八 千 円 、 二 千 平 方 メ ー ト ル を 超

え 五 千 平 方 メ ー ト ル 以 下 の と き は 五 十 六 万

七 千 円 、 五 千 平 方 メ ー ト ル を 超 え 一 万 平 方

メ ー ト ル 以 下 の と き は 六 十 九 万 五 千 円 、 一

万 平 方 メ ー ト ル を 超 え 二 万 五 千 平 方 メ ー ト

ル 以 下 の と き は 八 十 一 万 九 千 円 、 二 万 五 千

平 方 メ ー ト ル を 超 え 五 万 平 方 メ ー ト ル 以 下

の と き は 九 十 三 万 四 千 円 、 五 万 平 方 メ ー ト

ル を 超 え る と き は 百 二 万 六 千 円

三 十 三 の 三 の 項 下 欄 に よ り 算 定 し た 額

１ 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 五 十

四 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 基 準 に 係 る 変 更 を

要 し な い 場 合 五 千 円

２ 変 更 後 の 計 画 に 係 る 適 合 証 の 添 付 が あ る 場
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合 （ １ に 掲 げ る 場 合 を 除 く 。 ） 当 該 計 画 の

変 更 に 係 る 部 分 の 床 面 積 の 二 分 の 一 （ 床 面 積

が 増 加 す る 部 分 に あ っ て は 、 当 該 増 加 す る 部

分 の 床 面 積 ） を 三 十 三 の 五 の 項 下 欄 １ に 規 定

す る 床 面 積 の 合 計 と み な し て 同 １ に よ り 算 定

し た 額

３ そ の 他 の 場 合 当 該 計 画 の 変 更 に 係 る 部 分

の 床 面 積 の 二 分 の 一 （ 床 面 積 が 増 加 す る 部 分

に あ っ て は 、 当 該 増 加 す る 部 分 の 床 面 積 ） を

三 十 三 の 五 の 項 下 欄 ２ に 規 定 す る 床 面 積 の 合

計 と み な し て 同 ２ に よ り 算 定 し た 額

別 表 第 一 の 三 十 四 の 項 中 「 第 三 十 一 条 の 二 第 二 項 第 十 五 号 ハ 」 を 「 第 三 十 一 条 の 二 第 二 項 第 十 四 号 ハ 」 に 、 「 第 六 十 二 条 の 三 第 四 項 第 十 五 号 ハ 」 を 「 第 六 十

二 条 の 三 第 四 項 第 十 四 号 ハ 」 に 改 め 、 同 表 の 三 十 五 の 項 中 「 第 三 十 一 条 の 二 第 二 項 第 十 六 号 ニ 」 を 「 第 三 十 一 条 の 二 第 二 項 第 十 五 号 ニ 」 に 、 「 第 六 十 二 条 の 三

第 四 項 第 十 六 号 ニ 」 を 「 第 六 十 二 条 の 三 第 四 項 第 十 五 号 ニ 」 に 改 め 、 同 表 の 三 十 六 の 項 中 「 第 二 十 条 の 二 第 九 項 又 は 第 三 十 八 条 の 四 第 十 八 項 」 を 「 第 二 十 条 の

二 第 十 三 項 又 は 第 三 十 八 条 の 四 第 二 十 二 項 」 に 改 め 、 同 表 の 三 十 七 の 項 中 「 又 は 第 三 十 九 条 の 七 第 九 項 」 を 削 り 、 同 表 の 三 十 八 の 項 中 「 又 は 第 三 十 九 条 の 七 第

十 一 項 」 を 削 り 、 同 表 の 五 十 四 の 項 中 「 又 は 第 十 二 項 た だ し 書 （ 」 を 「 、 第 十 二 項 た だ し 書 又 は 第 十 三 項 た だ し 書 （ こ れ ら の 規 定 を 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 九 の

項 中 「 第 六 十 八 条 の 五 の 二 第 二 項 」 を 「 第 六 十 八 条 の 五 の 三 第 二 項 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 の 項 中 「 第 六 十 八 条 の 五 の 四 第 一 項 」 を 「 第 六 十 八 条 の 五 の 五 第 一 項 」

に 改 め 、 同 表 の 七 十 一 の 項 中 「 第 六 十 八 条 の 五 の 五 」 を 「 第 六 十 八 条 の 五 の 六 」 に 改 め 、 同 表 の 百 の 項 中 「 又 は 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 」 を 「 、

長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 又 は 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 に 次 の 二 号 を 加 え る 。

五 こ の 表 の 三 十 三 の 五 の 項 の 事 務 に つ い て 、 一 の 建 築 物 の 全 体 及 び そ の 住 戸 の 部 分 に 関 し 同 時 に 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 五 十 三 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ く 認 定 の 申 請 が 行 わ れ る と き は 、 当 該 申 請 は 、 当 該 建 築 物 の 全 体 の 認 定 に 係 る 一 件 の 申 請 と み な す 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 申 請 に 係 る 手 数

料 の 額 は 、 当 該 建 築 物 の 全 体 の 床 面 積 を こ の 表 の 三 十 三 の 五 の 項 下 欄 に 規 定 す る 床 面 積 の 合 計 と み な し て 同 項 下 欄 に よ り 算 定 し た 額 と す る 。

六 こ の 表 の 三 十 三 の 七 の 項 の 事 務 に つ い て 、 一 の 建 築 物 の 全 体 及 び そ の 住 戸 の 部 分 に 関 し 同 時 に 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 五 十 五 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ く 変 更 の 認 定 の 申 請 が 行 わ れ る と き は 、 当 該 申 請 は 、 当 該 建 築 物 の 全 体 の 変 更 の 認 定 に 係 る 一 件 の 申 請 と み な す 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 申

請 に 係 る 手 数 料 の 額 は 、 当 該 建 築 物 の 全 体 の 床 面 積 （ 変 更 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） を こ の 表 の 三 十 三 の 七 の 項 下 欄 に 規 定 す る 計 画 の 変 更 に 係 る 部 分 の 床 面
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積 と み な し て 同 項 下 欄 に よ り 算 定 し た 額 と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 が 制 定 さ れ た こ と に 伴 い 、 低 炭 素 建 築 物 新 築 等 計 画 の 認 定 の 申 請 に 対 す る 審 査 等 に 係 る 手 数 料 を 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ

が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 都 市 公 園 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 都 市 公 園 条 例 （ 昭 和 三 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

目 次 中 「 第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ） 」 を
「 第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ）

第 一 章 の 二 都 市 公 園 の 設 置 基 準 等 （ 第 一 条 の 二 ― 第 一 条 の 四 ） 」
に 改 め る 。

第 一 条 中 「 （ 以 下 「 都 市 公 園 」 と い う 。 ） の 管 理 に つ き 」 を 「 の 設 置 及 び 管 理 に 関 し 」 に 改 め る 。

第 一 章 の 次 に 次 の 一 章 を 加 え る 。

第 一 章 の 二 都 市 公 園 の 設 置 基 準 等

（ 都 市 公 園 の 設 置 基 準 ）

第 一 条 の 二 法 第 三 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 基 準 の う ち 県 が 設 置 す る 都 市 公 園 の 敷 地 面 積 の 総 計 に 関 す る も の は 、 県 の 区 域 内 に お い て 県 及 び 市 町 村 が 設 置 す

る 全 て の 都 市 公 園 の 敷 地 面 積 の 総 計 を 県 の 人 口 で 除 し て 得 た 面 積 が 十 平 方 メ ー ト ル 以 上 と な る こ と を 標 準 と す る 。

２ 法 第 三 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 基 準 の う ち 県 が 設 置 す る 都 市 公 園 （ 以 下 「 都 市 公 園 」 と い う 。 ） の 配 置 及 び 規 模 に 関 す る も の に つ い て は 、 当 該 都 市 公 園

の 特 質 に 応 じ て 本 県 に お け る 都 市 公 園 の 分 布 の 均 衡 が 図 ら れ 、 か つ 、 震 災 、 風 水 害 、 火 災 そ の 他 の 災 害 （ 以 下 「 震 災 等 」 と い う 。 ） が 発 生 し た 場 合 に お け

る 当 該 都 市 公 園 の 避 難 場 所 、 災 害 応 急 対 策 及 び 災 害 復 旧 の た め の 活 動 の 拠 点 、 延 焼 防 止 の た め の 空 地 等 と し て の 機 能 が 発 揮 さ れ る よ う 考 慮 す る ほ か 、 都 市

公 園 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 一 年 政 令 第 二 百 九 十 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 一 項 第 三 号 及 び 第 四 号 （ 主 と し て 一 の 市 町 村 の 区 域 内 に 居 住 す る 者 の 休 息 、

観 賞 、 散 歩 、 遊 戯 、 運 動 等 総 合 的 な 利 用 に 供 す る こ と を 目 的 と す る 都 市 公 園 に 係 る 部 分 を 除 く 。 ） に 掲 げ る 基 準 の 例 に よ る 。

第 十 七 号

徳 島 県 都 市 公 園 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 都 市 公 園 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門
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（ 公 園 施 設 の 設 置 基 準 ）

第 一 条 の 三 法 第 四 条 第 一 項 本 文 の 条 例 で 定 め る 割 合 は 、 百 分 の 二 と す る 。

２ 法 第 四 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で 定 め る 範 囲 は 、 令 第 六 条 第 二 項 か ら 第 五 項 ま で に 定 め る 範 囲 と す る 。

（ 公 園 施 設 の 配 置 基 準 ）

第 一 条 の 四 都 市 公 園 に 公 園 施 設 を 配 置 す る 場 合 に お い て は 、 震 災 等 が 発 生 し た と き に お け る 当 該 都 市 公 園 の 避 難 場 所 、 災 害 応 急 対 策 及 び 災 害 復 旧 の た め の

活 動 の 拠 点 、 延 焼 防 止 の た め の 空 地 等 と し て の 機 能 が 発 揮 さ れ る よ う 考 慮 す る も の と す る 。

第 十 六 条 中 「 第 三 条 」 を 「 第 一 条 の 三 及 び 第 三 条 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 の 二 の 表 中 「 都 市 公 園 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 一 年 政 令 第 二 百 九 十 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 」 を 「 令 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 営 住 宅 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 営 住 宅 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 五 年 徳 島 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 条 例 」 の 下 に 「 （ 第 二 号 に 掲 げ る 用 語 に あ つ て は 、 第 三 条 の 四 を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。

第 三 条 の 次 に 次 の 三 条 を 加 え る 。

（ 公 営 住 宅 の 整 備 基 準 ）

第 三 条 の 二 法 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 公 営 住 宅 （ 法 第 二 条 第 二 号 に 規 定 す る 公 営 住 宅 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 整 備 基 準 に つ い て は 、 次 条 に

定 め る も の の ほ か 、 同 項 に 規 定 す る 国 土 交 通 省 令 で 定 め る 基 準 の 例 に よ る 。 た だ し 、 本 文 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ れ る 公 営 住 宅 等 整 備 基 準 （ 平

成 十 年 建 設 省 令 第 八 号 ） 第 八 条 第 二 項 か ら 第 五 項 ま で 、 第 九 条 第 三 項 、 第 十 条 及 び 第 十 一 条 の 規 定 は 、 法 第 二 条 第 四 号 に 規 定 す る 公 営 住 宅 の 買 取 り 及 び 同

条 第 六 号 に 規 定 す る 公 営 住 宅 の 借 上 げ （ 公 営 住 宅 の 用 に 供 す る こ と を 目 的 と し て 建 設 さ れ た 住 宅 及 び そ の 附 帯 施 設 の 買 取 り 又 は 借 上 げ を 除 き 、 地 域 に お け

る 多 様 な 需 要 に 応 じ た 公 的 賃 貸 住 宅 等 の 整 備 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 平 成 十 七 年 法 律 第 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 公 的 賃 貸 住 宅 等 を 買 い 取 り 、 又

は 賃 借 す る 場 合 に あ つ て は 、 同 法 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 地 域 住 宅 計 画 に 基 づ き 実 施 さ れ る 買 取 り 又 は 借 上 げ に 限 る 。 ） に 係 る 公 営 住 宅 に つ い て は 、 適 用

し な い 。

（ 津 波 対 策 に 係 る 基 準 ）

第 三 条 の 三 公 営 住 宅 は 、 津 波 が 発 生 し 、 又 は 発 生 す る お そ れ が あ る 場 合 に お い て 、 そ の 入 居 者 及 び 同 居 者 並 び に 周 辺 住 民 等 が 当 該 公 営 住 宅 に 円 滑 か つ 迅 速

に 避 難 で き る よ う 、 津 波 に 対 し て 安 全 な 構 造 と す る と と も に 、 避 難 上 有 効 な 屋 上 そ の 他 の 場 所 を 確 保 し 、 か つ 、 当 該 場 所 ま で の 避 難 上 有 効 な 階 段 そ の 他 の

経 路 を 設 け る よ う に 考 慮 し て 整 備 し な け れ ば な ら な い 。

（ 共 同 施 設 の 整 備 基 準 ）
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第 三 条 の 四 法 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 共 同 施 設 の 整 備 基 準 に つ い て は 、 同 項 に 規 定 す る 国 土 交 通 省 令 で 定 め る 基 準 の 例 に よ る 。

第 五 条 第 八 号 中 「 （ 法 第 二 条 第 二 号 に 規 定 す る 公 営 住 宅 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 削 る 。

第 六 条 第 一 項 第 一 号 中 「 認 め ら れ る 者 」 の 下 に 「 （ 以 下 「 在 宅 常 時 介 護 困 難 者 」 と い う 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 第 二 号 中 「 が イ 、 ロ 又 は ハ 」 の 下 に 「 （ 第 十 条 第 二

項 に 規 定 す る 入 居 者 （ 以 下 こ の 号 に お い て 「 一 般 入 居 者 」 と い う 。 ） の 場 合 に あ つ て は 、 イ 又 は ハ ） 」 を 、 「 そ れ ぞ れ イ 、 ロ 又 は ハ 」 の 下 に 「 （ 一 般 入 居 者 の 場

合 に あ つ て は 、 イ 又 は ハ ） 」 を 加 え 、 同 号 た だ し 書 を 削 り 、 同 号 イ を 次 の よ う に 改 め る 。

イ �１ か ら �３ ま で の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 二 十 一 万 四 千 円 （ 一 般 入 居 者 の 場 合 に あ つ て は 、 十 三 万 九 千 円 ）

�１ そ の 者 又 は 現 に 同 居 し 、 若 し く は 同 居 し よ う と す る 親 族 に � 又 は � の い ず れ か に 該 当 す る 者 が あ る 場 合

� 障 害 者 基 本 法 第 二 条 第 一 号 に 規 定 す る 障 害 者 で そ の 障 害 の 程 度 が �イ 、 �ロ 又 は �ハ に 掲 げ る 障 害 の 種 類 に 応 じ そ れ ぞ れ �イ 、 �ロ 又 は �ハ に 定 め る 程 度 で

あ る も の

�イ 身 体 障 害 前 号 ロ �１ に 規 定 す る 程 度

�ロ 精 神 障 害 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 令 第 六 条 第 三 項 に 規 定 す る 一 級 又 は 二 級 に 該 当 す る 程 度

�ハ 知 的 障 害 �ロ に 規 定 す る 精 神 障 害 の 程 度 に 相 当 す る 程 度

� 前 号 ハ 、 ニ 、 ヘ 又 は ト に 該 当 す る 者

�２ そ の 者 が 六 十 歳 以 上 の 者 で あ り 、 か つ 、 現 に 同 居 し 、 又 は 同 居 し よ う と す る 親 族 の い ず れ も が 六 十 歳 以 上 又 は 十 八 歳 未 満 の 者 で あ る 場 合

�３ 現 に 同 居 し 、 又 は 同 居 し よ う と す る 親 族 に 十 五 歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初 の 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に あ る 者 が あ る 場 合

第 六 条 第 一 項 第 二 号 ロ 中 「 政 令 第 六 条 第 五 項 第 二 号 に 規 定 す る 金 額 」 を 「 二 十 一 万 四 千 円 （ 当 該 災 害 発 生 の 日 か ら 三 年 を 経 過 し た 後 は 、 十 五 万 八 千 円 ） 」

に 改 め 、 同 号 ハ を 次 の よ う に 改 め る 。

ハ イ 及 び ロ （ 一 般 入 居 者 の 場 合 に あ つ て は 、 イ ） に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場 合 十 五 万 八 千 円 （ 一 般 入 居 者 の 場 合 に あ つ て は 、 十 一 万 四 千 円 ）

第 六 条 中 第 三 項 を 第 五 項 と し 、 同 条 第 二 項 中 「 前 項 第 三 号 」 を 「 第 一 項 第 三 号 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条 第 一 項 の 次 に 次 の 二 項 を 加 え る 。

２ 知 事 は 、 入 居 の 申 込 み を し た 者 が 在 宅 常 時 介 護 困 難 者 に 該 当 す る か ど う か を 判 断 し よ う と す る 場 合 に お い て 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 職 員 を し て 、

当 該 入 居 の 申 込 み を し た 者 に 面 接 さ せ 、 そ の 心 身 の 状 況 、 受 け る こ と が で き る 介 護 の 内 容 そ の 他 必 要 な 事 項 に つ い て 調 査 さ せ る こ と が で き る 。

３ 知 事 は 、 入 居 の 申 込 み を し た 者 が 在 宅 常 時 介 護 困 難 者 に 該 当 す る か ど う か を 判 断 し よ う と す る 場 合 に お い て 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 市 町 村 に 意 見 を

求 め る こ と が で き る 。

第 七 条 第 二 項 中 「 、 な お 」 を 削 る 。

第 十 条 第 一 項 第 一 号 ロ 中 「 住 宅 地 区 改 良 法 施 行 令 」 の 下 に 「 （ 昭 和 三 十 五 年 政 令 第 百 二 十 八 号 ） 」 を 加 え る 。
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第 十 一 条 中 「 第 二 項 」 を 「 第 四 項 」 に 改 め る 。

第 十 四 条 第 一 項 中 「 、 省 令 第 十 条 で 定 め る と こ ろ に よ り 」 を 削 り 、 同 条 第 三 項 を 削 り 、 同 条 第 二 項 中 「 前 項 」 を 「 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と し 、

同 条 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 前 項 の 承 認 を し て は な ら な い 。 た だ し 、 入 居 者 が 病 気 に か か つ て い る こ と そ の 他 特 別 の 事 情 に

よ り 当 該 入 居 者 が 入 居 の 際 に 同 居 し た 親 族 以 外 の 者 を 同 居 さ せ る こ と が 必 要 で あ る と 知 事 が 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

一 当 該 承 認 に よ る 同 居 の 後 に お け る 当 該 入 居 者 に 係 る 収 入 が 第 六 条 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 金 額 を 超 え る 場 合

二 当 該 入 居 者 が 第 四 十 一 条 第 一 項 第 一 号 か ら 第 五 号 ま で の い ず れ か に 該 当 す る 場 合

三 当 該 入 居 者 が 同 居 さ せ よ う と す る 者 が 県 税 を 滞 納 し て い る 者 で あ る 場 合

第 十 五 条 第 一 項 中 「 省 令 」 を 「 公 営 住 宅 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 六 年 建 設 省 令 第 十 九 号 。 以 下 「 省 令 」 と い う 。 ） 」 に 改 め る 。

第 六 十 一 条 の 二 第 一 項 第 二 号 の 二 中 「 第 六 条 第 三 項 」 を 「 第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 職 員 に 面 接 及 び 調 査 を さ せ る こ と 、 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 市 町 村 に

意 見 を 求 め る こ と 並 び に 同 条 第 五 項 」 に 改 め 、 同 項 第 八 号 中 「 こ と 」 の 下 に 「 及 び 同 条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 同 居 の 必 要 が あ る と 認 め る こ と 」 を 加 え 、

同 条 第 二 項 の 表 中 「 第 六 条 第 三 項 」 を 「 第 六 条 第 二 項 、 第 三 項 及 び 第 五 項 」 に 、 「 、 第 二 項 」 を 「 、 第 四 項 」 に 、 「 又 は 第 二 項 」 を 「 又 は 第 四 項 」 に 改 め る 。

附 則 第 六 項 及 び 第 七 項 を 削 る 。

（ 徳 島 県 流 域 下 水 道 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 流 域 下 水 道 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 七 十 九 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） そ の 他 の 法 令 で 定 め る も の の ほ か 、 流 域 下 水 道 の 設 置 そ の 他 の 管 理 に

関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

第 二 条 の 見 出 し を 「 （ 設 置 ） 」 に 改 め 、 同 条 の 表 以 外 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め る 。

次 の 表 の と お り 流 域 下 水 道 を 設 置 す る 。

第 五 条 を 第 七 条 と し 、 第 四 条 を 第 六 条 と し 、 第 三 条 を 第 五 条 と し 、 第 二 条 の 次 に 次 の 二 条 を 加 え る 。

（ 構 造 の 技 術 上 の 基 準 ）

第 三 条 法 第 二 十 五 条 の 十 第 一 項 に お い て 準 用 す る 法 第 七 条 第 二 項 の 条 例 で 定 め る 技 術 上 の 基 準 に つ い て は 、 下 水 道 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 四 年 政 令 第 百 四 十 七

号 ） 第 五 条 の 八 （ 第 二 号 た だ し 書 を 除 く 。 ） 、 第 五 条 の 九 （ 第 六 号 を 除 く 。 ） 、 第 五 条 の 十 及 び 第 五 条 の 十 一 に 定 め る 基 準 の 例 に よ る 。
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（ 終 末 処 理 場 の 維 持 管 理 ）

第 四 条 法 第 二 十 五 条 の 十 第 一 項 に お い て 準 用 す る 法 第 二 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 終 末 処 理 場 の 維 持 管 理 は 、 下 水 道 法 施 行 令 第 十 三 条 各 号 に 定 め る と こ ろ

に よ り 行 う も の と す る 。

（ 道 路 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 道 路 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 の 次 に 次 の 二 条 を 加 え る 。

（ 道 路 の 区 分 の 変 更 ）

第 一 条 の 二 道 路 構 造 令 （ 昭 和 四 十 五 年 政 令 第 三 百 二 十 号 ） 第 三 条 第 二 項 本 文 の 規 定 に よ り 第 三 種 第 四 級 に 区 分 さ れ る 道 路 は 、 地 形 の 状 況 の ほ か 、 当 該 道 路

の 存 す る 地 域 、 沿 道 の 土 地 利 用 及 び 自 動 車 の 交 通 の 状 況 そ の 他 の 特 別 の 理 由 に よ り や む を 得 な い 場 合 に お い て は 、 同 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 第 三 種 第 五 級

に 区 分 す る こ と が で き る 。

（ 県 道 の 構 造 の 技 術 的 基 準 ）

第 一 条 の 三 法 第 三 十 条 第 三 項 の 条 例 で 定 め る 県 道 の 構 造 の 技 術 的 基 準 に つ い て は 、 道 路 構 造 令 第 五 条 第 一 項 本 文 、 第 二 項 及 び 第 四 項 、 第 六 条 か ら 第 八 条 ま

で 、 第 九 条 第 二 項 、 第 九 条 の 二 、 第 十 条 、 第 十 条 の 二 第 一 項 、 第 二 項 、 第 三 項 本 文 及 び 第 四 項 、 第 十 一 条 第 三 項 、 第 四 項 本 文 及 び 第 五 項 、 第 十 一 条 の 二 か

ら 第 十 一 条 の 四 ま で 、 第 十 三 条 第 二 項 、 第 十 四 条 か ら 第 三 十 一 条 ま で 、 第 三 十 一 条 の 三 か ら 第 三 十 四 条 ま で 、 第 三 十 五 条 第 一 項 及 び 第 四 項 （ 法 第 三 十 条 第

一 項 第 十 二 号 に 掲 げ る 事 項 に 係 る 部 分 を 除 く 。 ） 、 第 三 十 六 条 、 第 三 十 八 条 、 第 三 十 九 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 、 第 五 項 及 び 第 六 項 、 第 四 十 条 第 一 項 、 第 二

項 、 第 四 項 及 び 第 五 項 並 び に 第 四 十 一 条 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 同 令 第 五 条 第 一 項 た だ し 書 、 第 三 項 及 び 第 五 項 、 第 九 条 第 一 項 、 第 十 条 の 二 第

三 項 た だ し 書 、 第 十 一 条 第 一 項 、 第 二 項 及 び 第 四 項 た だ し 書 、 第 十 三 条 第 一 項 、 第 三 十 一 条 の 二 並 び に 第 三 十 七 条 の 規 定 の 例 に よ る 。 た だ し 、 本 文 の 規 定

に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ れ る 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 同 令 の 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 に 読 み 替 え る も の と す

る 。
第 八 条 第 二 項 応 じ 応 じ 、 自 転 車 及 び 歩 行 者 の 交 通 の 状 況 を 考 慮 し て

第 十 一 条 の 四 第 一 項 第 四 種 第 一 級 及 び 第 二 級 の 道 路 に は 、 植 樹 帯 を 設 け る も の と

し 、 そ の 他 の 道 路

道 路

第 二 十 四 条 第 二 項 と す る と す る 。 た だ し 、 雨 水 を 道 路 の 路 面 下 に 円 滑 に 浸 透 さ せ る こ と

が で き る 構 造 の 舗 装 の 歩 道 又 は 自 転 車 歩 行 者 道 に つ い て は 、 気

初校
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象 状 況 等 を 勘 案 し て 路 面 の 排 水 に 支 障 が な い 場 合 に お い て は 、

こ う

横 断 勾 配 を 附 さ ず 、 又 は 一 パ ー セ ン ト 以 下 と す る も の と す る

第 二 十 四 条 第 三 項 舗 装 道 舗 装 道 （ 歩 道 及 び 自 転 車 歩 行 者 道 を 除 く 。 ）

第 二 十 八 条 第 四 項 第 八 条 ま で 第 七 条 ま で 、 第 八 条 （ 同 条 第 二 項 に あ っ て は 、 道 路 法 施 行 条 例

（ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 一 号 ） 第 一 条 の 三 た だ し 書 の 規

定 に よ る 読 替 え 後 の 同 項 ）

第 三 十 六 条 前 条 ま で の 規 定 （ 第 八 条 、 第 十 三 条 、 第 十 四 条 、 第 二 十 四 条 、

第 二 十 六 条 、 第 三 十 一 条 及 び 第 三 十 三 条 を 除 く 。 ）

第 七 条 ま で 、 第 九 条 か ら 第 十 一 条 の 三 ま で 、 第 十 一 条 の 四 （ 同

条 第 一 項 に あ っ て は 、 道 路 法 施 行 条 例 第 一 条 の 三 た だ し 書 の 規

定 に よ る 読 替 え 後 の 同 項 ） 、 第 十 二 条 、 第 十 五 条 か ら 第 二 十 三

条 ま で 、 第 二 十 五 条 、 第 二 十 七 条 か ら 第 三 十 条 ま で 、 第 三 十 一

条 の 二 か ら 第 三 十 二 条 ま で 、 第 三 十 四 条 及 び 前 条 の 規 定

第 三 十 七 条 第 八 条 第 二 項 道 路 法 施 行 条 例 第 一 条 の 三 た だ し 書 の 規 定 に よ る 読 替 え 後 の 第

八 条 第 二 項 、 同 条 第 三 項

第 十 一 条 の 四 第 一 項 、 第 十 二 条 第 十 二 条

第 三 十 八 条 第 二 項 第 八 条 第 二 項 道 路 法 施 行 条 例 第 一 条 の 三 た だ し 書 の 規 定 に よ る 読 替 え 後 の 第

八 条 第 二 項

第 三 十 九 条 第 六 項 及

び 第 四 十 条 第 五 項

規 定 規 定 （ 道 路 法 施 行 条 例 第 一 条 の 三 た だ し 書 の 規 定 に よ り 読 み 替

え ら れ た 場 合 に は 、 読 替 え 後 の 規 定 ）

第 九 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 県 道 に 設 け る 道 路 標 識 の 寸 法 ）

第 九 条 の 二 法 第 四 十 五 条 第 三 項 の 条 例 で 定 め る 県 道 に 設 け る 道 路 標 識 の 寸 法 は 、 道 路 標 識 、 区 画 線 及 び 道 路 標 示 に 関 す る 命 令 （ 昭 和 三 十 五 年 総 理 府建 設 省 令 第 三

再校
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号 ） 別 表 第 二 案 内 標 識 の 部 分 、 警 戒 標 識 の 部 分 及 び 補 助 標 識 の 部 分 （ 案 内 標 識 及 び 警 戒 標 識 に 附 置 さ れ る も の に 限 る 。 ） 並 び に 備 考 一 の � （ ９ 及 び １０ を 除

く 。 ） 及 び � （ ８ の �３ 及 び �４ を 除 く 。 ） 並 び に 備 考 二 の � に 定 め る 寸 法 と す る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 徳 島 県 営 住 宅 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 第 三 条 の 三 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 設 置 す る 公 営 住 宅 に つ い て 適 用 す

る 。

３ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 新 設 又 は 改 築 の 工 事 中 の 道 路 に つ い て は 、 第 四 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 道 路 法 施 行 条 例 第 一 条 の 三 の 規 定 に 適 合 し な い 部 分 が あ る

場 合 に お い て は 、 当 該 部 分 に 対 し て は 、 当 該 規 定 は 適 用 し な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 部 分 に 関 し て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ り 都 市 公 園 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 県 土 整 備

部 関 係 施 設 の 設 置 等 に 係 る 基 準 に つ い て 条 例 で 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
四校
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高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 施 行 条 例

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 別 に 定 め る も の の ほ か 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 九 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） の

施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（ 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 道 路 の 構 造 に 関 す る 基 準 ）

第 二 条 法 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 道 路 の 構 造 に 関 す る 基 準 に つ い て は 、 次 項 に 定 め る も の の ほ か 、 同 条 第 二 項 に

規 定 す る 主 務 省 令 で 定 め る 基 準 の 例 に よ る 。

２ 道 路 構 造 令 （ 昭 和 四 十 五 年 政 令 第 三 百 二 十 号 ） 第 二 条 第 一 号 に 規 定 す る 歩 道 又 は 同 条 第 三 号 に 規 定 す る 自 転 車 歩 行 者 道 の 路 面 に 排 水 施 設 を 設 け る 場 合 に あ

っ て は 、 つ え 、 車 椅 子 等 を 使 用 す る 者 の 通 行 に 支 障 の な い 構 造 と す る も の と す る 。

（ 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 特 定 公 園 施 設 の 設 置 に 関 す る 基 準 ）

第 三 条 法 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 特 定 公 園 施 設 の 設 置 に 関 す る 基 準 に つ い て は 、 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 主 務 省

令 で 定 め る 基 準 の 例 に よ る 。 た だ し 、 本 文 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ れ る 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 特 定 公 園 施 設 の 設 置 に 関 す る 基 準 を 定 め る 省

令 （ 平 成 十 八 年 国 土 交 通 省 令 第 百 十 五 号 ） 第 三 条 第 一 号 イ 中 「 百 二 十 セ ン チ メ ー ト ル 」 と あ る の は 「 百 三 十 五 セ ン チ メ ー ト ル 」 と 、 同 条 第 二 号 ニ 中 「 五 パ ー

セ ン ト 」 と あ る の は 「 四 パ ー セ ン ト 」 と 、 同 令 第 六 条 第 一 項 第 二 号 イ 中 「 百 二 十 セ ン チ メ ー ト ル 」 と あ る の は 「 百 三 十 五 セ ン チ メ ー ト ル 」 と 、 同 条 第 二 項 第

一 号 中 「 百 二 十 セ ン チ メ ー ト ル 」 と あ る の は 「 百 四 十 セ ン チ メ ー ト ル 」 と す る 。

附 則

第 十 八 号

高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 制 定 に つ い て

高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校

第 十 八 号 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 制 定 に つ い て ７３
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こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ り 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律

の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 道 路 の 構 造 に 関 す る 基 準 等 に つ い て 条 例 で 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理

由 で あ る 。

初校
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高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 信 号 機 等 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 九 十 一 号 ） 第 三 十 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必

要 な 信 号 機 等 に 関 す る 基 準 に つ い て は 、 同 項 に 規 定 す る 主 務 省 令 で 定 め る 基 準 の 例 に よ る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ り 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律

の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 信 号 機 等 に 関 す る 基 準 に つ い て 条 例 で 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で

あ る 。

第 十 九 号

高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 信 号 機 等 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 制 定 に つ い て

高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 信 号 機 等 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校

第 十 九 号 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 円 滑 化 の た め に 必 要 な 信 号 機 等 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 制 定 に つ い て ７５
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徳 島 県 暴 力 団 排 除 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 暴 力 団 排 除 条 例 （ 平 成 二 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 二 項 中 「 第 三 十 二 条 の 二 第 一 項 」 を 「 第 三 十 二 条 の 三 第 一 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 二 十 号

徳 島 県 暴 力 団 排 除 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 暴 力 団 排 除 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校

第 二 十 号 徳 島 県 暴 力 団 排 除 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ７７
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徳 島 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 一 の 表 に 次 の よ う に 加 え る 。

和 田 島 太 陽 光 発 電 所 小 松 島 市 和 田 島 町 二 、 ○ ○ ○ キ ロ ワ ッ ト

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

和 田 島 太 陽 光 発 電 所 の 新 設 に 伴 い 、 電 気 事 業 の 規 模 を 改 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 二 十 一 号
徳 島 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 四 年 十 一 月 二 十 六 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

初校

第 二 十 一 号 徳 島 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ７９

平成24年11月議案



初校

�

平成24年11月議案



請負契約書中「４ 工期 徳島県議会の議決のあった日の翌日から平成２５年２月１０日まで」を「４ 工期 徳島県議会の議決のあった日の翌日から平成２５年

３月２５日まで」に改める。

提案理由

工事の請負契約の工期の変更に伴い，議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により議決を経る必要がある。これが，

この案件を提出する理由である。

第２２号

一般国道４３９号道路改築工事落合１号トンネルの請負契約の変更請負契約について

平成２３年１０月１３日議決を経た一般国道４３９号道路改築工事落合１号トンネルの請負契約の変更請負契約を次のと

おり締結する。

平 成２４年１１月２６日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

再校
第２２号 一般国道４３９号道路改築工事落合１号トンネルの請負契約の変更請負契約について ８１

平成24年11月議案



初校

�

平成24年11月議案



発売総額 １０，０００，０００千円以内

提案理由

当せん金付証票の発売について，当せん金付証票法第４条の規定により，その限度額について議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由であ

る。

第２３号

当せん金付証票の発売について

当せん金付証票法により，平成２５年度中において証票を次のとおり発売することができる。

平 成２４年１１月２６日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
第２３号 当せん金付証票の発売について ８３

平成24年11月議案



初校

�

平成24年11月議案



１ 施 設 の 名 称 徳島県立南部防災館

２ 指 定 管 理 者 海部郡海陽町大里字上中須１２８番地

海陽町

３ 指 定 の 期 間 平成２５年４月１日から平成２８年３月３１日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第２４号

徳島県立南部防災館の指定管理者の指定について

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成２４年１１月２６日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
第２４号 徳島県立南部防災館の指定管理者の指定について ８５

平成24年11月議案



初校

�

平成24年11月議案



１ 施 設 の 名 称 徳島県月見が丘海浜公園

２ 指 定 管 理 者 徳島市幸町一丁目４７番地３

株式会社 スタッフクリエイト

３ 指 定 の 期 間 平成２５年４月１日から平成２８年３月３１日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第２５号

徳島県月見が丘海浜公園の指定管理者の指定について

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成２４年１１月２６日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
第２５号 徳島県月見が丘海浜公園の指定管理者の指定について ８７

平成24年11月議案



初校

�

平成24年11月議案



１ 施 設 の 名 称 旧吉野川流域下水道

２ 指 定 管 理 者 徳島市かちどき橋一丁目４１番地

財団法人 徳島県建設技術センター

３ 指 定 の 期 間 平成２５年４月１日から平成２８年３月３１日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第２６号

旧吉野川流域下水道の指定管理者の指定について

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成２４年１１月２６日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
第２６号 旧吉野川流域下水道の指定管理者の指定について ８９

平成24年11月議案



初校

�

平成24年11月議案



第２７号

平成２４年度徳島県一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認について

地方自治法第１７９条第１項の規定により，平成２４年度徳島県一般会計補正予算（第４号）を次のとおり専決処分し

たので，同条第３項の規定により報告し，承認を求める。

平 成２４年１１月２６日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
第２７号 平成２４年度徳島県一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認について ９１

平成24年11月議案



初校

�

平成24年11月議案



平成２４年度徳島県一般会計補正予算（第４号）

平成２４年度徳島県一般会計の補正予算（第４号）は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５４８，１４５千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７１，１７０，１１９千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は，「第１表歳入歳出予算補正」による。

平 成２４年１１月１６日 専 決

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第１表 歳入歳出予算補正

歳 入

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

９ 国 庫 支 出 金 ５３，９３１，９３４ ５４８，１４５ ５４，４８０，０７９

３ 委 託 金 １，０４３，０３４ ５４８，１４５ １，５９１，１７９

歳 入 合 計 ４７０，６２１，９７４ ５４８，１４５ ４７１，１７０，１１９

千円 千円 千円

初校
９３

平成24年11月議案



歳 出

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

２ 総 務 費 ２７，６６２，２３４ ５４８，１４５ ２８，２１０，３７９

５ 選 挙 費 ４１，３５８ ５４８，１４５ ５８９，５０３

歳 出 合 計 ４７０，６２１，９７４ ５４８，１４５ ４７１，１７０，１１９

初校

千円 千円 千円

９４

平成24年11月議案



損害賠償の額の決定及び和解について

交通事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第１号

損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第１８０条第１項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第２項の規定により報告する。

平 成２４年１１月２６日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

名西郡石井町在住 １名 ８３，９１０ 平成２４年６月６日 名西郡石井町地内 平成２４年１１月１５日

阿南市所在 １法人 ６５，６００ 平成２４年７月２７日 阿南市地内 平成２４年１１月１５日

徳島市在住 １名 １７３，２００ 平成２４年８月２４日 徳島市地内 平成２４年１１月１５日

奈良県生駒市在住 １名 １７０，０００ 平成２４年９月１２日 三好市地内 平成２４年１１月１５日

小松島市所在 １法人 ４１，９３４ 平成２４年９月１３日 阿南市地内 平成２４年１１月１５日

岡山県岡山市所在 １法人 ３２７，０８０ 平成２４年８月２日 徳島市地内 平成２４年１１月１６日

徳島市所在 １法人 ９８，４８５ 平成２４年９月２２日 徳島市地内 平成２４年１１月１６日

円

三校
報告第１号 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について ９５

平成24年11月議案



再校

�

平成24年11月議案



損害賠償の額の決定及び和解について

道路事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第２号

損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第１８０条第１項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第２項の規定により報告する。

平 成２４年１１月２６日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

香川県高松市所在 １法人 ９２，０００ 平成２４年２月８日 板野郡板野町地内
（県道板野川島線） 平成２４年１１月１日

鳴門市在住 １名 １，６６０，０００ 平成２４年７月１７日 板野郡板野町地内
（県道徳島引田線） 平成２４年１１月１日

徳島市在住 １名 ６１，０００ 平成２４年７月１９日 徳島市地内
（県道新浜勝浦線） 平成２４年１１月１日

兵庫県神戸市在住 １名 ７９，０００ 平成２４年７月２１日 那賀郡那賀町地内
（国道１９３号） 平成２４年１１月１日

吉野川市在住 １名 １３４，０００ 平成２４年７月２１日 三好市地内
（県道勝浦三野線） 平成２４年１１月１日

吉野川市在住 １名 ４２，５１９ 平成２４年８月７日 吉野川市地内
（県道鴨島神山線） 平成２４年１１月１日

円

三校
報告第２号 損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について ９７

平成24年11月議案



再校

�

平成24年11月議案



補 正 予 算 説 明 書

初校

�

平成24年11月議案



初校

�

平成24年11月議案



平成２４年度徳島県一般会計補正予算（第５号）説明書
歳入歳出補正予算（第５号）事項別明細書 （単位 千円）

１ 総 括

（歳 入）

款 補 正 前 の 額 補 正 額 計 頁

０１ 県 税 ６６，５００，０００ ― ６６，５００，０００ ―

０２ 地 方 消 費 税 清 算 金 １４，６６０，０００ ― １４，６６０，０００ ―

０３ 地 方 譲 与 税 ８，１５６，０００ ― ８，１５６，０００ ―

０４ 地 方 特 例 交 付 金 １２６，０００ ― １２６，０００ ―

０５ 地 方 交 付 税 １４５，０００，０００ ― １４５，０００，０００ ―

０６ 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 ３１０，０００ ― ３１０，０００ ―

０７ 分 担 金 及 び 負 担 金 １，１１９，４８８ ４５，４２６ １，１６４，９１４ １０５

０８ 使 用 料 及 び 手 数 料 ４，００３，９０８ ― ４，００３，９０８ ―

三校
１０１

平成24年11月議案



款 補 正 前 の 額 補 正 額 計 頁

０９ 国 庫 支 出 金 ５４，４８０，０７９ ９４３，５６３ ５５，４２３，６４２ １０７

１０ 財 産 収 入 １，００９，４１３ ― １，００９，４１３ ―

１１ 寄 附 金 ３，１６４ ― ３，１６４ ―

１２ 繰 入 金 ８５，９９１，４０７ １，００４，０００ ８６，９９５，４０７ １１１

１３ 繰 越 金 ６，１６９，７６９ １７８，３６９ ６，３４８，１３８ １１３

１４ 諸 収 入 １４，３６９，８９１ ― １４，３６９，８９１ ―

１５ 県 債 ６９，２７１，０００ ９３８，０００ ７０，２０９，０００ １１５

歳 入 合 計 ４７１，１７０，１１９ ３，１０９，３５８ ４７４，２７９，４７７ ―

三校
１０２

平成24年11月議案



（歳 出）

款 補正前の額 補 正 額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

頁特 定 財 源
一 般 財 源

国 支 出 金 地 方 債 そ の 他

０１ 議 会 費 １，００８，４４７ ― １，００８，４４７ ―

０２ 総 務 費 ２８，２１０，３７９ １，００７，５００ ２９，２１７，８７９ １，０００，０００ ７，５００ １１７

０３ 民 生 費 ５７，７８４，８６８ ― ５７，７８４，８６８ ―

０４ 衛 生 費 ２３，０２８，９２５ ４，０００ ２３，０３２，９２５ ４，０００ １１９

０５ 労 働 費 ６，７６５，９９１ ― ６，７６５，９９１ ―

０６ 農 林 水 産 業 費 ３１，２４０，４１０ ７７６，３８５ ３２，０１６，７９５ ３３５，０９０ ３６０，０００ ４０，２９５ ４１，０００ １２１

０７ 商 工 費 ５８，７７１，２３３ ― ５８，７７１，２３３ ―

０８ 土 木 費 ４１，９７６，４３９ １，３２１，４７３ ４３，２９７，９１２ ６０８，４７３ ５７８，０００ ５，１３１ １２９，８６９ １２７

０９ 警 察 費 ２０，７６９，４５８ ― ２０，７６９，４５８ ―

三校
１０３

平成24年11月議案



款 補正前の額 補 正 額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

頁特 定 財 源
一 般 財 源

国 支 出 金 地 方 債 そ の 他

１０ 教 育 費 ８５，０１６，９０４ ― ８５，０１６，９０４ ―

１１ 災 害 復 旧 費 ９，８５７，９４４ ― ９，８５７，９４４ ―

１２ 公 債 費 ８９，６２６，１２３ ― ８９，６２６，１２３ ―

１３ 諸 支 出 金 １６，９６２，９９８ ― １６，９６２，９９８ ―

１４ 予 備 費 １５０，０００ ― １５０，０００ ―

財 源 振 替 ０ ０ ０ 繰越金 １７８，３６９ △１７８，３６９ ―

歳 出 合 計 ４７１，１７０，１１９ ３，１０９，３５８ ４７４，２７９，４７７ ９４３，５６３ ９３８，０００ １，２２７，７９５ ０ ―

再校
１０４

平成24年11月議案



２ 歳 入

（款） ０７ 分担金及び負担金

（項） ０１ 分 担 金

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

０１ 農林水産業費分担金 ２７１，９１７ ３５，８１５ ３０７，７３２０１農地費分担金 ３５，８１５ 県営かんがい排水事業費（２．５／１０） ４，０００

経営体育成基盤整備事業費（２．２５／１０） ２８，２１５

県営老朽ため池等整備事業費（２．５／１０） １，５００

地盤沈下対策事業費（０．６／１０） ６００

国営付帯県営農地防災事業費（１．５／１０） １，５００

計 ３０６，９１７ ３５，８１５ ３４２，７３２

再校
１０５歳入 第０７款 分担金及び負担金

平成24年11月議案



（項） ０２ 負 担 金

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

０２ 農林水産業費負担金 ３７８，９５９ ４，４８０ ３８３，４３９０３水産業費負担金 ４，４８０ 水産物供給基盤機能保全事業費（１４／１００） ４，４８０

０３ 土 木 費 負 担 金 ３１６，８８２ ５，１３１ ３２２，０１３０１
道路橋りょう費
負 担 金 ３，５３１ 道路局部改良事業費（１５／１００） ３，５３１

０２河 川 海 岸 費
負 担 金 １，６００ 県単独砂防事業費（５／１００・２５／１００） １，６００

計 ８１２，５７１ ９，６１１ ８２２，１８２

再校
１０６

平成24年11月議案



（款） ０９ 国 庫 支 出 金

（項） ０１ 国 庫 負 担 金

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

０５ 農林水産業費国庫負担金 ３２８，３１０ ７９，５００ ４０７，８１００２
農 地 費
国 庫 負 担 金 ３３，５００ 耕地地すべり防止事業費（１／２） ３３，５００

０３林 業 費
国 庫 負 担 金 ３１，０００ 林野地すべり防止事業費（１／２） ３１，０００

０４水 産 業 費
国 庫 負 担 金 １５，０００ 漁港海岸保全施設整備事業費（１／２） １５，０００

０６ 土 木 費 国 庫 負 担 金 １，６４９，４００ ７９，０００ １，７２８，４０００１河 川 海 岸 費
国 庫 負 担 金 ５８，０００ 通常砂防事業費（１／２） ２０，０００

総合流域防災事業費（１／２） ３８，０００

０２港 湾 費
国 庫 負 担 金 ２１，０００ 港湾海岸保全施設整備事業費（１／２） ２１，０００

計 ２８，５３９，２１７ １５８，５００ ２８，６９７，７１７

再校
１０７歳入 第０９款 国 庫 支 出 金

平成24年11月議案



（項） ０２ 国 庫 補 助 金

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

０５ 農林水産業費国庫補助金 ７，３０７，６０４ ２５５，５９０ ７，５６３，１９４０４農 地 費
国 庫 補 助 金 ８３，７００ 県営かんがい排水事業費（１／２） ８，０００

経営体育成基盤整備事業費（１／２） ６２，７００

県営老朽ため池等整備事業費（１／２） ３，０００

地盤沈下対策事業費（１／２） ５，０００

国営付帯県営農地防災事業費（１／２） ５，０００

０５林 業 費
国 庫 補 助 金 １５５，８９０ 森林基盤整備事業費（１０／１０） １９，０９０

治山事業費（１／２） １３６，８００

０６水 産 業 費
国 庫 補 助 金 １６，０００ 水産物供給基盤機能保全事業費（１／２） １６，０００

０７ 土 木 費 国 庫 補 助 金 １１，５９８，３８０ ５２９，４７３ １２，１２７，８５３０２道路橋りょう費国 庫 補 助 金 ３７６，４７３ 緊急地方道路整備事業費（定額） ２１９，４７３

道路災害防除事業費（１／２） ９１，０００

交通安全施設整備事業費（１／２） ６６，０００

０３河 川 海 岸 費
国 庫 補 助 金 １３６，０００ 広域河川改修事業費（１／２） １００，０００

総合流域防災事業費（１／２） ３６，０００

再校
１０８

平成24年11月議案



０５都 市 計 画 費
国 庫 補 助 金 １７，０００ 公園整備事業費（１／２） １７，０００

計 ２４，３４９，６８３ ７８５，０６３ ２５，１３４，７４６

再校
１０９

平成24年11月議案



再校

◯１１０

平成24年11月議案



（款） １２ 繰 入 金

（項） ０２ 基 金 繰 入 金

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

０４ 二十一世紀創造基金
繰 入 金 ７，４６５，１５０ １，０００，０００ ８，４６５，１５００１二十一世紀創造基 金 繰 入 金 １，０００，０００

１２ 地 域 医 療 再 生 基 金
繰 入 金 ２，４７２，１０１ ４，０００ ２，４７６，１０１０１地域医療再生基 金 繰 入 金 ４，０００

計 ２９，００７，３４３ １，００４，０００ ３０，０１１，３４３

再校
１１１歳入 第１２款 繰 入 金

平成24年11月議案



再校

◯１１２

平成24年11月議案



（款） １３ 繰 越 金

（項） ０１ 繰 越 金

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

０１ 繰 越 金 ６，１６９，７６９ １７８，３６９ ６，３４８，１３８０１繰 越 金 １７８，３６９

計 ６，１６９，７６９ １７８，３６９ ６，３４８，１３８

再校
１１３歳入 第１３款 繰 越 金

平成24年11月議案



再校

◯１１４

平成24年11月議案



（款） １５ 県 債

（項） ０１ 県 債

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

０５ 農 林 水 産 業 債 ５，５１７，０００ ３６０，０００ ５，８７７，００００２農 地 費 債 １０１，０００ 県営かんがい排水事業費 ６，０００

経営体育成基盤整備事業費 ４４，０００

耕地地すべり防止事業費 ３９，０００

県営老朽ため池等整備事業費 ２，０００

地盤沈下対策事業費 ５，０００

国営付帯県営農地防災事業費 ５，０００

０３林 業 費 債 ２２８，０００ 治山事業費 １５９，０００

林野地すべり防止事業費 ３５，０００

県単独治山事業費 ９，０００

直轄治山事業負担金 ２５，０００

０４水 産 業 費 債 ３１，０００ 水産物供給基盤機能保全事業費 １４，０００

漁港海岸保全施設整備事業費 １７，０００

再校
１１５歳入 第１５款 県 債

平成24年11月議案



目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

０６ 土 木 債 １３，４５１，０００ ５７８，０００ １４，０２９，００００１道 路
橋りょう費債 ２８１，０００ 緊急地方道路整備事業費 １０９，０００

交通安全対策事業費 ７２，０００

道路災害防除事業費 １００，０００

０２河川海岸費債 ２５３，０００ 直轄河川事業負担金 ２５，０００

広域河川改修事業費 １１０，０００

総合流域防災事業費 ８１，０００

通常砂防事業費 ２２，０００

県単独砂防事業費 １５，０００

０３港 湾 費 債 ２５，０００ 港湾海岸保全施設整備事業費 ２５，０００

０４都市計画費債 １９，０００ 公園整備事業費 １９，０００

計 ６９，２７１，０００ ９３８，０００ ７０，２０９，０００

再校
１１６

平成24年11月議案



３ 歳 出

（款） ０２ 総 務 費

（項） ０１ 総 務 管 理 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

０６財政管理費 ６，９６８，０１９１，０００，０００７，９６８，０１９
繰入金
１，０００，０００ ２５積 立 金 １，０００，０００ １ 震災対策基金積立金 １，０００，０００

計 １６，６６１，２８６１，０００，０００１７，６６１，２８６ １，０００，０００

再校
１１７歳出 第０２款 総 務 費

平成24年11月議案



（項） ０６ 防 災 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

０１防災総務費 １，１４１，５４１ ７，５００１，１４９，０４１ ７，５００
０８報 償 費 ７００ １ 防災対策指導費 ７，５００

０９旅 費 １５０

１１需 用 費 １，８５０

１２役 務 費 １００

１３委 託 料 ３，９００

１４使用料及び賃 借 料 ６００

１５工事請負費 ２００

計 １，４１６，７７６ ７，５００１，４２４，２７６ ７，５００

再校
１１８

平成24年11月議案



（款） ０４ 衛 生 費

（項） ０３ 保 健 所 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

０１保 健 所 費 １，５５３，２７６ ４，０００１，５５７，２７６
繰入金
４，０００

１１需 用 費 １７０ １ 保健所運営費 ４，０００

１８備品購入費 ３，８３０

計 １，５５３，２７６ ４，０００１，５５７，２７６ ４，０００

再校
１１９歳出 第０４款 衛 生 費

平成24年11月議案



再校

◯１２０

平成24年11月議案



（款） ０６ 農林水産業費

（項） ０４ 農 地 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

０２土地改良費 ２，６６３，０００ １７１，７５７２，８３４，７５７ ７０，７００ ５０，０００
分，負
３２，２１５ １８，８４２

１１需 用 費 ９，０１５ １ 県営かんがい排水事業費 １８，０００

２ 県単独土地改良事業費 １８，８４２

工事費 ４，０００

事業費補助金 １４，８４２

３ 経営体育成基盤整備事業費 １３４，９１５

１２役 務 費 １，５００

１３委 託 料 ８，０００

１４使用料及び賃 借 料 ４，０００

１５工事請負費 １３０，０００

１７公 有 財 産
購 入 費 １，４００

１９負担金、補助及び交付金 １４，８４２

２２補償、補�及び賠償金 ３，０００

０３農 地 防 災事 業 費 １，６５９，９３８ １０１，１００１，７６１，０３８ ４６，５００ ５１，０００
分，負
３，６００

１１需 用 費 ６，１００ １ 耕地地すべり防止事業費 ７２，５００

２ 県営老朽ため池等整備事業費 ６，５００

３ 地盤沈下対策事業費 １０，６００

１２役 務 費 １，０００

１４使用料及び賃 借 料 １，５００

再校
１２１歳出 第０６款 農林水産業費

平成24年11月議案



目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

１５工事請負費 ９２，３００ ４ 国営付帯県営農地防災事業費 １１，５００

１７公 有 財 産
購 入 費 ２００

計 ８，８１２，１５６ ２７２，８５７９，０８５，０１３ １１７，２００ １０１，０００ ３５，８１５ １８，８４２

再校
１２２

平成24年11月議案



（項） ０５ 林 業 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

０５林 道 費 ２，１２５，８３４ ３１，８８５２，１５７，７１９ １９，０９０ １２，７９５
０９旅 費 ３００ １ 森林基盤整備事業費

事業費補助金 １９，０９０

２ 県単独林道事業費 １２，７９５

事業費補助金 １１，２０５

事務費 １，５９０

１１需 用 費 ８９０

１２役 務 費 ２００

１４使用料及び賃 借 料 ２００

１９負担金、補助及び交付金 ３０，２９５

０６治 山 費 ２，９０１，１０２ ３９９，６６３３，３００，７６５ １６７，８００ ２２８，０００ ３，８６３
０９旅 費 １，１９０ １ 治山事業費 ２９５，８００

２ 林野地すべり防止事業費 ６６，０００

３ 県単独治山事業費 １２，８６３

事業費補助金 １２，２５０

事務費 ６１３

４ 国直轄事業負担金 ２５，０００

１１需 用 費 １４，２６３

１２役 務 費 ２，０８０

１３委 託 料 １２，０００

１４使用料及び賃 借 料 ２，０８０

１５工事請負費 ３３０，０００

１９負担金、補助及び交付金 ３７，２５０

再校
１２３

平成24年11月議案



目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

２２補償、補�及び賠償金 ８００

計 １２，９０９，４３５ ４３１，５４８１３，３４０，９８３ １８６，８９０ ２２８，０００ １６，６５８

再校
１２４

平成24年11月議案



（項） ０６ 水 産 業 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

０８漁港建設費 ９９２，７００ ７１，９８０１，０６４，６８０ ３１，０００ ３１，０００
分，負
４，４８０ ５，５００

１１需 用 費 ３，１８０ １ 水産物供給基盤機能保全事業費 ３４，４８０

２ 漁港海岸保全施設整備事業費 ３２，０００

３ 県単独漁港漁場整備事業費 ５，５００

１２役 務 費 ８００

１３委 託 料 ４７，０００

１４使用料及び賃 借 料 ５００

１５工事請負費 ２０，０００

１８備品購入費 ３００

２７公 課 費 ２００

計 ２，１０３，８０５ ７１，９８０２，１７５，７８５ ３１，０００ ３１，０００ ４，４８０ ５，５００

再校
１２５

平成24年11月議案



再校

◯１２６

平成24年11月議案



（款） ０８ 土 木 費

（項） ０２ 道路橋りょう費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

０２道路維持費 １，９８８，１２６ １９１，０００２，１７９，１２６ ９１，０００ １００，０００
１１需 用 費 ２，５２０ １ 道路災害防除事業費 １９１，０００

１３委 託 料 ５６，４８０

１５工事請負費 １３２，０００

０３道 路 新 設改 良 費 １３，９４２，３１０ ３５６，１７３１４，２９８，４８３ ２１９，４７３ １０９，０００
分，負
３，５３１ ２４，１６９

１１需 用 費 ５，０１５ １ 道路局部改良事業費 ２７，７００

２ 緊急地方道路整備事業費 ３２８，４７３１３委 託 料 １２２，０８０

１５工事請負費 ２０７，０７８

１７公 有 財 産
購 入 費 １１，０００

２２補償、補�及び賠償金 １１，０００

０４交 通 安 全対 策 費 ９４３，１３８ １６１，８００１，１０４，９３８ ６６，０００ ７２，０００ ２３，８００
１１需 用 費 ２，３９４ １ 交通安全対策事業費 １６１，８００

国補対象事業費 １３２，０００

県単独事業費 ２９，８００
１３委 託 料 ５２，１７６

１５工事請負費 ９７，２３０

再校
１２７歳出 第０８款 土 木 費

平成24年11月議案



目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

１７公 有 財 産
購 入 費 ５，０００

２２補償、補�及び賠償金 ５，０００

計 １７，９２２，１４２ ７０８，９７３１８，６３１，１１５ ３７６，４７３ ２８１，０００ ３，５３１ ４７，９６９

再校
１２８

平成24年11月議案



（項） ０３ 河 川 海 岸 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

０２河川改良費 ５，６５９，１１０ ３４７，７００６，００６，８１０ １３６，０００ １７４，０００ ３７，７００
１１需 用 費 ４，７６０ １ 河川特殊改良事業費 ３７，７００

２ 国直轄事業負担金 ２５，０００

３ 広域河川改修事業費 ２１０，０００

４ 総合流域防災事業費 ７５，０００

１３委 託 料 ２６，８４０

１５工事請負費 ２９１，１００

１９負担金、補助及び交付金 ２５，０００

０３砂 防 費 ４，２２８，７７５ １４７，８００４，３７６，５７５ ５８，０００ ７９，０００
分，負
１，６００ ９，２００

１１需 用 費 ２，４４０ １ 通常砂防事業費 ４２，０００

２ 県単独砂防事業費 ２５，８００

３ 総合流域防災事業費 ８０，０００

１３委 託 料 ３２，３６０

１５工事請負費 １１３，０００

計 １０，７５６，８６３ ４９５，５００１１，２５２，３６３ １９４，０００ ２５３，０００ １，６００ ４６，９００

再校
１２９

平成24年11月議案



（項） ０４ 港 湾 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

０２港湾建設費 １，７２４，４０２ ８０，０００１，８０４，４０２ ２１，０００ ２５，０００ ３４，０００
１１需 用 費 ２，１４０ １ 県単独港湾整備事業費 ３４，０００

２ 港湾海岸保全施設整備事業費 ４６，０００１３委 託 料 １４，６１０

１５工事請負費 ６３，２５０

計 ３，２２１，１８３ ８０，０００３，３０１，１８３ ２１，０００ ２５，０００ ３４，０００

再校
１３０

平成24年11月議案



（項） ０５ 都 市 計 画 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

０３公 園 費 ２，５４８，９４４ ３７，０００２，５８５，９４４ １７，０００ １９，０００ １，０００
１１需 用 費 ５９０ １ 公園整備事業費 ３７，０００

国補対象事業費 ３４，０００

県単独事業費 ３，０００
１３委 託 料 １，５６０

１５工事請負費 ３４，８５０

計 ４，６５２，１７５ ３７，０００４，６８９，１７５ １７，０００ １９，０００ １，０００

再校
１３１

平成24年11月議案



再校

◯１３２

平成24年11月議案



補正予算（第５号）債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は支出額の

見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

（当該年度提出に係る分）

事 項 限 度 額
前 年 度 末 ま で の
支 出（ 見 込 ）額

当 該 年 度 以 降 の
支 出 予 定 額

左 の 財 源 内 訳
特 定 財 源 一般財源期 間 金 額 期 間 金 額 国支出金 地 方 債 そ の 他

徳島県立南部防災館の管理運営協定

３５，７５６

自

平成２５年度

至

平成２７年度

３５，７５６ ３５，７５６

医療施設耐震化整備事業に係る補助金

交付指令

（平成２４年度事業分）

８６３，０００

自

平成２５年度

至

平成２６年度

８６３，０００ ８６３，０００

徳島県月見が丘海浜公園の管理運営協

定
１６２，１６３

自

平成２５年度

至

平成２７年度

１６２，１６３ １６２，１６３

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

再校
１３３

平成24年11月議案



再校

◯１３４

平成24年11月議案



補正予算（第５号）地方債の前年度末における現在高及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書

区 分
前 年 度 末

現 在 高

当 該 年 度 中 増 減 見 込 み 当該年度末現在高見込額当 該 年 度 中 起 債 見 込 額 当該年度中元金償還見込額

補正前の額 補 正 額 計 補正前の額 補 正 額 計 補正前の額 補 正 額 計

１ 普 通 債 ６４２，２９２，５１３ ３７，６４８，０００ ９３８，０００ ３８，５８６，０００ ５９，１２８，０３０ ５９，１２８，０３０６２０，８１２，４８３ ９３８，０００６２１，７５０，４８３

�１ 土 木 ４２９，０３０，４８７ １７，６１０，０００ ５７８，０００ １８，１８８，０００ ４０，２９０，１４２ ４０，２９０，１４２４０６，３５０，３４５ ５７８，０００４０６，９２８，３４５

�２ 農 林 水 産 ８９，５２０，９２０ ７，０４２，０００ ３６０，０００ ７，４０２，０００ １０，５０７，３３２ １０，５０７，３３２ ８６，０５５，５８８ ３６０，０００ ８６，４１５，５８８

合 計 ９２９，７０４，５８５ ７６，８３３，０００ ９３８，０００ ７７，７７１，０００ ７３，５８４，０００ ７３，５８４，０００９３２，９５３，５８５ ９３８，０００９３３，８９１，５８５

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

再校
１３５

平成24年11月議案



再校

◯１３６

平成24年11月議案



補正予算に係る債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は支出額の

見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

（当該年度提出に係る分）

区 分 事 項 限 度 額
前 年 度 末 ま で の
支 出（ 見 込 ）額

当 該 年 度 以 降 の
支 出 予 定 額

左 の 財 源 内 訳
特 定 財 源 一般財源期 間 金 額 期 間 金 額 国支出金 地 方 債 そ の 他

流域下水道

事業特別会計

旧吉野川流域下水道の管理運営

協定
６２１，２８５

自

平成２５年度

至

平成２７年度

６２１，２８５ ６２１，２８５

平成２４年度徳島県特別会計補正予算説明書

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

三校
１３７

平成24年11月議案



再校

◯１３８

平成24年11月議案



平成２４年度徳島県工業用水道事業会計補正予算（第２号）説明書

平成２４年度徳島県工業用水道事業会計補正予算（第２号）実施計画

収 益 的 収 入 及 び 支 出

支 出

款 項 目 既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計 備 考

１ 事 業 費 用

１ 営 業 費 用

１ 吉野川北岸工業用
水 道 事 業 費

９３６，３９６

８５１，６５７

５４４，４３２

１１，０００

１１，０００

１１，０００

９４７，３９６

８６２，６５７

５５５，４３２

（千円） （千円） （千円）

三校
１３９

平成24年11月議案



資 本 的 収 入 及 び 支 出

支 出

款 項 目 既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計 備 考

１ 資 本 的 支 出

１ 建 設 改 良 費

１ 改 良 費

１，０２１，１８３

７７１，１６０

７７１，１６０

２０，０００

２０，０００

２０，０００

１，０４１，１８３

７９１，１６０

７９１，１６０

再校

（千円） （千円） （千円）

１４０

平成24年11月議案



平成２４年度徳島県工業用水道事業会計資金計画

区 分 既 決 予 定 額 変 更 予 定 額 補 正 予 定 額

受 入 資 金 ３，８９９，２６７ ３，８９９，２６７ ０

支 払 資 金 １，９９８，９３０ ２，０２９，９３０ ３１，０００

１ 営 業 費 用

３ 建 設 改 良 費

４７４，１４２

８１２，８６３

４８５，１４２

８３２，８６３

１１，０００

２０，０００

差 引 １，９００，３３７ １，８６９，３３７ △３１，０００

千円 千円 千円

再校
１４１

平成24年11月議案



再校

◯１４２

平成24年11月議案



平成２４年度徳島県工業用水道事業予定貸借対照表 （単位 千円）

（平 成２５年 ３ 月３１日）

資 産 の 部

１ 固 定 資 産

�１ 有 形 固 定 資 産

イ 土 地 ２２９，３８６

ロ 建 物 １，１３０，１９４

減 価 償 却 累 計 額 ５３０，５６７ ５９９，６２７

ハ 構 築 物 ８，９２９，２９２

減 価 償 却 累 計 額 ３，７１１，３９４ ５，２１７，８９８

ニ 機 械 装 置 ３，４８９，９８２

減 価 償 却 累 計 額 ２，０８３，０５０ １，４０６，９３２

ホ 車 両 運 搬 具 ８，５１４

減 価 償 却 累 計 額 ７，４４８ １，０６６

ヘ 船 舶 ３７８

減 価 償 却 累 計 額 ３６０ １８

ト 工 具 器 具 及 び 備 品 ６４，２８０

減 価 償 却 累 計 額 １５，３２８ ４８，９５２

チ 事 業 外 固 定 資 産 １，０３３

リ 建 設 仮 勘 定 ３２，１８１

有 形 固 定 資 産 合 計 ７，５３７，０９３

�２ 無 形 固 定 資 産

再校
１４３

平成24年11月議案



イ 施 設 利 用 権 ４２７，８４６

ロ 電 話 加 入 権 ２９２

ハ 地 役 権 ５１０

無 形 固 定 資 産 合 計 ４２８，６４８

�３ 投 資

イ そ の 他 投 資 ６２

投 資 合 計 ６２

固 定 資 産 合 計 ７，９６５，８０３

２ 流 動 資 産

�１ 現 金 預 金 １，８６９，３３７

�２ 未 収 金 ８９，３５２

�３ 貯 蔵 品 １９，０４７

流 動 資 産 合 計 １，９７７，７３６

資 産 合 計 ９，９４３，５３９

負 債 の 部

３ 固 定 負 債

�１ 他 会 計 借 入 金 ２００，０００

�２ 引 当 金

イ 退 職 給 与 引 当 金 ２８，８６４

ロ 修 繕 準 備 引 当 金 ４２１，９５６ ４５０，８２０

固 定 負 債 合 計 ６５０，８２０

４ 流 動 負 債

再校
１４４
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�１ 未 払 金 ２６，４９７

�２ 未 払 費 用 ２，７１９

�３ 前 受 金 １４０

�４ そ の 他 流 動 負 債 ５８８

流 動 負 債 合 計 ２９，９４４

負 債 合 計 ６８０，７６４

資 本 の 部

５ 資 本 金

�１ 自 己 資 本 金 ４，０４０，２６１

�２ 借 入 資 本 金

イ 企 業 債 １，６００，８５１

借 入 資 本 金 合 計 １，６００，８５１

資 本 金 合 計 ５，６４１，１１２

６ 剰 余 金

�１ 資 本 剰 余 金

イ 国 庫 補 助 金 １，８５８，８６５

ロ 受 贈 財 産 評 価 額 １２，４２４

ハ 工 事 負 担 金 ９１７，８３８

ニ そ の 他 資 本 剰 余 金 １５９，０８１

資 本 剰 余 金 合 計 ２，９４８，２０８

�２ 利 益 剰 余 金

イ 当年度未処分利益剰余金 ６７３，４５５

再校
１４５
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利 益 剰 余 金 合 計 ６７３，４５５

剰 余 金 合 計 ３，６２１，６６３

資 本 合 計 ９，２６２，７７５

負 債 資 本 合 計 ９，９４３，５３９

再校
１４６
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補 正 予 算 専 決 処 分 説 明 書

初校

◯１４７
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平成２４年度徳島県一般会計補正予算（第４号）専決処分説明書
歳入歳出補正予算（第４号）事項別明細書 （単位 千円）

１ 総 括

（歳 入）

款 補 正 前 の 額 補 正 額 計 頁

０１ 県 税 ６６，５００，０００ ― ６６，５００，０００ ―

０２ 地 方 消 費 税 清 算 金 １４，６６０，０００ ― １４，６６０，０００ ―

０３ 地 方 譲 与 税 ８，１５６，０００ ― ８，１５６，０００ ―

０４ 地 方 特 例 交 付 金 １２６，０００ ― １２６，０００ ―

０５ 地 方 交 付 税 １４５，０００，０００ ― １４５，０００，０００ ―

０６ 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 ３１０，０００ ― ３１０，０００ ―

０７ 分 担 金 及 び 負 担 金 １，１１９，４８８ ― １，１１９，４８８ ―

０８ 使 用 料 及 び 手 数 料 ４，００３，９０８ ― ４，００３，９０８ ―

再校
１４９
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款 補 正 前 の 額 補 正 額 計 頁

０９ 国 庫 支 出 金 ５３，９３１，９３４ ５４８，１４５ ５４，４８０，０７９ １５３

１０ 財 産 収 入 １，００９，４１３ ― １，００９，４１３ ―

１１ 寄 附 金 ３，１６４ ― ３，１６４ ―

１２ 繰 入 金 ８５，９９１，４０７ ― ８５，９９１，４０７ ―

１３ 繰 越 金 ６，１６９，７６９ ― ６，１６９，７６９ ―

１４ 諸 収 入 １４，３６９，８９１ ― １４，３６９，８９１ ―

１５ 県 債 ６９，２７１，０００ ― ６９，２７１，０００ ―

歳 入 合 計 ４７０，６２１，９７４ ５４８，１４５ ４７１，１７０，１１９ ―

再校
１５０
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（歳 出）

款 補正前の額 補 正 額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

頁特 定 財 源
一 般 財 源

国 支 出 金 地 方 債 そ の 他

０１ 議 会 費 １，００８，４４７ ― １，００８，４４７ ―

０２ 総 務 費 ２７，６６２，２３４ ５４８，１４５ ２８，２１０，３７９ ５４８，１４５ １５５

０３ 民 生 費 ５７，７８４，８６８ ― ５７，７８４，８６８ ―

０４ 衛 生 費 ２３，０２８，９２５ ― ２３，０２８，９２５ ―

０５ 労 働 費 ６，７６５，９９１ ― ６，７６５，９９１ ―

０６ 農 林 水 産 業 費 ３１，２４０，４１０ ― ３１，２４０，４１０ ―

０７ 商 工 費 ５８，７７１，２３３ ― ５８，７７１，２３３ ―

０８ 土 木 費 ４１，９７６，４３９ ― ４１，９７６，４３９ ―

０９ 警 察 費 ２０，７６９，４５８ ― ２０，７６９，４５８ ―

再校
１５１
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款 補正前の額 補 正 額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

頁特 定 財 源
一 般 財 源

国 支 出 金 地 方 債 そ の 他

１０ 教 育 費 ８５，０１６，９０４ ― ８５，０１６，９０４ ―

１１ 災 害 復 旧 費 ９，８５７，９４４ ― ９，８５７，９４４ ―

１２ 公 債 費 ８９，６２６，１２３ ― ８９，６２６，１２３ ―

１３ 諸 支 出 金 １６，９６２，９９８ ― １６，９６２，９９８ ―

１４ 予 備 費 １５０，０００ ― １５０，０００ ―

歳 出 合 計 ４７０，６２１，９７４ ５４８，１４５ ４７１，１７０，１１９ ５４８，１４５ ―

再校
１５２
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２ 歳 入

（款） ０９ 国 庫 支 出 金

（項） ０３ 委 託 金

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

０１ 総 務 費 委 託 金 ２５５，６２０ ５４８，１４５ ８０３，７６５０３選挙費委託金 ５４８，１４５ 衆議院議員総選挙臨時啓発費 ３，０００

衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査費
５４５，１４５

計 １，０４３，０３４ ５４８，１４５ １，５９１，１７９

三校
１５３歳入 第０９款 国 庫 支 出 金

平成24年11月議案



初校

◯１５４

平成24年11月議案



３ 歳 出

（款） ０２ 総 務 費

（項） ０５ 選 挙 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

０２選挙啓発費 １，６８８ ３，０００ ４，６８８ ３，０００
０９旅 費 ５２ １ 衆議院議員総選挙臨時啓発費 ３，０００

市交付金 ８６８

事務費 ２，１３２
１１需 用 費 １，２３０

１２役 務 費 ２５０

１４使用料及び賃 借 料 ６００

１９負担金、補助及び交付金 ８６８

０５

衆議院議員
総選挙及び
最高裁判所
裁 判 官
国民審査費

５４５，１４５ ５４５，１４５ ５４５，１４５
０１報 酬 １５０ １ 衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官

国民審査費 ５４５，１４５

市町村交付金 ４０２，０２２

選挙公営負担金 ９０，５８２

不在者投票特別経費 ７，９９７

事務費 ４４，５４４

０８報 償 費 ６０

０９旅 費 ７００

１１需 用 費 ３６，７５２

１２役 務 費 ４，１７４

１３委 託 料 １，５００

再校
１５５歳出 第０２款 総 務 費
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目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

１４使用料及び賃 借 料 １，２０８

１９負担金、補助及び交付金 ５００，６０１

計 ４１，３５８ ５４８，１４５ ５８９，５０３ ５４８，１４５

初校
１５６
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